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序

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡の発掘調査はまもなく 30周年をむかえます。昭和42年

8月、湯殿跡・諏訪館跡・南陽寺跡の庭園群が発掘され、以後この遺跡全体を対象

とする発掘調査、環境整備、保存処理、調査研究が続けられております。

この報告書は福井県が国庫補助事業として実施した一乗谷朝倉氏遺跡の発掘調査

報告の 6冊目です。対象とした地域は町並み立体復元地区の南側付近にあたります。

これまで刊行した報告書 Il•IV•V とあわせて、一乗谷川をはさんで朝倉館と相対す

るこの地区の全面的な発掘の成果がまとめられております。約17m四方の中規模の

屋敷や、 29個体を超す越前焼の大甕を埋めた遺構、ひとまとまりの庭園、石敷の蔵

など注目すべき遺構が出土しました。遺物は大量の陶磁器、金属・石製品などを中

心として多様でかつ特異なものが出土しており、当時の一乗谷の住人の生活の様子

をよくうかがうことができます。特に井戸の中から出土した大量の銅銭や陶磁器は

同時期の一括資料として貴重な事例を提供しています。

このような戦国大名の城下町の町並みがこれだけの大面積で発掘され、整備され、

立体復元された遺跡は全国でも一乗谷朝倉氏遺跡だけです。調査研究の課題は多く

残されておりますが、この報告書がその一助になれば幸いです。

最後になりましたが、事業の実施にあたり、懇切なるご指導とご高配をいただき

ました文化庁をはじめ関係各位の皆様、ならびに終始かわらぬご支援をいただきま

した城戸ノ内をはじめとする地元の皆様に対し、心から感謝申し上げます。

平成 9年 3月

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館

館長貴志真人
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表 3 SE3419出土銅銭一覧表

表 5 第83次調査出土遺物一覧表

付図 1 一乗谷朝倉氏遺跡地形図

付図 3 第57• 58次調査全測図

表

表 2 第57次調査出土遺物一覧表

表 4 第58次調査出土遺物一覧表

付 図

付図 2 第29• 30次調査全測図

付図 4 第83次調査全測図
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I 事業概要

1. 調壺の目的

一乗谷朝倉氏遺跡は、戦国大名越前朝倉氏の城下町として広く知られている。一乗谷には当主の居館

である朝倉館を中心として山城、上下の城戸、家臣団の武家屋敷や寺院•町屋群などが、極めて良好に

残っている。この遺跡を国民共有の文化遺産として保護するため、昭和46年、 278haという広大な地域

を特別史跡に指定し、その中心部にあたる平地部の24haが公有地化された。

遺跡保護の目的は、単に遺構を保存するだけにとどまらず、遺跡を調杏研究し、その成果を広く公表

して、人々の歴史認識に資することも非常に大切なことと考える。こうした認識に立って一乗谷朝倉氏

遺跡を「遺跡をして自ら語らせる」史跡公園とする計画を立案、着手した。この事業は昭和47年 3月に

策定された「朝倉氏史跡公園基本構想」と、それに基づいて立案された「一乗谷朝倉氏遺跡整備基本計

画」により、計画的かつ継続的に実施され、遺跡を究明する発掘調査とそれに基づく環境整備が両輪と

なって進められている。

2. 調壺の経過

一乗谷が朝倉氏の居城跡であることは古くからよく知られており、近世の地誌類にもその記述がみら

れる。昭和 5年7月には朝倉館と湯殿跡・諏訪館跡・南陽寺跡の 3庭園1.4haが国の史跡と名勝に、西

山光照寺跡が史跡に指定され、その保護が図られることとなった。戦後、管理団体である足羽町は朝倉

館唐門の修理（昭和38年）、英林塚の覆屋建設（昭和40年）の事業を実施すると共に、昭和42年には史

跡の保存と活用を計るために朝倉氏遺跡整備事業委員会を設け、環境整備事業 3カ年計画を立案して、

まず湯殿跡・諏訪館跡・南陽寺跡の 3庭園の整備を実施した。その間、昭和42年12月には山城跡、上下

の城戸跡が史跡に追加指定され、指定面積は合計6.8haとなった。翌43年には、朝倉館の発掘調査が実

施され、その結果極めて良好に遺構が残っていることが判明し、遺跡の勇要性が改めて確認された。

一方昭和44年には一乗谷地区の農業構造改善事業が始まり、上城戸以南の場所から工事が着手された。

その結果、多量の遺物や遺構が露出し、遺跡は破壊の危機に直面した。ことの重大性に気づいた文化財

関係者は、この事業の中止を求め地元ならびに関係機関と協議した結果、城戸の内と山城を含む周囲の

山林の278haを国の特別史跡に格上げ指定し、城戸ノ内の住宅地を除く農地の大半を一括全面買収して

遺跡を保護することとなった。以前から公有地化された分も合わせて公有地面積は約25haとなった。

広大な遺跡であることから足羽町が実施してきた発掘調査と環境整備を福井県が分担し、福井市（足

羽町は昭和46年福井市に合併され、福井市が管理団体となった）はその保護と管理を分担して共同で保

存と活用を計ることとなった。そこで県はこの事業の実施機関として昭和47年4月教育庁に朝倉氏遺跡

調査研究所を設置、先の計画に甚づき、朝倉氏遺跡研究協議会の指導のもとに事業を進めることとなっ

た。
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0第 1次 5カ年計画（昭和42~46年発掘調査面積 6,780rrf) 

概要 当初は足羽町が 3カ年計画として開始したが、特別史跡に昇格指定されたことにともない、

4、3カ年次から福井県が引き継ぎ実施した。南陽寺跡庭園・湯殿跡庭園・諏訪館跡庭園・朝

倉館の発掘調査とその環境整備を主な内容とする。一乗谷の 1/1,000の基本図も作成した。

0第 2次 5カ年計画（昭和47~51年発掘調査面積 18,989rrf)

概要 朝倉館とその濠のほか武家屋敷、寺院、町屋跡など性格の異なる屋敷跡の発掘調査を通じて

一乗谷の概要をつかむことに主眼をおいた。環境整備はその地区の平面復元を行った。

「一乗谷石造遺物調査報告書 I』を刊行（昭和50年3月）

「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘整備事業10周年記念展」を開催（於岡島美術記念館 昭和51年

10月）

0第 3次 5カ年計画（昭和52~56年発堀調査面積 29,310面）

概要 第2次5カ年計画で明らかとなった平井地区の武家屋敷群や道路、赤淵・奥間野地区の町屋

群や寺院群を広く面的に調査し、一乗谷の都市計画を解明することに主眼をおいた。環境整備

はその面的な整備を行った。また、昭和56年には懸案となっていた出土遺物の展示等を目的と

する福井県立朝倉氏遺跡資料館が開館した。

「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡環境整備事業報告書 I』を刊行（昭和53年3月）

開館記念展示図録『一乗谷』を刊行（昭和56年8月）

0第4次 5カ年計画（昭和57~61年発掘調杏面積 16,513rrf)

概要 赤淵・奥間野地区の調査を面的に拡大して中小の武家屋敷や多数の町屋群を発掘して戦国城

下町の基本的な性格をつかむことを目的とした。これらの地区を面的に平面復元するとともに、

平井地区の武家屋敷を立体復元整備した。

『県道鯖江・美山線改良工事に伴う発掘調査報告書」を刊行（昭和58年3月）

『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告 I』を刊行（昭和59年3月）

開館 5周年記念特別展「一乗谷と中世都市 まちなみとくらしの復元」開催（昭和61年8月）

同図録『一乗谷と中世都市』を刊行

同シンポジウム「一乗谷と中世都市 都市の構造と生活の復元」開催（昭和61年 8月）

0第 5次 5カ年計画（昭和62年～平成3年発掘調査面積 21,553rrf) 

概要 上下の城戸など谷内の要所の調査と庭園跡の再調査を行う。また、平井地区の町並み立体復

原事業に先だって未調査の山裾側の武家屋敷群を調査する。これらの調査を通して史跡公園と

しての整備を充実させる。

『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告1I』を刊行（昭和63年3月）

『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発堀調査報告m』を刊行（平成 2年3月）

「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡環境整備事業報告1I」を刊行（平成4年3月）

第 1回企画展「朝倉文化と茶の湯」開催（昭和62年8月）

第 2回企画展「石の鬼ー一乗谷の笏谷石」開催（昭和63年8月）同図録刊行

第3回企画展「一乗谷のくらしと木」開催（平成元年8月）同図録刊行

第4回企画展「一乗谷と越前焼」開催（平成 2年8月）同図録刊行
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開館10周年記念特別展「朝倉の遺宝」開催（平成3年8月）同図録刊行

0第 6次 5カ年計画（平成4~8年発掘調査面積12,800吋）

内容 西山光照寺や御所・安養寺跡など城戸の外、山裾部の調査を行い、城戸の外を含めた一乗谷

全体の理解を目的とする。

『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告N」を刊行（平成5年 3月）

『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告V』を刊行（平成 7年 3月）

第 5回企画展「戦国大名越前朝倉氏の誕生」開催（平成4年 8月）同図録刊行

第 6回企画展「一乗谷と職人」開催（平成5年 8月）同図録刊行

第 7回企画展「海を越えて来たやきもの」（平成6年 8月）同図録刊行

第 8回企画展「朝倉氏と織田信長」（平成 7年8月）同図録刊行

第 9回企画展「日本海交易と一乗谷」（平成 8年8月）同図録刊行

3.調査の方法と調査組織

調査は、国の補助事業として福井県が直接実施している。その実施機関として、福井県教育庁朝倉氏

遺跡調査研究所（昭和47年4月 1日～昭和56年 8月19日）とこれを改組した福井県立朝倉氏遺跡資料館

が設置され、発堀調査および環境整備を行っている。また、その指導のため朝倉氏遺跡調査研究協議会

が設置されている。なお平成4年 4月館名を福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館と一部改称した。

本報告書に関係する年度の組織を以下に記す。

0昭和53年度（第29•30次調査）

朝倉氏遺跡調査研究協議会

委 員 青園謙三郎 （福井テレビ社長）

II 石田 昇 （城戸ノ内町町内会長）

II 大久保道舟 （県文化財専門委員会委員長）

II 黒板昌夫 （国士館大学教授）

II 田治六郎 （大阪公園協会理事長）

II 戸塚文子 （作 家）

II 松下圭一 （法政大学教授）

II 水上 勉 （作 家）

専門委員 伊藤 滋 （東京大学助教授）

II 岸谷孝一 （東京大学教授）

II 木原啓吉 （朝日新開編集委員）

II 近藤公夫 （奈良女子大学教授）

99 重松明久 （福井大学教授）

II 田畑貞寿 （千葉大学助教授）

‘’ 坪井清足 （奈良国立文化財研究所所長）

朝倉氏遺跡調査研究所
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所 長 藤原武二 （造園）

水藤 真 （文献）

水野和雄 （考古）

小野正敏 （考古）

岩田 隆 （考古）

吉岡泰英 （建築）

南洋一郎 （考古）

事務補助員 吉越 強

0昭和62年度（第57•58次調査）

朝倉氏遺跡調査研究協議会

ムコ 長 青園謙三郎 （福井テレビ社長）

副 会長 近 藤公夫 （奈良女子大学教授）

石井 進 （東京大学教授）

木原啓吉 （千葉大学教授）

小林健太郎 （滋賀大学教授）

重松明久 （扇城学園中津女子短期大学学長）

田 畑貞寿 （千葉大学教授）

玉 置伸悟 （福井大学教授）

坪井清足 （大阪文化財センター理事長）

平井 聖 （昭和女子大学教授）

木村竹次郎 （朝倉氏遺跡保存協会長）

上 坂義雄 （城戸ノ内自治会長）

朝倉氏遺跡資料館

館 長 藤原武二 （造園）

次 長 木澤山榮 （事務）

主 査 水野和雄 （考古）

II 岩田 隆 （考古）

II 吉 岡泰英 （健築）

II 南洋一郎 （考古）

II 佐藤 圭 （文献）

文化財調査員 月輪 泰 （考古）

嘱 託 山田武男 （学芸）

0平成5年度（第83次調査）

朝倉氏遺跡調査研究協議会

副会長 近藤公夫 （神戸芸術工科大学教授）

石井 進 （国立歴史民俗博物館館長）
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木原啓吉 （千葉大学教授）

小林健太郎 （滋賀大学教授）

田畑貞寿 （千葉大学教授）

玉置伸悟 （福井大学教授）

坪井清足 （大阪文化財センター理事長）

平井 聖 （昭和女子大学教授）

松浦義則 （福井大学教授）

吉田伸之 （東京大学助教授）

石井 昇 （朝倉氏遺跡保存協会会長）

木村行雄 （城戸ノ内自治会会長）

一乗谷朝倉氏遺跡資料館

館 長 貴志真人

次 長 大塚セツ子 （事務）

主任文化財調査員 岩田 隆 （考古）

II 吉岡泰英 （建築）

主 査 南洋一郎 （考古）

II 佐藤 圭 （文献）

II 月輪 泰 （考古）

文化財調査員 水村伸行 （考古）

嘱 託 舟澤茂樹 （学芸）

高野正春 （事務）

0平成8年度（本報告作成年度）

朝倉氏遺跡調査研究協議会

＾ コエ
長 近藤公夫 （神戸芸術工科大学教授）

副会長 平井 聖 （昭和女子大学教授）

委 員 河原純之 （千葉大学教授）

木原啓吉 （千葉大学教授）

小林健太郎 （滋賀大学教授）

田畑貞寿 （千葉大学教授）

玉置伸悟 （福井大学教授）

坪井清足 （大阪文化財センター理事長）

松浦義則 （福井大学教授）

吉田伸之 （東京大学教授）

石田 昇 （朝倉氏遺跡保存協会会長）

奥田道雄 （城戸ノ内自治会会長）

一乗谷朝倉氏遺跡資料館

館 長 貴志真人

次 長 山田利秀 （事務）
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主任文化調査員 岩田 隆 （考古）

II 吉岡泰英 （建築）

II 佐藤 圭 （文献）

文化財調査員 水村伸行 （考古）

学芸員 宮永一美 （歴史）

嘱 託 舟澤茂樹 （学芸）

II 竹澤輝治 （事務）

また、発掘調査 ・遺物整理は多くの作業員の協力により進めることができた。以下にその名を記す。

（発掘作業）伊与道太、加藤義雄、木村正志、斎藤喜代松、島 計作、岸上 勉、谷口惣次郎、谷口仁

作、土田徳栄、西川末松、西田忠、林 滋、平井茂左衛門、平鍋与津治、神岡遊蔵、

福岡義信、藤田武志、藤田 忠、細田弥三郎、山口 堅、山根木茂麿、吉川 斉、吉川宗

男、石田カズゐ、石田艶枝、石田はまを、石田ミヨ子、今吉ハギ、伊与フジ子、上坂和子、

梅田みさを、奥田恵美子、奥田末子、奥田まつえ、奥田ユリ、岸田あや子、小林澄子、小

林末子、小林ヒサヲ、田中和子、田中ト シヲ、戸田起世子、福岡敏子、三崎チェ子、山口

さだを、山下すみ子、山下喜美子、吉川サダ子

（遺物整理）朝倉八重子、上田優子、梅田由里、上都由利子、川中三恵子、佐飛康子、高木愛子、辻岡

幸子、長谷川佐弥子、 平井悦子、藤田恵美子、安田春代

4.経 費

本報告書に関係する発掘調査費および印刷製本費は以下の通りである。

0昭和53年度（第29 • 30次調査）

発掘調査経費 20,000千円 ｛発掘調査面積4,500rrf}

0昭和62年度（第57 • 58次調査）

発掘調査経費 32,020千円 ｛発掘調査面積3,700rrf} 

0平成 5 年度（第82 • 83次調査）

発掘調査経費 33,083千円 ｛内83次発掘調査面積1,070面｝

0平成 8年度（報告書作成年度）

印刷製本費 2,000千円

5. 本報告書について

内 容 本報告書は、国庫補助事業として福井県が昭和53年度および昭和62年度並びに平成 5年度に実

施した第29次調査、第57• 58次調査、第83次調査の報告である。各年度ごとに概要を報告しているが、

内容については本報告書が優先する。また第29次調査地区については、 SS977以南の町屋群に限った。

本書の構成は 5章からなり、 Iは全体の事業概要、 11は第29• 30次調査、 IIIは第57• 58次調査、 IVは
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第83次調査について記す。 Vは平井地区の調査の考察を記した。

執 筆 本報告書は、各調査次の諸記録を基に、館長貴志真人の指導の下に以下の分担により執筆し、

編集は佐藤圭があたった。

I 佐藤圭、 11 岩田隆、]l[-1•2•4•5•7 吉岡泰英、 Ill-3•6 水村伸行、 N-1•2•4 吉岡泰

英、 N-3宮永一美、 V吉岡泰英

図 面 遺構平面図はアジア航測闊に委託した航空写真測量により作成したものである。遺物実測図に

ついては、担当者とともに遺物整理作業員もこれを助けた。また、挿図として使用した地形図は、昭和

44年に足羽町がパシフィック航業圏に委託して作成した基本図 (1/1000)およびその集成図である。

その他 本報告書の遺構図に用いた座標は「第w系」である。

また、遺構番号の頭に付した記号は以下の分類による。

SA:土塁・塀・柵、 SB:建物、 SD：溝、 SE:井戸、 SF:石積施設、 SG:庭園 SI：門、

SK:土壊、 SS：道路・通路、 sv:石垣、 sz:暗渠、 sx:その他
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II 第29• 30次調査

1.調査の経過と概要

今回報告する第29• 30次調査地区は、福井市城戸ノ内町字川合殿地係に位置する。この地区は朝倉館

の南西、一乗谷川の西岸にあって、有力武将の屋敷が並んでいたと伝えられるところである。有力武将

の屋敷名はその一部が「斉藤」「平井」「川合殿」のように小字名として残り、畦畔にもその屋敷跡の規

模が見て取れる。

これまでこの地区の調査については、昭和48• 49年に第10• 11次調査で「新馬場」と伝承されてきた

武家屋敷の調査を実施した結果、屋敷前に幅4.5mの砂利敷の道路が見つかった。そのことから畦畔の

調査を進めた結果、この道路を中心として計画的に屋敷割りがなされていることが想定された。そこで

他の地区の調査と並行しながら「平井」「川合殿」地区の町割りを解明する調査を実施することにした。

昭和50年に第15次調査、昭和52年に24• 25次調査を行ってきた。その結果、中央の幅4.5m前後の道路

を挟んで山側と川側に武家屋敷群が並んでいることがわかった。山側の屋敷跡は間口30mを基準にし奥

行きは山裾まで50~60mあり、川側の屋敷跡は30mX60mもしくはその半分の30m四方を基準としてい

ることがわかった。これらの屋敷群を大きく区画する東西方向の道路の間隔は60mもしくは90mあって、

30mの整数倍になっている。さらに、第29次地区では、武家屋敷から小区画の町屋に変わっていること

挿図 1 第29• 30次調査区周辺地形図 (1/2000) 
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がわかり、城下町の変遷も明らかにすることができた。

このように有力武将の屋敷跡が並び都市計画がはっきりした地区ではあるが、朝倉氏滅亡後一乗谷が

田畑に変わるとき、山側の高い部分が削られて低地である川側に盛られたため、意外に山側の有力武将

の屋敷内の構成が判然としない。さらに今回報告する地区から南については一乗谷川がやや西によって

流れているため、中央の道路がなくなって屋敷割りの基準も少し変則的になる。

今回報告する第30次調査は、「平井」「川合殿」地区の町割りの実体を解明するとともに、城下町の変

遷もその視点にいれて調査を進めることとした。なお今回の報告書には、道路SS977より南の第29次

調査分と県道鯖江・美山線改良工事に伴う事前調査も含まれる。調査面積は、第29次調査分が640面、

第30次調査地区が1,100吋で併せて約1,740:rrfである。

調査は第29次調査が終了したのに引き続いて、昭和53年8月24日から耕士除去作業を始め、 9月1日

から本格的な発掘作業に入った。 9月29日に上面の遺構撮影を行い、下層の遺構の調査に人った。 10月

4日には下層建物の調査を終え、翌 5日に第29次調査と併せて航空写真撮影を行った。その後確認調査

と土層図、遺構写真撮影を行って15日に終了した。遺物取り上げのためのグリッドの某準ならびに方向

は、第29次調査と同じとした。すなわち第10• 11次調査と同じである。そのため、遺構の方向とは10°

ほどずれる。

第29•30次調査日誌抄

第29次調査（昭和53年5月11日～8月23日）

7月28日井 戸SE1047、溝SD992等を検出。

8月 1日 井戸SE1046、石列SX1152等を検出。

3日 石積遺構SF1078等を発掘。

6日 石積遺構SF1077等を発掘。

7日 道路SS976がSA983で行き止まりであることを確認。

8日 井戸SE1047を発掘。錠前、釘等が出士。

10日 川寄りで井戸SE1048を検出。

13日 S D991を検出。この付近は焼上で覆われていた。

17日 大甕埋設遺構SX1224を検出。

19日 下層の確認調査。 SE1045を検出。

20日 礎石建物SB1029等を検出。

5日 29 • 30次調査地区の航空写真撮影。

7日 下層確認調査。

9日 土層図作成。

11日 甕取り上げ。

13日 土層観察用の畦を除去。

14日写真撮影。

15日 確認調査。後かたづけ終了。

117 196 2，5 疋 1,3 21 21 

第30次調査（昭和53年8月24日～10月15日） 元 ・←三―
8月24日 発掘開始。耕士を除去。 zy~ 9 

31日 耕士除去終了。

9月 1日 遺物取り上げのためのグリッド設定。

2日 床士除去。一部士塁が現われる。

4日 井戸SE1197と石積SF1201を検出

6日 床土除去終了。本格的に遺構検出にかかる。 s 

7日 29次調査地区に隣接するところで石積SF1202を検出。 R 

8日 調査地区西南の最上段は遺構が残っていないことが確 ゜

11日

18日

19日

20日

22日

29日

10月 2日

認できたので掘り下げる。この部分の整地はガラ石。

中央の道路SS1180の側溝SD1186、石積SF1205を検出。 N 

最上段に沿って下段から石積施設SF 1206~ 1211が並ぶ。 M 

29次調沓で一部検出していた大甕埋設遺構の続きを調査。 L 

西側の土塁付近を調査。側溝SD1185を検出。 K 

一乗谷川に沿った部分を調査。一乗谷川の流れで遺構なし。

上層遺構面の写真撮影

上層遺構面の掘り下げ。

4日 建物遺構SB1192とそれを取り巻く雨落ち溝を検出。

挿図 2 第29• 30次調査区グリッド設定図
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2.遺 構（第1~7図 PL.l,_,9)

発掘された主な遺構は、土塀基礎 5、礎石建物 2、溝 5、石積施設15、井戸4、大甕埋設遺構 2など

である。この地区は道路SS1180によって南北に 2分され、さらに溝・土塀などから挿図 3のように区

分できる。すなわち土塀SAl193と溝SD1008以北（区画A)、道路SS1180以北で土塀SA1193に囲ま

れた部分（区画B)、大甕埋設遺構の部分（区画C)、道路SS1180以南は土塀 SA1183によって西（区

画D)東（区画E)に区画できる。区画Aはさらに SX1160で東西に区画でき、それぞれA-1, A-2と

枝番で示した。

遺構の時期については、道路SS1180以北の遺構群は、同時に存在していた可能性も含めて、大きく

は2時期に分かれる。新しい時期の遺構群は区画Bにある井戸SEl197と石積み施設 SF1199、SF1201

等で、これらの遺構があった遺構面を 1I期とする。この遺構面の下に SB1192を中心とする遺構群があ

り、大甕埋設遺構が存在していた遺構面とほぼ同じレベルにある。区画Cについても 1I期の遺構面がわ

ずかに残っているが、大甕埋設遺構の上に 1I期の遺構面が存在していない。道路 SS 1180以南について

も、区画Dでは一段高い 1I期の遺構面の存在を想定できるが、遺構はまったくなく、遺構面は下層の一

面しか確認していないので、 1期につくられ1I期まで存続した土塀SA1183や溝 SD1185等以外は 1期

の遺構群である。

記述については、町割に関する道路・溝を記述した後、各区画ごとに 1期の遺構、 II期の遺構と記述

する。またメートル法と尺との換算については 1尺＝30.3cmとした。

〔町割りに関する遺構〕

55977 幅が2.5m程の東西方向の砂利敷道路で、両側に SD1004 

とSD993の側溝がつく。道路の北側は削平されて砂利敷や側溝が

失われているところがある。道路の中央付近で溝 SD1007が斜めに

横切る。この道路の南側は0.3m程高くなっている。この道路はおそ

らく第15次調査•第25次調査で発掘した一乗谷川に沿って走る道路

S S945に取り付くのであろう。また道路SS975からの距離は60m

ある（『報告書V』参照）。

5D993 道路SS977の南側の側溝で、南側のA区の排水溝を兼ね

る。ただし西半分が明確ではなく、西半分はもともと存在しなかっ

た可能性がある。

5 D991 調査地区西端の土塀基礎SA981の東を北に流れる溝で、

S A983で東に曲がってさらに北に曲がってSD986につながる。幅

0.3mと狭い。区画A-1付近では東側の側石が後世に一部失われてい

る。またこの付近では溝の中には焼土が詰まっていた。区画B付近

(S D1184)は11期の整地が行われたため0.4mと深くなっている。

5 51180 第30次調査地区のほぼ中央に位置する東西方向の道路で
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ある。道路幅は、西半分については北の境は石列SX1244がある。南側は境がはっきりしないけれども

約4mと推定される。中程から東は側溝や石列があってはっきりしており、約 2mと狭くなる。長さに

ついては26m分確認された。東寄りでは南側に SD1186がつく。また東端近くには暗渠 SZ 1222が横切

る。暗渠の幅は0.4m程あり、南端の蓋石は笏谷石が使用されている。この道路は西側の山裾の武家屋敷

（第83次調査分）の取り付け道路ともなっている。

区画A-1

S A1193 • S Dl008以北のA地区の内、石列SX1160より西の区画である。 1期から 11期まで存続し

ていたと推定される。

SX1160 A-1区とA-2区を区画する石列で、石の面はA-1側にある。 0.15m程の石が一列に並ぶ。この

石列に接するように礎石状の石が 9mにわたって 4石並ぶ (SX1161)が、間隔は不揃いである。

SA983 道路SS976の南端に位置し、長さ3.5m、幅0.9mの土塀基礎と推定される。 0.3~0.4m程の石

を並べ高さが足らないところは小振りの石を下に据えて高さをそろえている。道路面より 0.4mほど高く

なっている。この土塀は西隣屋敷の土塀に直接つながっていたと考えられるが、このA-1区画側にあた

る東側の土塀の存在は明確ではない。この土塀基礎SA983の南側には溝SD990が流れている。

S V 1088 S S 977の南A地区全体を高くするための石垣である。西端では0.4m、東端では0.5m程高く

なっている。 A-1の部分については0.4m前後の石を 1石だけで高くし、上面がそろっている。溝SD986 

がA地区にかかる部分についても同様で、元々あった溝石の上に石を置いて、 A地区を嵩上げしたよう

である。 SV1088と石列SX1165の間が1.2mあり、この間が土塀になっていたとも推定される。なお東

側半分は小振りの石を積み上げて石垣としている。

S D992 A-1区の中央付近から SA983の内側でSD990につながる溝である。幅は0.2m深さは0.3m長

さは7.5m程あり、側石が 2段になっていて割合深い溝となっている。先端付近で南に屈曲している。

S E1047 A-1区の中央付近にある石組井戸で、直径約0.9m、深さ2.7mを計る。錠前、銅製の仏鮪器や

未使用の釘多数等が出土した。現在残っている石が井戸の天端で、近くにある石が、井戸周辺の石敷の

跡であろう。

S F1081 A-1区の西端、土塀基礎SA983の南にある石積施設で縦1.6m、横0.7m、深さ約lmを計る。

中には焼土が詰まっていた。

下層の遺構 A-1区の西の溝SD986の側石が道路SS977の高さで揃っているので、下層確認のためト

レンチを入れた。溝SDl261と石列SX1262を検出した。レベル的には道路SS976と同じである。

区画A-2

A-1の東側で、大甕埋設遺構SX1224の北にある溝SD1008以北の区画である。 1期から 1I期まで存

続していたと推定される。

SX1159 A-1区と A-2区を区画する石列SX1160にほぼ直交して東に延びる石列で面は南側が揃ってい

る。 4.5m分検出した。この石列の延長線上にいくつかの石が飛び飛びに存在しているところから、さら

に東に延びていた可能性もある。

S D1008 大甕埋設遺構SX1224の北に位置する溝で、幅0.2m深さ0.15mあり6.5m分検出した。おそら

< sX1157とも関連してSD1189に繋がっていたのであろう。
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S 81030 A-2区の南端に位置する2.7m四方の礎石建物で、隣屋敷のB地区に接している。規模が小さ

いため礎石は周囲に存在するだけである。北側にある砂利敷が入り口にあたるのであろう。

5D1006 A-2区の北端にあって北に流れる溝で、溝SD993につながる。幅は0.3m深さは0.15mで 3m

分検出した。その先は削平されて不明。

S D1005 同じく A-2区の北端にあって北に流れる溝で、溝SD993につながる。幅は0.3m深さは0.15m

で2m分検出した。その先は削平されて不明。使われている溝石が、 SD1006に比べてやや大きい。この

溝の延長線上に井戸SE1046があるので、井戸SE1046の排水用の溝と推定される。

S E1046 A-2区のほぼ中央にある石組の井戸である。直径0.6m、深さは底まで掘れなかったので不明

である。上面に平らな大きい石があるので、天端まで残っていると考えられる。

S F1077 A-2区の北端溝SD1006のすぐ東にある石組施設である。規模は0.9mXl.2m、深さは0.85m

ある。四隅はきちんと直角になっていて丁寧につくられている。内部には人頭大の石と焼土が詰まって

いた。

SF 1078~1080 A-2区の西端に位置し、 SX1160に沿って 3基並ぶ石組施設である。北端の SF1078 

はSX1159にも接する。規模は1.0mXl.Om、深さは1.0mある。小さい河原石を使用していて、東側の

壁面はかなり崩れていた。中央の SF1079は、 3基の中ではもっとも大きく規模は1.5mX 1.2m、深さは

0.9mある。西側の壁すなわち SX1160側は他の壁に比べてやや大きい石が使用されている。この SF10 

79からは金箔をはった土師質皿が出土している。南端の SF1080はSX1160とは0.8m程離れている。規

模は1.0mXl.Om、深さは1.0mある。

下層遺構 上記の遺構面との差はO.lmほどしかなく、下層の遺構の礎石などがわずかに見えているよう

な状態だった。

S 81029 A-2区の南東隅に位置し、上層の SX1151とほぼ並行で、 SDl008とは方位が少しずれる。

直角に曲がって並ぶ 5石の礎石が検出された。礎石はしっかりしているが建物の規模は不明。

S81031 A-2区の西端近くに位置する礎石建物で、礎石 2個と抜き取り穴 3基を確認した。礎石は3

尺間隔にあり、一直線に並ぶだけで規模は不明。

SE 1045 A-2区の北東寄りに位置する石組の井戸である。直径0.6m、深さは底まで掘れなかったので

不明である。周辺よりO.lmほど掘り下げて検出したので、あるいは一時期古くて、最終段階では使用さ

れていなかった可能性もある。しかし、周辺に井戸の排水に使用されていたと考えられる笏谷石がある

ことなどから単に天端石が失われただけかもしれない。

SX1263 S E1045の南に約 3m四方の土壊があり、中には焼土が混じった土が詰まっていた。底には

越前焼の大甕 6個体を据えた跡があったが、甕の底は残っていなかった。また、ここから越前焼の甕の

破片が多数出土したが、他の甕埋設遺構ほど多く出土しなかった。

区画B

S A1193 • S A1182 • S A1181とSS1180に囲まれた屋敷である。もっとも SAl181は西側の屋敷の

土塀で、東側の SAl182は皿期の可能性が高く、南側は道路に面しているのに土塀や柵がない。北側だ

けがこの屋敷の土塀である。規模は東西方向・南北方向とも約17mであるが、東側が14mとやや狭くなっ

ている。面積は東南隅の位置がやや不明確ではあるが、 205nfある。屋敷内は礎石建物SB1192とその雨

落ち溝が確認された。井戸SE1197は上層で見付かっているが、この建物に伴っていたのを嵩上して使

用していたのであろう。
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1期

SA 1193 屋敷の北を限る土塀基礎で16mある。基礎の幅は場所によってやや異なるが0.45m~0.5mあ

る。

5 A 1182 屋敷の東を限る土塀基礎であるが、この土塀を斜めに溝SD1189が横切っているのと後世に

削平されているため、残存状況はあま り良くない。幅は0.5m程で長さは15mほど残っている。北側の土

塀SAl193が基礎石 1石だけなのに対して、この土塀基礎SA1182は2石ないし 3石程積み上げている

ところから、あるいは I1期に属する遺構の可能性も考えられる。ただ、いずれにしてもこの位置に屋敷

の東を限る何らかの塀があったことはまちがいない。

5 D1189 屋敷内の水を外に排出する溝で、 SAl182を斜めに横切っている。深さは0.4m、溝として残っ

ている部分は約7mである。おそらく大甕埋設遺構の北側を流れる溝SD1008に繋がっていたのであろう。

なおこの溝は SA1182と一体になっているのでI1期に属する可能性もある。

5 81192 敷地の北西に建てられている礎石建物で、規模は東西8.5m、南北8.7mである。北側と東側、

南の中程まで雨落ち溝SD1191が巡る。この雨落ち溝は西側の武家屋敷との境の溝SD1184に流れ込む。

礎石配置については、一部不明な点もあるが、外周はほぼ揃っており、礎石の間には狭間石がみられる。

西側と北側の礎石は溝石を兼ねているが、南と東の礎石は溝から 1石分離れており、特に東は礎石列と

溝が平行ではなく北でわずかに開く。建物の西側は礎石が 1間分とんでいて、広い間取りの部屋があっ

たものと考えられる。建物の東側は半間内側に入ったところに狭間石列があって、東半分はさらに外側

にも建物境の石列がある。ここがこの建物の入り口であろう。さらに中に入ると 2間 X 1間程の石敷s

X1237があり、石敷は黄色の粘質土で固められていた。その奥にあたる北側にも 1間X2間の石敷部分

があり、その一部は平らに石を敷き詰めている SX1238がある。これらから、この建物は南北方向の棟

を持ち、南面に3.5尺の庇が付くと考えられる。内部の部屋割りについては、東半分は庇の部分が入り口

で、おそらく土間であろう。次の石敷SX1237の部分は束を受ける石も見られるところから土間ではな

いことは確かである。さらに奥の石敷の部分は台所と考えられる。西半分は縁を除くと南から 8畳間・

8畳間・ 6畳間の 3室が想定できる。雨落ち溝がないところは 2間四方ほどは豆砂利敷になっている。

その周囲に直径O.lmほどの柱穴が2.5尺～3.5尺間隔でめぐっているところから竹垣のような遺構が考え

られ、表坪の内のような庭 (SG1260)にな っていたと推定される。なお、庇の軒先にあたる所は、雨

垂れのため少し窪み、砂利が薄くなっていた。

5 F1203 この屋敷の北西隅にある石積遺構で、規模は、 0.6mX0.9m、深さ0.5mある。石は丁寧に積

まれている。屋敷の隅にあるが、これを便所と推定すると汚物の運び出しようがないのでおそらく水溜

のような施設であろう。

5 D1190 建物SB1192の東に位置する溝である。雨落ち溝SD1191の背面にある石列が直角に曲がっ

てこの溝の側石の背面の石列となるが、 SD1191とは 2m程はなれ、さらに外に流れ出る SD1189にも

つながらない。

5 E 1197 区画Bの東よりに位置する井戸で、積み石はしっかりしていた。下層からあった井戸をその

まま嵩上げしたものと思われる。 SD1190はこの井戸の排水溝であろう。

I1期

5 F1202 区画Bの北西隅にある石積遺構で、規模は1.2mX0.6m、深さ0.4mである 。内部は焼土が詰

まっていた。なお、 SF1203はこの SF 1202の真下にあった。
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5 F1199 B区の北東隅にある積石遺構で、規模は1.0mX1.7m、深さ0.3mである。かなり崩れている。

内部は焼土が詰まっていた。

5 F1201 B区の北東よりにある積石遺構で、規模は1.2mX0.7m、深さ0.6mである。この石積み遺構

の南に溝状の遺構があり、内部は焼土で埋まっていた。

5 F1204 B区南東隅にある積石遺構で、規模は0.9mX0.6m、深さ0.7mである。四隅もきちんとして

おり、残存状態も良好であった。内部は焼土が詰まっていた。この石積み遺構は、道路 SS1180の北端

を限る石列SX1244の延長線上にあって、微妙な位置にある。

区画C

区画Bの東に位置する区画で、西は区画Bの土塀基礎SA1182、南は道路 SS 1180、北は溝 SD1008 

で限られる。東は一乗谷川に面するが、当時は道路に面していたのであろう。 I1期の遺構面は B区との

境になる SA1182の東に少し残っているが、ほとんど削平されて溝らしき遺構 SX1240以外には残って

いない。またこの I1期の遺構面がどこまで広がっていたのかについては不明というほかない。 1期の遺

構面とは高低差が0.5mほどあり、大甕埋設遺構SX1224の上にはI1期の遺構面が広がっていた痕跡はな

かった。 1期の遺構面も全体に削平されて不明な点がほとんどであるが、越前焼の大甕が29個体もまと

まって埋設されていた。

SX1224 B区画の北端にあって、越前焼の大甕が29個体も埋設されていた遺構である。これらの甕の

内底部が残っていたのは10個体で、他はほとんど甕がなく抜き取り穴だけだったり、いくつかの個体が

一緒に入っていた穴もあった。したがって、遺物の説明で甕ピットの番号があっても、底部が出土した

番号以外は、その抜き取り穴から出土したことを示すのであって、本来そこに埋設されていた甕とは限

らない。

甕は東西方向に 5列あるが、北側 2列 (21~29)と中央の 2列 (8~13、14~20)南端の 1列 (1~ 

6)は少しずれており、並んでいる個数も異なる。このことからどちらか先かはわからないが、埋設さ

れた時期が前後する可能性も考えられる。なお西端のNo.7はいずれの列からもずれる。甕の埋設の仕方

は、土壊を掘って隣の甕と少し接するくらいに並べ、隙間に焼土を詰めていったものと思われる。深さ

は0.6mほどすなわち甕の肩あたりまで埋められていた。なお東端近くでは少し撹乱されていて、甕 1個

体 1個体の抜き取り穴は確認できなかったところがある。

埋設されていた大甕についてはかなり時期差があり、もっとも古い甕はNo.11で、口縁の形態から15世

紀前半まで遡る。もっとも新しい甕は16世紀中頃のものである。大まかに時期別に見てみると 15世紀前

半が 1個体、後半が 3個体、 16世紀前葉が10個体、中葉が19個体である。先の各列にそれぞれの時期の

ものが混じっており、また攪乱もうけているので、遺物からそれぞれの列の前後関係を推定することは

困難である。ただ、同一遺構面にあることや遺構全体から考えると、甕の設置された時期は多少の前後

はあってもあまり時間幅を考えることはできない。古い甕も同時に設置されていることは、越前焼甕も

中古の甕が流通していたことを示していると推定される。この甕の一部に黒い付着物が認められるが、

これが何であるかを調べることは困難であり、ひいてはこの大甕埋設遺構がどのような性格の遺構なの

かは不明というほかない。

この大甕遺構を覆う建物があったと考えられるが、その建物跡は確認できない。大甕埋設遺構の東に

石が 3個 (SX1229)並んでいるが、あるいはこれが大甕埋設遺構に伴う建物の礎石かもしれない。さ
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らにその北に直角に曲がった石列SX1228があり、これも大甕埋設遺構を覆う建物に関連した遺構と推

定される。

5 X1225 大甕埋設遺構SX1224の南西に 2個体の越前焼き大甕が設置されていた。その位置から直接

S X1224に関連する遺構と考えられる。 1個体は底部が残っていたが、もう 1個体は甕がほとんど残っ

ていなかった。甕を埋設した周囲は焼土が詰められている。

5 F1200 大甕埋設遺構SX1224の南に隣接する石積遺構である。規模は1.4mX 1.1 m、深さ0.6mであ

る。中には焼土混じりの土が入っていた。位置からして SX1224に関連する遺構と考えられる。

5 E1195 大甕埋設遺構SX1224の東 3mの所に位置する井戸である。直径は0.7m、深さは2.7mある。

北西側の大きい 3石がこの井戸の天端石であろう。この上に笏谷石製の井戸枠が乗る。おそらくこの井

戸も大甕埋設遺構に関連していたのであろうが、 SX1229までが大甕埋設遺構を覆う建物とすればこの

井戸は建物の外にあったことになる。

SX1226 C区のほぼ中央に位置する大甕埋設遺構である。 2個対で南北方向に並んで設置されていた。

5 E1196 C区の南端近くに位置する石組の井戸である。直径0.9m、深さは2.6mある、上端の石が小さ

いことから、井戸の天端石は削平されていると考えられる。 C区南半分の遺構面は、何らかの事情で大

甕埋設遺構SX1224付近より少し高くなっていたらしく、削平されて遺構がほとんど残っていない。

区画D

北は道路SS 1180、西は隣の武家屋敷の土塀SA1252、東は土塀SA1183で限られる。 11期の遺構は

西隣屋敷の土塀に付属する溝SD1185、土塀基礎SA1252以外に残っていない。これらふたつの遺構は

1期からの遺構である。

S D1185 西隣屋敷の土塀裾を南北方向に流れる溝である。かなり崩れているので正確ではないが、幅

は0.4m、深さは北端近くで0.4mある。遺構の残存状態が悪く南半分の側石がかなり失われている。また、

北端では、溝の底の高さと道路SS 1180の高さがほとんど変わらない状況である。溝 SD1188との接合

状況もはっきりしない。

S D 1188 • 1187 D区の西端から屈折しながら道路SS 1180の側溝SD1186につながる溝である。西よ

りの SD1188は南側の側石しか残っていない。幅は0.2m、深さ0.15mである。溝内は茶褐色の粘りのあ

る土で埋まっていた。

S F1214 溝SD1188の北に位置する石積遺構である。規模は縦横 lm四方で深さは約0.5mある。中に

は礫混じりの土が詰まっていて、焼土はほとんどなかった。道路SS 1180の西半分の南端は明確ではな

いが、この石積遺構までであろう。この SF1214付近にはいくつかの石があって元々は何らかの遺構で

あったと思われるが、攪乱されていて遺構としてまとめることは困難である。

SX1254 D区の南端に位置する石敷遺構である。扁平な石をlmX1.5mの範囲に敷き詰めている。上

面は平らに良く揃っている。

区画E

土塀SA1183の東、道路SS 1180の南に位置する区画である。この区画は全体に削平されていて石積

遺構や井戸・土壊など掘り込まれた遺構しか残っていない。

SA 1183 区画Dとの境界の土塀基礎で、幅0.9m、高さ0.3m程である。 9mしか残っていなかったが、

- 16 -



土塀基礎の延長線の東に積み石遺構が並んでいたことから、本来は道路SS1180まで延びていたものと

思われる。道路側溝SD1187は土塀基礎の延長線上のところが、ちょうど屈折していて溝石も攪乱を受

けている。

S F1211 土塀SA1183の東に並ぶ石積遺構の内南端に位置する。大きさは約 lm四方で深さは0.8mで

ある。人頭大の石がしっかりと積まれ内部は焼土が大量に混じった褐色の土で埋まっていたが、所々に

焼土を含まない黄褐色の土がプロック状に混じる。なお、この SF1211の南の壁を壊して SF1212が作

られている。

S F1209 土塀SA1183の東に並ぶ石積遺構である。大きさは約0.6mX0.7mで、深さはl.lmある。平

面の大きさの割に深い。やや小さめの石が丁寧に積まれているが、西側の壁が崩れている。

S F1208 土塀SA1183の東に並ぶ石積遺構である。大きさは約1.2m四方で、深さは0.5mある。北側の

壁が少し崩れている。中は炭が大量に混じった土で埋められていた。

S F1207 土塀SA1183の東に並ぶ石積遺構である。大きさは約1.5mXl.2mで、深さは0.3mと浅い。

北西隅から北の壁が円＜築かれている。

S F1206 土塀SA1183の東に並ぶ石積遺構でSF1207の北隣にある。大きさはひとまわり小さく約1.1

m Xl.Omで、深さは0.5mと浅い。これは東の壁が円＜築かれている。内部の土に骨片が多く含まれた部

分があったが、あまりにも小片だったため何の骨か不明である。

S F1205 土塀SAl183の東に並ぶ石積遺構のうちもっとも北に位置する。道路側溝 SD1186とは隣接

する。大きさは約l.OmX0.9mで、深さは0.5mである。

S F1210 土塀SA1183からは約2.5m離れた位置にある石積遺構である。大きさは約1.4mX0.8mで、

東西方向に長い。深さは0.5mである。

S F1213 E区の東南に位置する石積遺構である。大きさはl.Om四方で、深さは0.2mしかない。北壁し

か残っていなかったことからしてもおそらく削平されて浅くなったのであろう。この石積遺構の南西に

越前焼きの甕の底部SX1227が据わっていた。この甕の時期については口縁部が確認できなかったので

正確なことはわからないが、底部の成形跡から16世紀以後のものと推定される。

S E1198 E区のほぼ中央に位置する井戸である。直径は0.7m、深さは底まで発掘していないので不明。

S K1218 E区の中央よりやや東に位置する土壊である。大きさは長さ2.0mX幅1.5m、深さ0.6mある。

もともとひとつの土壊ではなく 3基の土壊が重なったものらしい。平面形が瓢形をしているのはそのた

めであろう。この土壊の西端上面には笏谷石製の盤が置かれていたが、土壊との関連は薄いと思われる。

すぐ東にも直径l.Om深さ0.6mの土壊SK1217、石壁の土壊SK1216もある。このほか周辺にはいくつか

の土壊があるが、いずれも直径0.5m、深0.3m前後と浅い。内部には焼土や炭混じりの土が詰まっている

ことが多い。

SX1249 E区の北寄りに位置する溝状の遺構である。幅は0.4m、長さは2.5m、深さ0.2mほどで南側

に石が張り付くように並んでいる。

区画Eについては、遺構面が削平されていて不明な点が多いが、土塀基礎 SA1183に沿って石積遺構

が並ぶことが特徴で、これを SF1205とSF1206•1207 と S F 1208• 1209とSF1211の4グループに分け

ることができそうである。とすればこれに対応する井戸がないが、敷地の裏に石積遺構が並ぶ町屋の構

造と相通じるところがある。一乗谷川に沿っては第25次調査で検出した道路SS945が延びてきていて、

区画Eはこの道路に沿った町屋地区と想定される。
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3.遺 物（第8~15図 PL.10,....,17) 

今回報告する遺物は、道路SS977以南の第29次調査で出土した遺物群と、第30次調査で出士した遺物

群である。整理の方法はこれまでと同じく土塀や道路溝などで区画された屋敷地、もしくはまとまりの

ある遺構群によって分けた。屋敷地の分け方については遺構の記述の通りである。各区画ごとに遺構面

とそれを覆う整地層を一つの遺物群として捉え、さらに井戸や溝、石積遺構などから出土した遺物のよ

うに遺構単位で扱えるものについては、その遺構ごとにまとめた。図や写真もその意図に従って作成し

たが、溝などの遺構から出土していても、まとまって図化できなかったものについては整地面として載

せ、どこから出土したか記述するに止めた。なお時期の異なる遺構面や整地層から出士してそれが接合

した場合は、原則として破片が多く出土している方にいれた。今回報告する遺構面は 2面確認されてい

るが、すべて町割り以降のものと判断される。これまで町割り以前を 1期、町割り形成期を 11期、滅亡

時をm期として記述してきたので、今回もそれに合わせて記述する。

遺物の分類については、これまでの報告書を踏襲する。すなわち越前焼大甕．揺鉢は『県道鯖江・美

山線改良工事に伴なう発掘調査報告書』 1983、士師質lIIlは『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告 I』

1979、染付は小野正敏「15、16世紀染付碗、皿の分類とその年代」『貿易陶磁研究 2』1982日本貿易陶磁

器 種 破片数 ％ 器 種 破片数 ％ 器種 破片数 ％ 

甕 7,593 45.79% 碗 146 0.88% 銅銭 172 1.04% 

壺 1,063 6.41% JIil 96 0.58% 飾り金具 1 0.01% 
越

鉢 171 1.03% 青 鉢•盤 11 0.07% 金 銅製品 13 0.08% 
中

前
擢鉢 696 4.20% 香炉 7 0.04% 釘 285 1.72% 

属
その他 38 0.23% 磁 花生 1 0.01% 鎚 32 0.19% 

日
小計 9,561 57.66% 国 その他 17 0.10% 包丁 1 0.01% 

製
皿 4,899 29.55% 小計 278 1.68% 錠前 3 0.02% 

土 土釜 29 0.17% 
製

碗 3 0.02% 
品 鉄製品 42 0.25% 

師
士鈴 6 0.04% 白 JIIl 268 1.62% その他 28 0.17% 

本
その他 5 0.03% 胚 27 0.16% 小計 577 348% 

質
小計 29.79% 陶 その他 0.07% 0.61% 4,939 磁 11 バンドコ 101 

碗 ， 0.55% 小計 309 1 86% 臼 6 0.04% 

鉄 皿 1 0 01% 磁 碗 80 0.48% 鉢 24 0.14% 

壺 42 0.25% 染 皿 194 1.17% 
石

盤 10 0.06% 

製
釉 その他 ， 0.05% 杯 2 0.01% 風炉 15 0.09% 

小計 143 0.86% 
器

付 その他 ， 0.05% 製 井戸枠 1 0.01% 

碗 21 0.13% 小計 285 1.72% 砥石 4 0.02% 

皿 155 0.93% 中国製計 872 5.26% 
品

硯 27 0.16% 
灰

鉢•卸皿 8 0.05% 朝 碗 1 0.01% 茶臼 1 0.01% 

陶 釉
香炉 3 0.02% 鮮 lIIl 

゜
0.00% その他 68 0.41% 

その他 ， 0.05% 製 鉢

゜
0.00% 小計 257 1.55% 

小計 196 1.18% 陶 壺 1 0.01% 総合計 16,851 100.00% 

瀬戸•美濃計 339 2.04% 磁 その他

゜
0.00% 

火鉢 1 0 01% 器 小計 2 0.01% 

器
瓦

香炉 1 0.01% タイ 南蛮

゜
0.00% 

質
風炉 1 0.01% 輸入陶磁器 合計 874 5.27% 

± 
器

その他 12 0.07% 陶磁器合計 15,747 94.97% 

小計 15 0.09% 

器［ 
信楽 8 0.05% 

その他 11 0.07% 

小計 19 0.11% 

合 計 14,873 89.70% 

表1 第29•30次調査出士遺物一覧表
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研究会による。その他の遺物については、一乗谷朝倉氏遺跡資料館としてははっきりとした根拠を示し

た分類はなされていないが、これまでの報告書等で使用してきた分類による。

今回出土した遺物の総破片数は16,851点で、その割合は表 1のとおりである。出土陶磁器の組成の特

徴は、越前焼大甕の割合が高いことである。これは SX1224に26個体も越前焼大甕が据えられていたの

で当然であるが、土師質皿の出土量も多いとはいえない。その他の陶磁器の割合は、多少のばらつきは

あるがこれまでの発掘調査の割合の範囲内に収まっているといえる。

区画A-1出土遺物 （第 8図， PL.10) 

m遺構面出土遺物

m期とは、床土除去後に認められた遺構面で、井戸SE1047や溝SD992等からなる。この遺構面の上

は整地層はほとんどなく、すぐ床土のような状態であった。従って出土遺物もあまり多くないが、井戸

S E1047から特徴ある遺物がまとまって出土した。

越前焼 甕・壺も出土しているが、胴部の破片がほとんどで図化できるような口縁部の破片はなかった。

(1)は口縁直下に凹線があって、凹線の下で止まる播目が全面に施されている播鉢で1V群と見て良い。 (2)

は口縁部下の凹線が失われ、揺目が口縁部先端まで延びており V群に属する。一乗谷では1V群のものが

もっとも多く、 V群にかかる播鉢は少ない。

土師質 (3)は土師質皿c類である。直径は 9cmあり、口縁部の一部に灯明皿として使用した痕跡を示

すタールが付着している。 (4)は土師質の羽釜で、口径は20cmある。胴体下部には煤が付着している。

この土師質羽釜は出土地点にばらつきがあり、武家屋敷には一定量見られるが、町屋では少ないようで

ある。

瀬戸美濃製品 (5)は灰釉碗で口縁部に細かい刻みがあるが、これは青磁碗の蓮弁文写しの変形である。

(6 • 7)は口径10.5cmの端反の灰釉皿で、 (7)は火を受けて釉が白く変色して少し縮れたために、この種の

端反皿が付け高台であることが良くわかる。 (8)は内外面の口縁部だけに灰釉を施した縁釉皿である。底

部には回転糸切りの跡が残る。

中国製陶磁器 (9)は端反の染付碗である。小片のため文様はほとんど欠失しているが、他の例からフク

ロウと思われる。端反の碗は一乗谷では少ない。 (10)は染付のB1群の皿であるが、口径(14.5cm)の割に

高さが3.5cmと高い。外側の唐草文も蔓が細く普通の唐草文とは少し異なっている。高台がややしっかり

しているところから、古い様相をとどめているのであろうか。 (11)も染付のB1群の皿で外面は唐草文、

見込みは翔磨文である。 この種の文様構成をもつ皿は、口径が10cmのものが多いが、これは口径が16.5

cmと大きく、高台や作りもしっかりしている。 (12)もB1群の皿で外面は宝相華唐草文である。 (13)の

見込みの文様は雲があり人物文の可能性がある。内面にも唐草文様が描かれている。 (14)は内湾する皿

で外面に蔓草文が描かれている。 (13• 14)はいずれも E群の皿である。

SE 1047出土遺物

瀬戸美濃焼 (15)は渋鉄を塗った一輪挿しで、口径5.6cm、最大径10.5cm、高さ7.2cmを計る。ロクロで

成形した後、一面の十を切り取り波形の粘土板を張り付けて一方を平らにしたもので、この平らな面側

の頸部に花瓶を吊すための穴が開けてある。

錠前 錠前が 3点出土した。 (17)がもっとも大きく長さ15cm、高さ4.3cm、幅は1.7cmある。錠前は鞘の

部分と本体が錆でくっついてしまっている。 (18) も鉄製の錠前で、長さ 7cm と•(17) の半分近くしかない。
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この錠前は箱かなにかに鍵がしまったままの状態で井戸の中に廃棄されたらしく、環付金具がついたま

まの状態で出士した。 (19)も錠前であるが、材質は真鍮である。長さが 8cmと(18)よりわずかに大きい。

出士したときは鍵がかかった状態であったが、真鍮製なので錆びていなくて開くことができた。本体を

鞘に押し込むと、本体の先が 4枚のバネになっていて鞘の中にある突起にひっかかり開かない構造になっ

ている。 (18• 19)は小形なので、建物の戸ではなく箱のようなものの錠前であろう。

仏鮪器 (16)は銅製の仏鮪器である。出土した時は坪の部分と脚の部分が少しゅがんでいた。杯の口径

は13.8cm、高さは9.5cmあり、妬と脚は鎌付けされている。脚の中央に 2本の突線があり、この形式は

現在でも踏襲されている。

鉄釘 約300本の釘がまとまって出土した。その中に全長15cmの釘 (20~22) が17本、全長10.3cmの釘

(23)が5本、全長7.2cmの釘(24)が8本、 5.2cmの釘(25)が10本、 4.6cmの釘(26)が37本、 3.6cmの釘(27)

が15本あり、これらはまっすぐで未使用のものと思われる。特に15cmの釘は頭が扁平なままで未使用で

あることは疑いを入れない。この他は曲がっていたり折れていたりして長さが計測できないものが大半

であった。 15cmの釘は 5寸、 10.3cmの釘は 3寸 5分、 7.2cmは2寸 4分、 5.2cmは1寸 7分、 4.6cmは 1

寸 5分に相当するが、これらの他の長さのものもあり、必ずしもいくつかは切りの良い数字に換算でき

ない。またこれらの釘はすべて鍛造である。

区画A-1 II遺構面出土遺物

今回調査した下層は確認的な意味で掘り下げたので面積的にも狭く、深さも浅かった。 したがって先

に述べたように町割りによる城下町建設以後になる。

瀬戸・美濃製品 (28)は天目茶碗で、口縁部下のくびれが少なく全体に丸みを帯びている。 (29)は鉄釉

の水滴で、体部の直径は肩の所で5.2cmを計る。底部は露胎回転糸切りの跡が残る。 (30)は灰釉碗で、形

態的には天目茶碗の形をしている。 (32• 33)は灰釉の端反皿で、口縁端部は大きく外反している。釉は

半透明で薄く施されている。

中国製陶磁器 (34)は線刻の青磁蓮弁文碗で、 (35)は白磁皿である。

須恵器 (36 • 37)は須恵器の壺である。口径部が直立し、体部は叩きが施されている。 6世紀中頃から

7世紀のものと推定される。なお、一乗谷では南陽寺跡から縄掛け突起付きの石棺の一部が出上してい

る。

区画A-2出土の遺物 （第 9図， PL. 10 • 11) 

III遺構面出土遺物

越前焼 (38)は口縁部が角張った揺鉢で、口縁下は沈線というより小さな段になっている。揺目の間隔

はやや大きい。 (39)は口縁部が三角になるW群の播鉢で、口縁下は沈線となりここまで揺目が施され、

見込みにも摺目がある。

瀬戸・美濃製品 (40)は天目茶碗で、形態は全体に丸みがあり、釉は黒く艶がある。（41)は灰釉の端反

皿で、高台からはみ出すほどの輪トチが付着したままになっている。

中国製陶磁器 (43)は青磁碗の高台部で全面施釉後釉着を防止するため高台裏の釉を輪状に拭き取って

いる。 (44)は碁笥底のC群染付皿で、見込みはねじ花、外面は芭蕉文が描かれている。

石製品 (45)は幅10cm程の硯で、海の部分が直に彫り込まれているのが普通の硯と異なる。

II遺構面出土遺物

越前焼 甕・壺・揺鉢が出上した。 (46)は高さ23.5cm、最大径20.5cmの壺で、よく焼き締まり、なだら
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かな肩から口頸部がやや外反して立ち上がる。腰部から下にヘラ削り調整の跡が見られる。 (47)は口頸

部がわずかに立ち上がる壺であるが、甕の部類に入れた方がよいのかもしれない。 (48)は口径30.0cmの

播鉢である。口縁部断面は三角で上面はやや内傾する。口縁部下に沈線があり、ここまで全面に揺目が

施されている。 (49• 50)も口縁がほぼ同じ形態をしており、いずれも第W群に属する。 (51)は口縁の断

面が四角く口縁下の段までやや離れていることや揺目の間隔が広いことから第m群に属する。 (52• 53) 

は揺鉢と同じ形をした鉢で、 (53)には外面に花押のような刻みがある。

土師質土器 士師質はそのほとんどが皿である。 (54• 55)はC類の士師質lIIlである。口縁部に灯明皿と

して使用した痕跡を示すタールがあり、さらに全面に黄白色の油のような異物が付着している。 (56)は

D類の、 (57)はC類の土師質皿であるが、成形時に粘士紐を接着させた跡が良く残っている。これから

すると平らな粘土板から皿を作るのではなく、粘上紐で皿状の原型を作り作り、成形で兼ねたナデで形

を整えたとも考えられる。一乗谷の土師質皿はこうした成形跡が残っているのは珍しい。

瀬戸美濃製品 天目茶碗、灰釉皿等が出土した。 (58)は口径9.5cm程の小形の天目茶碗で、全体に直線的

になり、釉は黒く艶がある。 (59)も天目茶碗であるが、茶色の釉がかせているところから、いわゆる鉄

釉ではなく灰釉を混ぜた鉄釉が施されているのであろうか。 (60)は灰釉の縁釉皿で、（61)は端反の灰釉

皿で、見込みにスタンプによるかたばみの文様がある。 (62• 63)は灰釉のひだ皿で、 (64)は内面に刻み

のある丸皿である。こうした皿は瀬戸・美濃の編年によれば第W期に位置づけられているので、この第

II遺構面も16世紀半ば頃と推定される。

中国製陶磁器 青磁碗・皿、白磁皿、染付碗・皿が多く出土した。 (65)は大振りな無文の青磁碗で、見

込みが鰻頭心状になっている。高台の直径は小さく厚い。高台裏の釉は蛇の目状に拭き取られている。

(66)は端反の青磁皿で釉は厚く艶がある。 15世紀前半の遺跡に多く見られる。 (67• 68)は青磁香炉で、

(69)は全体に丸みがある点に香炉かどうか判断しかねるが、内面は口縁から 2cm程下は露胎になってい

る。 (70)は白磁の端反皿である。一乗谷で多く出土する端反皿に比べて反り方がやや弱く、腰の膨らみ

も深い。 (72)はC類の染付碗で外面口縁部にぱ波頭文、腰部には唐草文が巡り、見込みは貝の文様があ

る。この文様構成の碗は形態的にはD類のものもある。 (73• 74)は底部が碁笥底になる C類皿である。

(73)は腰部に芭蕉文が巡り、見込みは吉祥字と思われるが、崩した字は少ない。 (74)は梵字の変形によ

る文様であるが、これも一乗谷ではあまり出士しない文様である。

確認トレンチ出土遺物

S X1263付近でやや深く掘り下げたときに出上した遺物群であるが、遺構の状況から町割り以後であ

ることは確かである。

瀬戸美濃製品 (75)はやや直線的な形をした天目茶碗で、口径は12cmある。 (76~79)は灰釉の端反皿で、

(76)は直径が9.3cmあり、見込みにはカタバミの印花文がある。 (77• 78)は直径が11.5cm、12.0cmあり、

(76)より一回り大きい。これらはいずれも付け高台で高台裏には輪トチの跡が残る。 (80)は灰釉ひだ皿

で、端反皿の口縁部をひだ状にしたものである。 (81)は削出し高台を持つ灰釉の端反皿で、釉は内外面

とも体部だけに施され、見込みと高台及び底部は露胎である。この1II1は、源戸・美混では大窯以前に位

置づけられ、形態的には青磁稜花皿を模したものである。 (82)は口縁部は失われているが、銅緑釉の丸

皿である。見込みには菊花の印花文があるなど、つくりは灰釉の丸皿と変わらない。美濃の妙士窯で銅

緑釉の1II1が出土しており、 (82)も妙土窯の製品の可能性が高い。

中国製陶磁器 (83)は青磁碗で、外面にヘラ描の蓮弁文がある。 (84)は青磁皿で、口縁部が大きく外反
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している。体部に鋭さを欠く蓮弁文が巡るところから、 14世紀後半を中心とした製品とみられる。 (85)

は白磁の端反皿である。 (86• 87)は染付のC群碗である。

区画B出土遺物 （第10図， PL.12) 

この地区は遺構の残りは良かったが、遺物の出土量は少ない。図示した遺物群は、下層の SB1192の

遺構面とそれを覆う整地層から出土したものである。

越前焼 甕・壺・揺鉢・鉢等が出土している。 (88~90)は壺で、 (88)は小さい口頸部に大きく肩が張る

胴部がつく。 (89)は外反して立ち上がる小さい口頸部にやや撫肩の胴部がつく。 (90)はいわゆる無頸壺

で器型は撫肩からそのまま体部に続く。（91)は口縁端部が丸く口縁下の沈線までの距離が長く、揺目の

間隔が広い皿群の擢鉢で、 (92)は非常に焼きの甘い播鉢である。 (93)は体部上半で大きく内湾する鉢で

ある。口縁端部は内傾する。

瀬戸・美濃製品 天目茶碗・灰釉皿等が出土している。 (94)は灰釉の端反皿であるが、あまり外反しな

い時期のものである。 (95• 96)は灰釉折縁の鉢で口縁部だけに釉が施されるが、他は露胎である。口縁

部は内側に蓋を受ける返りがつく。

中国製陶磁器 青磁碗・皿、白磁皿、染付碗・皿・杯等が出土している。 (97)はヘラ描の青磁蓮弁文碗

で、 (98)は無文の青磁碗で、高台裏の釉が拭き取られている。 (99)は青磁稜花皿で、腰部が張り口縁部

が大きく外反する。 (100)はその底部で高台裏の釉が拭き取られている。 (101)は内湾する小形の白磁皿

で厚みがあり、釉は乳白色である。 (103)は端反の染付B1群皿で、外面は唐草文、見込みは玉取獅子。

(104)も同じく端反の染付B1群皿で、外面は密に展開する唐草文、見込みは獨磨文である。高台がしっ

かりしているところから15世紀末から16世紀はじめのものと思われる。 (105)は染付の杯で、器壁は非常

に薄い。文様は外面と見込みが蓮池文である。

区画C出土遺物 （第10~12図， PL.12~14) 

越前焼大甕が据わっていた面がほとんどであるが、一部上層にかかる面もあってそこから出土した遺

物群を分けた。

大甕埋設遺構5X1224出土の越前焼 ほとんど大甕であるが、小形の甕や壺も出土した。 (106)は口頸部

が軽く外反し、卵形の体部に平らなやや大きい底部がつく。胎土には白いが小さくて黒いゴマ状の斑点

がある。表面ではこの黒い斑点が焼成時に熔けている。口頸部の形から15世紀半ばのものと思われる。

(107 • 108)は口頸部が立ち上がり、丸い肩から直線的に底部へ続く甕で、この種の甕は口縁の形が少し／

異なるが、 (124)とほぼ同じ形をしており、数種類のサイズがある。 (107)はよく焼締まっているが、 (10

8)は焼きが甘い。 (109)は大きく開いた口頸部がいわゆる二重口縁のような形態をし、肩に耳がつく甕で、

出土例としては少ない。底部を欠くが、口径の割に高さの低い甕のようである。

据わっていた甕はW群がほとんどであるが、 II群の甕やm群の甕も据えられている。 (110)は退化した

口縁帯がわずかに残る II群の甕で、スタンプは大きい格子と凹の「本」である。 (111)は口縁帯が失われ

稜に変化したm群aの甕で、スタンプは凸の「本」である。 (112)はm群aの甕で、わずかに口縁部が肥

厚しつつある。肩のスタンプは凸の「本」である。 (113• 114)は皿群bの甕でスタンプは凹の「本」で

ある。 (115• 116)は皿群bの甕で厚くなりつつある。肩に凸の「本」と格子のスタンプがめぐり、ヘラ

記号がある。この時期の大甕は高さの割に腰部が膨らみ、ずんぐりしている。 (117)はW群aの甕で口縁
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部は幾分肥厚している。器形は腰部の膨らみが少なくなり肩部から底部へ直線的におりていく。 スタン

プは凹の「本」が巡り、ヘラ記号がある。 (118• 119)はW群bの甕で、スタンプは凹の 「本」 である。

IV群になると凸の「本」のスタンプはない。 (118)は肩から下の表面が小さい円状に多数剥がれている。

(120~122)はIV群 Cで口縁部が肥厚し、スタンプは凹の「本」が巡り、ヘラ記号がある。 (122)は腰部の

膨らみがなく肩から直線的に底部に繋がり、中ではもっとも後出の形態をしている。 (123)はIV群 dの甕

で、口縁部がもっとも厚くなり、口縁に稜が無くなって丸みを帯びる。スタンプは凹の 「本」 である。

(124)は口頸部が立ち上がるタイプの甕である。最大径は64cm、高さ75cmで容積は大甕よりひとまわり

少ない。

土師質土器 (125 • 126)はいずれもD類の土師質皿で、口縁部が内側にかえっている。 これはナデ成形

時に人差し指の内側で押されたためである。

瀬戸・美濃製品 天目茶碗や灰釉皿が多い。 (127• 128)は口縁部のくびれの少ない天目茶碗で、 (129)は

鉄釉茶入れである。 (130)は口縁下の外側にくびれがある鉄釉の水指である。腰部から下は露胎で足が 3

足つく。 (131)は灰釉の端反皿で、見込みには橘の印花文がある。 (132)は内側に刻みのある灰釉丸皿で

ある。 (133)は灰釉の香炉で、 (134• 135)は灰釉の折縁鉢である。 口縁部の内側には返りがつく。

中国製陶磁器 青磁では線刻の蓮弁文碗(136• 137)が多い。 (138)は青磁の鉢で、見込みには印花文があ

り、高台内は釉が拭き取られている。今回の調査地区ではこうした大型の青磁は少ない。 (139)は竹の節

型の青磁香炉で脚部が長く装飾がある。白磁は(141)のような端反皿がほとんどである。高台の内側に砂

が付着している。 (142)は同じ端反皿であるが、やや灰色がかっている。 (140)は白磁の端反碗で、一乗

谷では白磁碗はごく少数である。染付碗は(143• 144)のように口縁部に波頭文が巡り腰部には芭蕉文が
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挿図4 大甕埋設遺構SX1224出士
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巡る C群が目立つ。染付皿では(145)のような端反で外面は唐草文、見込みは玉取り獅子文の B2群の皿

が多い。

金属製品 (146)は拝秤の分銅で、一乗谷では棗型のものが多いが、これは六角形で中央部がくびれてい

る。重さは113.7gぁる。

石製品 (147 • 148)は硯の海の部分で、いずれも脚を削りだした形式である。

区画C整地層

この地区では南西部で田圃が高くなっていてSX1240などがある。遺構面の広がりはよくわからない

が、 SX1240を形成する整地層から出土した遺物群である。

越前焼 (150)は無頸壺で、この種の壺は焼きが甘いことが多い。 (151)は外反する口縁部からなだらか

な肩を持つ壺である。 (152)は大きくはった肩部に短く直立する口頸部がつく。高さの低いずんぐりとし

た形で、この種の器形は越前焼では少ない。口縁部の形から15世紀代のものであろうか。 (153)はいわゆ

るお歯黒壺でなだらかな肩をもつ。渋鉄を塗っているようにもみえるが、焼きが甘いため水洗時に表面

がはげ落ちたのであろうか。 (154)は揺目が全面に施され、 (155)は見込みにも揺目がある。いずれも 1V

群の播鉢である。

土師質皿 土師質皿(156~160)が割合多く出土した。 C類の皿のうち(156)は直径6.3cm、(157)は9.1cm

ある。 C類の皿はこの 2種類のサイズに集約される。 D類の皿のうち(158)は直径10.5cm、(159)は13.0c

m、(160)は16.0cmある。 D類も10cm前後と12.5cm前後のサイズのものが多い。 (160)は胎土の色調が赤

＜底部が平らな割に器壁が厚いなど作りにも特徴があり、同じ作りの皿が数枚まとまって出土している。

瀬戸・美濃製品 量的にはやはり天目茶碗(161)と灰釉皿が多い。 (162)は鉄釉の小壺で、光沢のある茶

褐色の釉が施されている。おそらく茶入れであろう。 (163)は鉄釉徳利の口縁部である。 (164)は灰釉碗

である。

中国製陶磁器 (165)は青磁碗、 (166)は青磁の菊皿で、釉色は半透明な釉がかかっている。 (167)は乳白

色で桜高台の小さい白磁皿である。 (168)は外面に唐草文が描かれた染付のC群碗である。

区画D出土遺物 （第13図， P L.15) 

上層のII[遺構面からも少量の遺物が出土したが、 (174)の揺鉢が11[遺構面出土である以外は、その下層

のII遺構面とそれを覆うガラ土の整地層出土遺物である。

越前焼 (169)は胴体に突帯が巡る無頸壺である。 (170)は口縁端部1.5cm程下に浅い段があり、揺目はこ

の段で止まる II[群bの揺鉢である。 (171・172)は、 W群に属し、ほぼ同じ口縁形態をしている。 (173)は

V群直前の形態を持つ揺鉢である。 (174)は口縁下の沈線がなく、播目が口縁端部まで延びている V群の

揺鉢で、上層の遺構面から出土した。 (175• 176)は播鉢と同じ形態をした鉢で、 (175)は口縁部の形態か

ら11[群b、(176)はW群であろう。 (177)は内湾する小形の鉢である。

瀬戸美濃製品 天目茶碗や灰釉碗・皿が多い。 (178)は直線的な形態をしており、 (179~180)は肩部から

体部にかけてが丸い。 (182)は天目茶碗の底部である。シプ鉄が塗られている。 (183)は小形の水注で、

(184)は徳利である。 (185)は水鳥型の硯滴である。灰釉は碗や端反皿が多い。 (186)はスタンプ蓮弁文の

ある灰釉碗で直径12.5cmあり、青磁蓮弁文碗を写したものである。付高台で高台裏には輪トチの跡が残

る。 (187)は大きく開く碗で、これは無文であるが、幅の広い蓮弁文を巡らすものもある。 (188~190)は

灰釉の端反皿で、 (188)は直径9.8cmあり見込みにカタバミの印花文がある。 (191)は灰釉の折縁鉢の口縁
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部である。

中国製陶磁器 (192)は青磁碗で、高台部の径が大きくて高台裏が露胎になっている。 (193)も青磁碗で、

釉が濁った緑白色をしている。同じく高台裏は露胎である。 (194)も高台裏が露胎の青磁碗であるが、釉

色は青白色をしている。 (195• 196)は青磁の輪花皿で、 (196)は高台裏が白磁となっている。白磁は端反

皿がほとんどで少量の杯等が混じる。 (197~199)は端反皿でサイズが少しづつ異なり、 (197)は直径が

15.0cm、(198)は直径9.3cmである。後者は器壁がやや厚くて底部が平らである点に古い様相をとどめて

いると考えられる。 (200)は六角の胚で乳白色の釉がかかる。 (201)は直径が9.4cmもある大型の胚で、ロ

縁部は端反になっている。釉は失透感のある白色を呈する。 (202)は平たい染付碗で、呉須の色が薄く白

磁の部分も青みが強い。文様もいわゆる景徳鎮の製品とは異なる。 (203)はC類の染付碗で、見込みと外

面にアラビア文字の文様が描かれる。この種の文様を持つ染付碗は一乗谷では少ない。 (204• 205)はロ

縁部が内湾し外面に雷文帯が巡る染付碗である。この種の染付碗も少ない。 (206• 207)は染付B1群の皿

で前者は体部に唐草文、後者は密に展開する唐草文が巡る。 (208)はラマ蓮弁文が巡る染付の壺である。

(209)は中国製の天目茶碗で、直径は12.5cmある。釉は禾目天目で口縁部には覆輪の跡がある。胎土は明

るい褐色である。口縁部の形状が国産の天目茶碗とは異なる。 (210)は中国製の茶入れの底部で、器壁は

薄く胎土は非常に細かい。

銅銭 第29•30次調査では、銅銭が172点出土しているが、まとまって出士していない。区画 D から比較

的まとまって出土したので、床土出土も含めてそれらを示す（挿図 5)。全体としては北宋銭が多いが、

「大観通宝」は北宋銭の中では少ない種類である。「光順通宝」はベトナムの銅銭で、南蛮との交易の反

映と考えることもできよう。

石製品 (211)は硯で海の部分を欠く。脚のない一乗谷では最も新しいタイプである。陸の表面に墨を擦っ

た擦痕がある。 (212)はD型の行火（バンドコ）で、 (213)はO型の行火である。いずれも凝灰岩（笏谷石）

製である。

区画E出土の遺物 （第14• 15図， PL. 16 • 17) 

越前焼 (214)は口縁に折り返しがあって肩が大きく張った古いタイプの壺で、高さは28cmある。肩に

ヘラ書きの窯印がある。 14世紀半ばと考えられる。なお口縁部の折り返しは人為的に打ち欠かれている。

◎◎◎◎◎◎ 
◎◎◎◎◎◎ 
◎◎◎◎ 

挿図 5 第29•30次調査出土銅銭
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(215)は口縁が丸くて軽く外反する。肩が丸く全体にずんぐりしており、高さは38.5cmある。 15世紀半ば

に位置づけられる。 (216)は鳶口のついた口頸部を持ち、肩は丸くなだらかである。高さは23.5cmある。

16世紀に位置づけられる。 (217)はいわゆるお歯黒壺で、口頸部を欠くが肩が丸いタイプで、内側に鉄漿

が付着している。肩が張りずんぐりしたものもある。 (218~221)は口縁下の沈線までで揺目が止まるIV

群の擢鉢である。 (223)は大きく開く直径が24cmの鉢で内側に扇状の櫛目がある。内側の底部から十は

磨滅しており揺鉢としても使用したようである。 (224)は星状の形をした花生けと思われる。差し渡しは

17.0cmあり、高さは11.0cmを計る。越前焼は茶道具や花生など文化面の道具は少ない。

土師質土器 いずれも C•D類の土師質皿で、一乗谷では最も多いタイプである。 (225) は底部が丸くや

や厚い。 (226)は見込みと立ち上がり間にナデの跡がよく残る。

瀬戸・美濃製品 (227~229)は天目茶碗で、 (228)は直径が7.7cm程の小形の天目茶碗で、 (229)は釉が茶

色でかせかかっている。 (230• 231)は鉄釉の小壺で、体部に鏑と花文を貼り付けている。おそらく茶入

れとして使用したのもので、 14世紀後半から15世紀初めにかけてのものと推定される。 (232~237)は灰

釉皿で(233)は端反で見込みに菊の印花がある。釉が薄く口縁部が大きく外反しているところから16世紀

初めと想定した。 (232)は直径が16cmを超える大型の皿である。 (235• 236)は小形の灰釉丸皿で、後者

は直径は9.7cmを計る。 (237)は同じく灰釉丸皿であるが、内面にノミによる縦方向の削りが施されてい

る。青磁菊皿を意識したものと思われる。 (238)は皿というより小形の内湾する杯である。 (239)は灰釉

卸皿である。 (240)は灰釉四耳壺で口頸部が直立し、丸い肩に耳が付く。肩と胴部に沈線が入る。 15世紀

頃の所産と思われる（挿図 6)。

中国製陶磁器 出土した破片数は多いとはいえないが、種類的にはバラエティーに富む。 (241~250)は

青磁碗で、 (242)は直径が17.0cmもあり碗というより鉢にちかい。無文で口縁端部がわずかに外反する。

(243)は浅いタイプの碗である。 (244~248)は線刻の蓮弁文碗で、 (245)は口縁部がやや開いた形をして

おり、高台の形や釉も半透明で龍泉窯系とは異なっている。 (250)の高台も低く露胎となって鉄分が浮き

出している点が龍泉窯系とは異なる。 (246)は細かい線刻の蓮弁が巡り、 (247)の蓮弁はやや幅が広い。

(248 • 249)は全面施釉後、高台裏だけ釉を削り取っている。 (251)は青磁稜花皿で見込みには浮き彫りの

双魚文がある。釉もやや厚く 15世紀前半の所産であろう。

(252 • 253)は青磁菊皿で高台裏が白磁となっている。 (256)

は木瓜型の青磁杯である。 (257)は花瓶の底部でおそらく鶴

首が付くのであろう。

白磁は端反の皿がほとんどで、 (258• 259)はやや灰色がかっ

ており、 (260~263)は白い。 (254)は高台部からそのまま外

反するタイプである。 (265)は木瓜型の小杯である。 (266• 

267)は浅く内湾する体部にいわゆる桜高台が付く。やや古い

タイプで15世紀と考えられている。 (268• 269)は直径3.8cm、

高さ1.5cm程の浅い白磁杯で、見込みは蛇の目状に釉を掻き

取っている。 (270)は厚い高台の付く灰色の小杯である。畳

付けは露胎で鉄が浮き出ている。 (271)は白磁の竹の節香炉

で、釉色は灰色がかり全体に貫入がはいる。白磁の香炉は少 ノ
~
 

ない。 挿図6 灰釉四耳壺 (240)
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染付碗では見込みが蓮子型のC類が多い。 (272)は唐草文が退化した文様の碗である。直径は16cmあ

るが、高さは5.2cmしかなく、浅くて大きく開く。 (273)は同じ<c類の碗で腰部に芭蕉文が巡る。 (274)

は外面に唐草文が描かれ、見込みには草花文が描かれる。 (275)はD類の碗で、見込みには捻花が描かれ

る。高台が高くてしっかりしていることから15世紀代の所産と推定される。 (277• 278)の文様は「花」

と思われるが、一乗谷ではあまり類例がない。 (278)は呉須の発色が薄く、地の色も青みが強い。この2

点は文様構成からも景徳鎮系ではない可能性がある。 (279)は見込みが広いD類の碗で、見込みはやや異

なった十字花文が描かれている。地の部分も青みが強く、これも景徳鎮系ではない可能性がある。 (282)

は端反皿であるが地の部分が純白に近く、呉須も青く発色している。文様構成、釉の発色が景徳鎮系の

染付とは異なる。 (280)は碁笥底で口縁部が外反する染付皿である。外面は唐草文が退化した文様が、見

込みには草花文が描かれる。この種は一乗谷では数少ないタイプである。 (281~283)はB1群の皿で外面

は唐草文、見込みには玉取り獅子が描かれる。 (283)は同じく B1群の皿で外面は唐草文であるが、見込

の文様はC群に共通するものがある。 (284)は外面は密に連続する唐草文で、見込みは草花文が大きく描

かれている。 (285)の見込みは湿磨文である。 (286)はおそらく端反皿で外面は無文の可能性がある。ロ

縁部の内側は四方欅が巡り、見込みのまわりには波状文が巡る。 (287)は内湾する皿で口縁内側に四方欅

がまわる。地の色や呉須の発色状態は(286)と同じである。これらはE群やB2群に共通する点もあるが、

ほとんど出土していない文様構成をもっている。 (288)は染付の香炉で、これも出土例は非常に少ない。

(289)は瑠璃釉の碗である。

金属 半分熔けた状態の銅(290)がまとまって出土した。量は合わせて500gほどである。元は仏具と思わ

れるが詳細は不明。ただ火事でこのような状態になったのではなく、何らかの人為的な手が加わって半

分熔けたような状態になったと推定される。

石製品 (291 • 292)は硯で、 (292)は全長5.0cm、幅2.0cm程の小形である。
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4.小結

今回の調査では、約17m四方の屋敷に関すること、および29個体を超す越前焼の大甕埋設遺構に関し

て私見を述べてまとめとしたい。

中規模屋敷について

約17m四方の屋敷が非常に良好な状態で見つかった。この屋敷のあり方は、幹線道路ではなく、奥に

ある有力武将の武家屋敷のための路地に面している。屋敷の規模としては、これまで町屋と推定した小

区画の屋敷のほぼ倍の面積を有する。小規模ながらも南を除く 3方向に土塀が巡っていること（西側は

隣屋敷の土塀であるが）。屋敷内は8.5mX8.7mの建物 1棟だけで、建物の規模としては町屋の建物とあ

まり変わらない。しかし、表坪の内のような庭を有するなど、あきらかに町屋とは異なっている。

これまで調査してきた中で、この屋敷とほぼ同規模の屋敷はあまり多くない。赤淵地区の第44次調査

で見つかった屋敷 (44-10と44-11)が、ほぼ同じ規模である。これら 2屋敷の規模は約23m四方とやや大

きいが、屋敷内の建物は44次の両方ともやや小さいようである。土塀を巡らしていない点も少し異なっ

ている。屋敷の位置としては奥にある大規模屋敷の路地に面している点は共通している。なお44-11から

大工道具のさげふりや茶の湯で使用する茶苑が出土しており、 44-10からは火縄銃の部品と弾丸大50発・

小200発、弾丸の地金（鉛） 3.75kg=1貫目が出土している。 このことからこれら44次地区の屋敷は、

織人頭のような人物の屋敷と推定されている。これに対して第49次調査の推定武屋敷は、東西方向の大

通りに面し、規模が20m四方で表通りに面して土塀がある。屋敷内の建物は11.4mX6.7mの主屋と2棟ほ

どの付属屋からなる。規模がやや大きい点や、表通りに面している点などが第30次調査の屋敷とは異なっ

ている。西隣の第50次調査の屋敷は30mX20mともう一回り屋敷の規模が大きい。なおこれらの屋敷は、

倍の規模の屋敷であったのを 2つに分割している可能性がある。第52次調査の推定武家屋敷52-7は幅2.7

mの裏通りに面し、規模は20m四方ある。表通りに面した所だけ土塀があった。建物の規模ははっきり

しないが、建物内の地下に備蓄銭3784枚が埋納されていた。この屋敷も北側の東西道路までの規模の屋

敷だったのを北側半分を小区画の町屋に分割している。

このようにいくつか同規模の屋敷が見つかっているが、その性格はいずれも中級クラスの武家屋敷も

しくは戦人頭の屋敷と推定されており、第30次調査の屋敷は中級クラスの武家屋敷だったと考えられる。

屋敷のあり方として、奥の大規模屋敷の路地に面するという点では44次調査の 2屋敷と共通しており、

あるいは奥の屋敷と何らかの身分的な関係を有していたことも考えられる。これに対して他の屋敷は、

大通りに面していたりして比較的独立性が高いように思われる。なお第51次調査の「医師の家」の規模

は、地口14mX奥行き30mでほぽ倍の大きさがある。このため表の主屋だけでなく、裏手にあたるとこ

ろにいくつかの付属屋がある。また表通りに面しては土塀があり、薬医門がつ く。土塀と主屋の間は露

地庭となっている。

越前焼大甕埋設遺構について

今回の調査では、 29個体の越前焼大甕が埋設されていた。これは 1カ所に埋設されていた甕としては

もっとも多い部類にはいる。これまで一乗谷ではいくつかの所で数個体以上の越前焼の大甕が埋設され

-28 -



ていたが、埋設の仕方や埋設位置によっていくつかに分類できる。

武家屋敷に埋設されている例としては、第24次調査の SX855がある。台所など雑舎が建っている近く

に6個体ほど 3個体が 2列に埋設されていたが、列と列の間は少し開く。武家屋敷にまとまった数の越

前焼大甕が埋設されることは少なく、この第24次の例以外にはない。

町屋に越前焼大甕が埋設されている例は多い。

a．大きい土壊の中にいくつかの甕を並べて設置し焼土で埋める例。

第15次調査の SK452で深さ0.6m程の不成形な土壊に14個体ほどの甕が設置され、個々の甕の周囲

は焼土が詰まっていた。この土壌には覆屋SB412があった。第35次調査の SX1388の場合はよく似て

いるが甕を設置していた土壊が方形で、甕は 1隅を欠くが27個体を 5個X6列にきちんと並べられて

い た。第29次調査の例では町屋の中に12個体の甕が 8個体SX1098と4個体 SX 1097にわけて設置さ

れて いた。これらはいずれも深さ0.6m程の土壊の中に設置され焼土で埋められていた。同様な例とし

ては第35次調査の SXl386がある。

b．土壊をあまり掘らずに設置している例で甕を固定するのに焼土を使っていない。この場合きちんと並

べる例といくつかまとまっているがあまりきちんと並べない例などがある。

第36次の SX2127は前者の例で、 17個体の甕が方形に並んではいないが列としては整っている。第

36次の SX2128は8個体の甕が 5個体と 3個体の 2列に並んでいる。これに対して第44次の SX2576 

の場合は13個体の甕が設置されているが、設置の仕方にまとまりを欠いている。このほか 4~5個体

並べて設置されている例は多い。

こうした違いは大甕が並んで設置されていてもその使い方や用途に違いがあることを示している。今

回の第30次の SX1224の場合は、きちんとした方形土壊ではないが、焼土を使って甕を固定しており、

そうした点では aの例に近い。甕に黒い付着物もみられるが、これが何であるかは現在のところ不明で

ある。なお、第29次調査の町屋で甕が設置されている SX1097 • 1098は染め物に関する甕でないかと推

定している。
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第 1図 第30次調査土層図
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第 2図 第29・30次調査遺構詳細図(1)
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第 3図 第29・30次調査遺構詳細図(2)
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第 4図第29・30次調査遺構詳細図(3)
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第 5図 第29・30次調査遺構詳細図(4)
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第 6図第29・30次調査遺構詳細図(5)
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第 7図 第29・30次調査遺構詳細図(6)
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第29・30次調査
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第 8図 第29・30次調査出土遺物(1)
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第9図第29・30次調査出土遺物(2)
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第10図第29・30次調査出土遺物(3)
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第11図第29・30次調査出土遺物(4)
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第12図第29・30次調査出土遺物(5)
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第15図第29・30次調査出土遺物(8)
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皿第57• 58次調杏

1. 調査の経過と概要

本調査の対象とした地区は、都市「一乗谷」の中核部として昭和46年に特別史跡の指定を受けた、上

下城戸に区画された「城戸ノ内」のやや南寄りにあって、朝倉氏五代義景が居住したことが判明してい

る朝倉館の一乗谷川を隔てた対岸、南西約300mに位置している。この地区一帯には、江戸時代末期に

描かれた「一乗谷古絵図」に「斎藤兵部大輔」 ・「新馬場」 ・「平井」 ・「鰐淵将監」 ・「河合安芸守」等多く

の有力家臣名がみられ、また水田畦畔等からも比較的整然とした大きな区画が読み取られる。こうした

ことから、朝倉氏の重臣の屋敷群が配置されていた可能性が想定されていた。この地区の様子を解明す

るため、昭和48 •49年度に地区のほぼ中央にあって水田の小字名から「新馬場」に比定される区画3,665

面の発掘調査（第10• 11次調査）を実施した。この結果、西の山裾を除く 三方に塀の基礎部となる土塁

挿図 7 第57• 58次調査区周辺地形図 (1/2000)
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を廻らす敷地間口約45m、奥行きは70mを超す大規模な屋敷跡とその前に南北方向の幅約 4.5mの道路

跡が検出され、計画的な屋敷割りが行われていたことが判明した。引き続き、第15次調査（2,400rrl、

昭和50年度）、第24• 25次調査（4,800rrl，昭和52年度）、第29• 30次調査 (4,400面，昭和53年度）、第54次

調査 (1,800品昭和61年度）が実施され、広範囲の面的な遺構の確認を通じて、計画的な町造りの様子

が明らかになってきた（『報告書II』1988、 『報告書wJ1993、 『報告書V』1995等参照）。これらの調

査地は、順次遺構の保存と見学者への公開を目的として保存整備され、また、昭和57•58年度には第15 • 

25次調査で検出され極めて良好に遺構が残存する屋敷の立体復元整備事業も実施された。こうした調査

整備事業の進展により遺跡見学者も増加した。また昭和59年には、当初からの懸案であった集落を通過

し朝倉館の濠の一部を切って存在した県道が、新たに一乗谷川の西岸に移され、この道路に面して仮設

されていた駐車スペースの移転の必要も生じた。こうした状況を受けて、この新しい道路に伴う駐車ス

ペースを確保することが急務となった。設置場所を検討した結果、朝倉館や諏訪館跡庭園等へのアクセ

スもスムーズであるとして、この面的な整備地の南隣接地が選ばれた。これを受けて計画されたのがこ

の調査である。

第57• 58次調査区は、福井市城戸ノ内町字川合殿地係に、南北約65m、東西約60m、面積3,870面と

して設定した。水田区画等により、この調査区の南半42m幅、 2,560面を第57次調査、北の23m幅、 1,31

0面を第58次調査とした。第57次調査は、昭和62年4月1日に開始し、 6月30日に基本的な遺構検出作業

を終え、引き続き隣接する第58次調査に移り、 9月28日に現場作業をほぼ終えた。そして同年11月10日

に両調査区を併せて、ヘリコプターによる航空写真測量を実施し、遺構平面実測図を作成した。

調査地周辺の地形をみてみると、一乗谷川は、約300m南の上城戸が存在する所で西の山裾にぶつか

り東へ大きく振れ、 200mほど進み、北上しており、調査区あたりではほぼ中央を南からやや東に振れ

ながら北へ流れる。なお、こうした蛇行は後世の変化であって、当時は緩やかに弧を描きながら北上し

ていたことが判明している。このあたりの谷幅は200mほどであり、上城戸が設けられた約130mと最も

狭い地点に比べれば少し広がりをみせる。東岸山裾には山城近くに水源を発した沢が発達した扇状地形

を造り、この先端の段丘上に庭園遺構で知られる諏訪館跡等の屋敷跡が見られる。調沓区は畦畔によっ

て大小12の水田に区画されているが、基本的には山裾となる西、川上となる南が高い。この水田の畦畔

や高さから大きく三つに区分され、第57次調査区の主要部を占めるのが西南にみられる 7区画の水田に

分けられた南北約48m、東西約54mの部分で、海抜高は55.3~55.4mである。なおこの部分は中ほどや

や南寄りの東西方向の畦畔で大きく二分される。そして北の第58次調査区となる水田との境には高さ

0.8mほどの石垣が存在し、その水田は海抜高は54.5mほどである。また東の川側の四つの水田からな

る東西幅12~15mの部分も同様で海抜高は54.6m前後であり、 0.6~0.7m低い。調査区外となる南の水

田との境にも高さ0.9mほどの石垣が築かれており、海抜高は約56.3mと高くなる。

第57次調査は、まず西南部の大きな区画を対象にベルトコンベアーを用いて厚さ0.15mほどの耕作土

を除去することから始め、約 2週間でこれを終了した。第58次調査区との境となる水田石垣を基準とし

て3mグリットに調査用地区杭を打った後、東西方向の水田畦畔の北半から厚さ0.05mほどの水田床士

を除去した。この作業により、遺物や一部の遺構も現われ始めた。引き続き西から順次遺構検出を進め

た。南半についても同様の手順により遺構検出をおこなった。 6月23日発掘作業を終え、写真撮影、

土層図作成を行った。こうした作業全体では約 3か月間を要した。なお、検出された井戸の掘り下げを

実施した際、北西部の井戸から16,000枚を超す多量の銅銭が出土し、マスコミ等に大きく取り上げられ
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た。次いで第58次調査に着手した。調査用地区杭は第57次調査区に合わせて設定した。西山裾より床土

を除去し、遺構の検出を行った。 9月 1日にはこうした作業を終え、土層図を作成した。次いで、清

掃を行った後、 28日に写真撮影を実施した。また、遺構平面図の作成は航空写真測量とし、第57次調査

区と併せ、同年11月10日にヘリコプターにより撮影を行った。

調査区全体を通してみると、水田化等により削平を受けた所もあり、検出された主な遺構は、溝や井

戸、石積施設等下方へ掘り込んだ遺構群であって、建物礎石等は一部である。しかし、第57次調査区と

した主要部は、まとまりのある大きな屋敷であること、東の一段低い所は両調査区とも規則的に石積施

設が並び、町屋的な小規模屋敷が連続すること等の地区の屋敷構成のあり方や、こうした遺構群に大き

くは 3回の改造があったことなどが判明した。こうした状況は、この北部で実施してきた各調査の結果

と合致しており、町割り解明の貴重な資料となった。
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挿図8 第57• 58次調査区グリッド設定図
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第57• 58次調査日誌抄

第57次調査

（昭和62年4月1日～6月30日）

4. 1 調査開始。発掘器材搬入。

6 ベルトコンベアーを用いて本格的に耕作土除去作

業開始。

13 耕作土除去作業終了。

14 地区設定。グリッド杭打。北半部床土除去作業を

東から開始。

17 北西山寄りで井戸SE3418検出。

20 北半部床士除去作業終了。西山裾から遺構検出作

業開始。新たに井戸SE3419等を検出。調査区北

を限る東西方向石垣の約3m南で平行する石垣を

検出。この間は石、礫等で埋められている。

21 昨日検出した石垣裾近くで礎石列SB3437検出。

23 東西方向溝SD3432検出。

25 日本テレビ遺跡番組製作のため調査現場等を取材。

遺跡見学会実施。

27 北半部第 1回遺構検出作業終了。

28 南半部のグリッド杭打。床土除去作業を東から開

始。

5. 1 井戸SE3420検出。

2 井戸SE3419の掘り下げ作業実施。焼士で埋めら

れており多くの遺物を含む。

6 ほぼ井戸SE3419の掘り下げ終了。底近くで大量

の銅銭が出土。後に 1万6千枚を超すことが判明。

深さは3.Bm程。南半部床土除去作業終了。引き

続き西山裾から遺構検出作業を進める。白河砂利

を敷く庭園SG3443検出。

7 井戸SE3418の掘り下げ実施。深さ 3m。井桁に

組んだ丸太を基礎として石を積み上げていること

が判明。

11 読売新聞、朝日新聞が井戸SE3419の大量の銅銭

出土情況を取材。

12 読売新聞、朝日新聞が井戸SE3419の大量の銅銭

出土記事を大きく取上げ報道。マスコミ各社の取

材が殺到。

19 調査区の東部県道脇の若千低い水田区画の調査を

開始。東の川側にかけて比較的大きな石を多く埋

め込んで水田床面を造成していることが判明。な

ぉ、この県道に沿う約 3m幅は第31次調査として

遺構を検出後、埋め戻しした部分である。

20 連続する石積施設群を検出。掘り下げ実施。

21 水田化のため設けられたことが判明した調査区北

境界石垣の除去作業を進める。また、調査区東

-34 -

部で検出された井戸SE3417を掘り下げ実施。深

さ2.7m、底に板を組んだ水溜部あり。

22 井戸SE3416の掘り下げ実施。深さ 3.2m。ほぼ

完形の笏谷石製井戸枠 1セット 4枚等出士。

25 井戸SE3420の掘り下げ実施。深さ 2.9m。銅銭

250枚ほど出土。

28 朝倉氏遺跡整備事業に関して、 1987年度日本建築

学会賞（業績）受賞（東京建築会館にて）。

29 本日夜、朝倉館前広場にて薪能開催。

6. 1 調査区南半部第 2回目の遺構検出作業開始。

2 下層チェックのため、土層観察用畔に沿って東西

方向トレンチを設定。東海テレビ「ふるさと紀行」

取材。

12 ほぼ遺構検出を終了する。ダメ押し作業等実施。

18 庭園SG3443で径O.l~0.15mの扁平な玉石を敷

き詰めたつくばい状遺構、粘土を貼付た池跡等を

検出。

23 発掘作業終了。清掃実施。

25•26 写真撮影。

29 土層図、セクション図作成作業。

30 現場作業終了。

第58次調査

（昭和62年7月1日～9月28日）

7. 1 調査開始。耕作土除去作業開始。

10 耕作土除去作業終了。地区設定、グリッド杭打。

13 西山裾部から床士除去し、遺構検出作業開始。

21 東の低い水田部の耕作土を除去。

25 建物礎石SB3524、井戸SE3516検出。

27 第 1回目の遺構検出作業を終了し、下層遺構の検

出に着手。

29~31 企画展準備作業。

8. 1 第 1回企画展「朝倉文化と茶の湯」開会式。

(~8月31日まで）

4 井戸SE3514検出。

11 下層チェックのため、土層観察用畔に沿って東西

方向トレンチを設定。井戸、石積施設の掘り下げ

実施。石積施設SF3517から銅製燭台出士。

31 遺構検出終了。

9. 1 土層図作成 (~7日まで）。

24~27 清掃作業。

28 写真撮影。現場作業終了。



2. 第57次調査遺構（第16~26図， PL.18-27)

ここで取り扱うのは、概要で述べた通り、主として第57次調査により検出された東西方向の土塁を境

とした南北幅約45m、東西（奥行き）約45mの屋敷とその前面（東）の屋敷であるが、東端部の遺構の一部

に昭和53年に道路改良工事に伴う事前調査として実施した第31次調査により検出されたものも含んでい

る。主な遺構としては、土塁 1、石列及び石垣4、溝6、庭園 1、礎石建物 5、井戸 6、石積施設11等

があげられる。水田化に際して削平された部分も多く、明確さを欠く点もあるが、遺構は大きく 3期に

分類できると考えられる。その中心となるのは水田床土直下で検出された遺構群であって、これを皿期

とする。この遺構群は朝倉氏滅亡時に存在したと考えられるものである。その0.15mほど下層にあって、

先行する遺構群も比較的広範囲に検出されており、これを I1期とする。そして、一部深掘トレンチで検

出されたさらに下層の遺構を 1期とする。 II• IIl期は北の土塁石垣等の関係から、基本的には屋敷割り

の変更はないと考えられるが、 1期について・は部分的な検出でもあり、こうした屋敷割りとの関係は明

確でない。この 1期の遺構と皿期の遺構とのレベル差は0.6mほどである。

なお、この記述で用いる方位は、おおよそのものであって、谷の中ほどを流れる一乗谷川を基準とし

ており、これを南北軸とし、南から北へ流れるものと考える。この調査区では一乗谷川側が東、山側が

西となる。国土座標第V1系方位に某づけば、この調査区を大きく規定する屋敷の北境界となる東西方向

土塁の北面石垣線はE20° Sである。また遺構平面図等に記した数値は国土座標第V1系に基づく位置を

示している。

SA3411 調査区の北端で検出された東西方向の土塁。 11・皿期に存在したと考えられる。検出された

長さは30mほどである。第58次調査区となる屋敷との境となる北面には石垣が見られ、径0.3~0.5mほ

どの自然石を約0.5mの高さに 2段前後積み上げた基礎部が比較的良く残存する。これに対し、南面の

基準面となる屋敷内面は北面石垣基底部に比べ 0.5mほど高く、この面から石列等は設けられたと考え

られ、一部で石列が検出されているにとどまる。幅は1.8mと推定される。西の山寄りで鍵形に折れて

lmほど北へずれている。なお、水田畦畔としての石垣は、この土塁の北面石垣と約1.8m北に平行し

て設けられており、この間はこの土塁石垣を壊した石等と考えられる径0.3~0.5mの石を多く含むガラ

石で埋められていた。

S V3412 調査区中ほど東北部で検出された東西方向土塁SA3411の東端から南に延びる南北方向の石

垣。基本的には11期の遺構と考えられる。検出された長さは10mほどである。東に面があり、径0.3m

ほどとやや小振りな自然石を用いている。これを境に東西の遺構面の間には0.2~0.3mの段差があった

ものと推定される。また、この裾に石積施設SF3424が存在すること等をあわせ考えると、屋敷の南端

までは検出されていないものの、屋敷を区画する基本的な遺構と考えられる。

SV3413 調査区中ほど東北部で検出された前述の南北方向石垣SV3412と4mほどの間隔を持って西

に平行する南北方向の石列で、基本的には11期の遺構と考えられるが皿期にも存続した可能性も考えら

れる。径0.3~0.5mの自然石を用い、西に面を持つ。検出された長さは 7mほどであるが、北の東西方

向土塁SA3411の東端付近にも南北の石の並びが見られ、これとつながっていた可能性も考えられる。

この石列に沿って若干の落ち込みが見られるが、これが溝であった可能性も考えられる。また、溝を越

-35 -



えて南に存在する SX3447とした遺構の西面の石列と方向が一致している。この SX3447は東に面を持

つ石列もあって、この間は1.5mほどである。そしてこの北への延長線上にも一部石の並びが見受けら

れる。こうした点から、この1.5m幅部分が土塁であったことも考えられる。この場合は、東の南北方

向石垣SV3412との間は北へ向かって傾斜していることもあって、通路となると考えられる。

S V3414 調査区中ほどで検出された東西方向の石列。基本的には1I期の遺構と考えられるがIII期にも

存続した可能性も考えられる。検出された長さは10mほどである。径0.2mほどの小振りな自然石を用

ぃ、面は南北どちらにあるのか明確でない。溝SD3432の南に平行しており、この間は1.8mほどであ

る。この間が通路であった可能性も考えられる。

S V3415 調査区中ほどで検出された東西方向の石列。基本的には1I期の遺構と考えられるが、 III期に

も存続した可能性も残されている。山裾部までの30mにわたり検出されているが一部失われた部分も見

られる。 SV3414と形態は良く似ており、面は南北どちらにあるのか明確でない。溝SD3432との間隔

は7m弱である。なお、東半にはこの石列に平行して 2mほど北にも石列と思われる石の並びが見られ、

この間には比較的礫石が多く存在しており、この部分も通路であった可能性が考えられる。

S D3431 東西方向土塁SA3411の東端部で検出された石組溝。 1I期の遺構と考えられる。検出された

長さは3.5mほどで、内法幅約0.3m、深さ約0.2mの規模と推定されるが詳細は明らかでない。

S D3432 調査区中ほどで検出された東西方向の石組溝。基本的には1I期の遺構と考えられるがIII期に

おいても存続した可能性が強い。検出された長さは32mほどで、内法幅約0.3m、深さ約0.2mの規模で

あるが、西で若干規模が小さくなっているようである。側石は径0.2~0.3mの自然石を用いている。西

で南北方向の溝SD3434とつながるが、南側石はそのまま西に延長されSX3457となる。屋敷内を大き

く南北に分ける遺構である。

S D3433 調査区西半部やや北寄りで検出された前述の溝SD3432と平行し、その北1.5mに位置する

東西方向の石組溝。基本的にはIII期の遺構と考えられるが、天端は溝SD3432より O.lmほど低く、若

干先行する可能性も残されている。検出された長さは 9mほどで、内法幅約0.2~0.3m、深さ約0.15m

の規模である。側石は径0.2~0.3mの自然石を用いている。削平のため礎石等は検出されていないが、

この北に建物が存在したものと考えられ、その周囲に設けられた雨落ち溝と推定される。

S D3434 調査区西半部北寄りで検出された南北方向の石組溝。 III期の遺構と考えられる。検出された

長さは 7mほどで、内法幅約0.4mとやや広く、深さ約0.2mの規模である。南端で東西方向の溝 SD

3432とつながっていたと考えられるほか、溝はなくなるものの東の側石列は北へ延びSX3455とつなが

る。東側石には径0.3~0.4mの若干大振りな自然石を用いている。また、高さもこの東側石が西側石に

比べ0.05~0.lm低い。前述した溝SD3433同様建物の周囲に設けられた雨落ち溝と推定される。

S D3435 調査区東半部中ほどで検出された東西方向の石組溝。 III期の遺構と考えられる。検出された

長さは2.5mほどで、内法幅約0.3m、深さ約0.2mの規模である。

S D3436 調査区東半部中ほど東寄りで検出された東西方向の石組溝。 III期の遺構と考えられる。検出

された長さは 7mほどであるが一部南側石を欠いている。内法幅約0.3m、深さ約0.25mの規模である。

北に平行する石列SV1427との間1.8mが通路と推定される。

SG3443 調査区西南隅近くで検出された庭園遺構。 1I期に築かれ、 III期にも存続した遺構と考えられ

る。水田化に際し石の上部が割り取られたようで、本来の高さは不明であるが、東西 2mX南北 lmの

やや大きな石を中心に据え、その前方左右に東西1.2mX南北0.6mほどの扁平な石を低く据え、左手石
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の前に径1.2mほどの範囲に径O.lm程度の扁平な玉石を敷き詰めた躇鋸状の遺構SX3492を設け、これ

らの前に深さ0.3m、東西4.5m、南北は東で1.8m、西で2.7m、面積にして9dほどのL字形の池を配置

する構成を持っている。池の汀線SX3491には径0.2mほどの小振りな自然石が立て並べられ、この目

地と底には粘土が貼付られていることから水路等は存在しないが、水をたくわえたものと考えられる。

なお、底の粘土上には拳大の石と砂利が認められた。しかし、この池は後に埋められ、径3~4mmの白

い小砂利を敷き詰める平庭の構成に改変されており、池部も含めた周囲一面から白い小砂利面が検出さ

れている。この改変後の庭園と対応するのが建物SB3442である。また、この西部においても玉砂利の

散布が認められることから、庭園は西へ広がりを持っていたことも想定される。

S 83438 調査区北西隅部で検出された東西に並ぶ 2個の礎石。間隔は lm弱である。最上層に位置し、

III期の遺構。断片的なものであり詳細は明らかでない。

S 83439 調査区中ほどで検出された礎石群。 III期の遺構であるが、断片的なものであり詳細は明らか

でない。この東で検出された敷石的な遺構SX 3466 • 3467と一体であることも考えられる。

S 83440 調査区西端部やや南寄りで検出された建物。 11I期の遺構。南北3.6m、東西1.5mの鍵形に連

続して礎石等の石列が見られることから、土台を持つ構造の建物であった可能性が高い。

S 83441 調査区西端近く南寄りで検出された南北方向に 4個並ぶ礎石列を主とする。 11I期の遺構。基

準柱間寸法は1.9mほどと推定される。

S 83442 調査区西半部南寄りで検出された東西方向の礎石列。 III期の遺構。基準柱間寸法を1.9mと

する可能性が考えられ、前述した南北方向の礎石列SB3441とほぼ直角となること、レベルもほぼ等し

いことから一つの建物となる可能性も残されている。

S E3416 調査区東北隅近くで検出された石積の井戸。天端石は 1石のみ残るようであり基本的にはII

期の遺構と考えられるが、 1期の可能性も残されている。口径は1.2mと少し大きく、深さは3.2mで、

礫石層から自然石玉石を積み上げている。ほぼ完形で笏谷石製の井戸枠が出土している。

S E3417 調査区東半部北寄りで検出された石積の井戸。天端石が明瞭でないこともあり、若干不明な

点も残されているものの基本的にはI1期の遺構と考えられる。口径は0.8m、深さは2.7mで、底に厚さ

0.02mの杉板 4枚を方形に組んで水の溜り部を設け、礫石層から自然石玉石を積み上げている。

S E3418 調査区西半部北寄りで検出された石積の井戸。 11I期の遺構と考えられる。天端石は残存して

いないように見受けられる。口径は1.0m、深さは3mほどで、礫石層に径O.l~0.15mの松丸太4本を井

桁に組み、自然石玉石を積み上げている。

S E3419 調査区西半部中ほどで検出された石積の井戸。 11I期の遺構。天端石は残存していない。口径

は1.15m、深さは3.8mとやや規模が大きい。礫石層から自然石玉石を積み上げている。周囲を覆う焼

土等でほぼ全体が埋められており、最終時まで使用されていたことが明白である。なお、この井戸から

は、 1万6千枚を超す多量の銅銭を始め、多くの遺物が出土している。

S E3420 調査区西半部中ほどで検出された石積の井戸。天端石は残存しない。全体が整地土で覆われ

ているように判断されることから I1期の遺構と考えられる。口径は0.9m、深さは2.3m。礫石層から自

然石玉石を積み上げている。

S E3421 調査区西半部南寄りで検出された石積の井戸。天端石が比較的良く残る。この天端石も含め

全体が整地土でしっかりと覆われており、 I1期の遺構であることは明白である。口径は0.9m、深さは

2.9m。礫石層から自然石玉石を積み上げている。
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S F3422 調査区東半部東北寄りで検出された石積施設。基本的には1I期の遺構と推定されるが 1期の

可能性も残されている。方形に石を 4段ほど積み上げており、東西l.lm、南北0.9m、深さ0.8mの規模

を有している。ほぼ天端まで残されていると考えられる。

S F3423 調査区東半部東北寄りで検出された石積施設。基本的には1I期の遺構と推定されるが 1期の

可能性も残されている。方形に石を 4段ほど積み上げており、東西l.Om、南北0.9m、深さ0.9mの規模

を有し、天端石の一部も残されている。北に隣接する石積施設SF1467との間隔は0.9mである。

S F3424 調査区東半部中ほど、南北方向の石垣SV3412の裾で検出された石積施設。石垣SV3412と

の関係から基本的には1I期の遺構と考えられる。やや小振りな石を方形に 4~5段積み上げており、東

西0.8m、南北0.8m、深さは0.6mほどの規模を有している。

S F3425 調査区東半部中ほどで検出された石積施設。方形に石を 1~2段に組んでおり、東西l.lm、

南北0.9m、深さ0.3mの規模である。上部が削平されていると考えられることもあって若干不明な点も

残されているが甚本的には1I期の遺構とみられる。

S F3426 調査区東半部中ほどで検出された石積施設。方形に石を積み上げており、東西l.Om、南北0.

9m、深さ0.5mの規模を有している。天端石については明瞭でないが、 2~3段の石が残されている。

基本的には1I期の遺構と考えられる。

S F3427 調査区東半部中ほどで検出された石積施設。方形に石を積み上げており、残存状況の良い南・

西面では小振りな石が 4段ほど見られる。東西0.8m、南北0.9m、深さ0.6mの規模を有している。天端

石は残らない。基本的にはm期の遺構と考えられる。

S F3428 調査区中ほど北端近く、屋敷の北境界となる東西方向土塁SA3411の脇で検出された石積施

設。 m期の遺構。東西1.6m、南北1.6mの規模を有し、大きいが、深さは0.3mと浅い。残されている石

は1段のみであり、また南北2面はほとんどの石を欠いている。

S F3429 調査区中ほどで検出された石積施設。西面のみ 1段高かった可能性も考えられ、甚本的には

m期の遺構と考えられるが1I期から存続した可能性も残されている。方形で、残存状況の良い南・西面

では石を 2~4段積み上げており、東西1.2m、南北2.7m、深さ0.5mの大規模なものである。

S F3430 調査区西端中ほどで検出された石積施設。整地土で覆われているようであり、 II期の遺構と

考えられる。南・東の 2面のみ比較的大振りな石が 1段残る。規模は東西、南北ともに1.8mほどと推

定され、大規模である。上部を欠くことから本来の深さは不明であるが、 1段の石の高さ0.3mほどが

残されている。

S F1466 調査区東半部東北寄りで検出された石積施設。 1I期の遺構と考えられる。方形に石を 2段積

み上げており、東西l.Om、南北l.Om、深さ0.4mの規模を有する。天端石は残されていない。すでに第

31次調査で検出されていた遺構である。

S F1467 調査区東半部東北寄りで検出された石積施設。 1I期の遺構と考えられる。方形に石を 3~4

段積み上げており、東西l.Om、南北0.9m、深さ0.8mの規模を有する。天端石も一部残されている。す

でに第31次調査で検出されていた遺構である。

SX3444 調査区東北部で検出された東西方向に石が溝状に並ぶように見受けられる遺構。基本的には

1期の遺構と考えられるが、 II期の可能性も残されている。長さは約 2m、南北の石列の幅は0.4mほ

どで、東は明確に止まっているようである。

S X3445 • 3447 S X3447は調査区中ほどで検出された南北方向の土塁状の遺構。甚本的には1I期の遺
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構と考えられる。南北方向に2.7mほどにわたりそれぞれ外側に面を持つ東西 2列の石列が約1.5mの間

隔で存在し、内部は礫石が集中する。この北に位置し、東側の石列のラインにほぼのっている南北方向

の石列状の遺構がSX3445。東に面を持つように見受けられる。前述したように西の石列SV3413との

間が土塁となる可能性も考えられる。

SX3446 調査区中ほどで検出された石の集まり。 11期の遺構と考えられる。その範囲は東西4.5m、

南北2.5mほど。性格は不明。

SX3448 調査区中ほどで検出された東西方向に並ぶようにも見受けられる石列状遺構。皿期の遺構と

考えられる。南の石列SV3415との間隔は1.5mほど。この間が通路となる可能性も考えられる。

SX3449 調査区中ほどで検出された南北方向の石列状遺構とピット。皿期の遺構と考えられる。 2.7 

mほどの長さで、中ほどにピットが存在することから塀もしくは柵の可能性が考えられる。

SX3450 調査区中ほどで検出された南北方向の石列状遺構。頂期の遺構と考えられる。長さは3.3m

ほど。方形石積施設SF3429の西に平行するように存在する。

SX3452 調査区中ほど北寄りで検出された、 1.2mの間隔を持って南北方向に並ぶ 2列の石列。基本

的には11期の遺構と考えられるが皿期の可能性も残されている。長さは4.2mほど。

S X 3453 • 3454 ともに調査区中ほど北寄りで検出された石の集まり。 11期の遺構と考えられる。 SX

3453は扁平な石を敷き詰めているように見受けられる。ともに性格等は不明。

SX3455 調査区西半部北寄り、南北方向の溝SD3434の北への延長線上に位置する石列状遺構。皿期

の遺構と考えられる。長さは 6mほど。

SX3456 調査区西半部北寄りで検出された石の集まり。 11期の遺構と考えられる。性格等は不明。

SX3457 調査区西半部中ほど、溝SD3432の西への延長線上に位置する石列。皿期の遺構と考えられ

る。長さは3.2mほど。

SX3458 調査区西北隅部、東西方向土塁SA3411の西に位置し、少し北にずれる土塁状遺構。皿期の

遺構と考えられる。

SX3460 調査区西半部北寄りで検出された礎石的な石群。皿期の遺構で、溝SD 3433 • 3434に区画さ

れた建物礎石の一部の可能性が高い。

SX3461 調査区西端部中ほどで検出された南北方向の石の並び。皿期の建物の一部である可能性も考

えられる遺構。

SX3463 調査区東半部中ほどで検出された南北方向の石列状遺構。 Il[期の遺構と考えられる。長さは

3.5mほど。

S X 3464 • 3465 ともに調査区東半部中ほどで検出された、石列状遺構SX3463の西に位置する建物礎

石の一部となる可能性も考えられる扁平な石群。皿期の遺構と考えられる。

S X 3466 • 3467 ともに調査区中ほど東寄りで検出された扁平な石の集まり。 SX3466は敷き石状であ

る。これらの一部は西の建物SB3439もしくは前述した東の SX 3464 • 3465と一体となる建物礎石の一

部となる可能性も考えられる。皿期の遺構と考えられる。

SX3468 調査区中ほど東寄りで検出された南北方向に並ぶ柱穴列。頂期の遺構と考えられる。北から

2.7m、2.7m、 2.5mの間隔で 4個存在する。柱穴の径は0.15mと小さい。屋敷の東を区画する土塁の

可能性も考えられる SX3447等の南北ライン上にのっており、屋敷境界の塀である可能性が強い。

S X3469 • 3470 ともに調査区東半部中ほどで検出された石列状遺構。皿期の遺構と考えられる。 SX
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3470はL字形を呈しており、南北部2.7m、東西部1.5mほど。東と北に面があるように見受けられる。

S X3469は南北方向で 4m程度である。ともに上部が削平された可能性も考えられる。

SX3471 調査区東半部中ほどで検出された東西方向の石列状遺構。 11期の遺構と考えられる。長さは

3mほど。東西方向溝SD3432の延長線上に近い。

S X3472 調査区東半部北寄りで検出された土壊。 11期の遺構と考えられる。長径1.0m、短径0.8m、

深さ0.3m。

SX3473 調査区東端中ほどで検出された南に面を持つ長さ lmほどの東西方向の石列状の遺構。 11期

の遺構と考えられる。

SX1500 調査区東端中ほどで検出された土壊。 11期の遺構と考えられる。深さはO.lmほどと浅い。

径は lmほど。

SX3474 • S K1488 ともに調査区東端中ほどで検出されたピット。 11期の遺構と考えられる。 SX

3474は、径0.7mほどで小規模。 SK1488は径1.5mほど。ともに浅く、石が落ち込んでいる。

S X3475 • 3476 S X3475は調査区東半部中ほどで検出された南北方向の石列状遺構。皿期の遺構と考

えられる。長さは 3m。両端に礎石の可能性も考えられる石が存在し、この東には通路の可能性も考え

られる遺構も見られることから、簡易な門であったことも考えられる。 SX3476はこの西の礫石の集ま

り。整地の可能性が強い。

SX3478 調査区東半部中ほどやや南寄りで検出された南北方向に並ぶ柱穴列。頂期の遺構と考えられ

る。 1.2mの間隔で 2個並ぶ。柱穴の径は0.15mと小さい。塀もしくは柵の一部と考えられる。

S X 3480 • 3482 調査区東半部南寄りで検出されたピット。ともに皿期の遺構と考えられる。 SX3480 

は径0.9m、深さ0.25mほど。一部に石が落ち込む。 SX3482は東西1.3m、南北1.8mで、深さO.lmと浅

ぃ。北と西の一部に石を並べている。

S X 3484 • 3504 ともに調査区中ほど南寄りで検出された東西に並ぶ柱穴列。皿期の遺構と考えられる。

S X3484は間隔が約 lm。ピット径は0.15mと小さい。 SX3504は土層観測用畔で確認されたもの。間

隔は約4m。柱跡の径は0.15m、深さは lmほど。掘り形は漏斗状で上面で0.9mほど。

SX3485 調査区中ほど南寄りで検出された砂利敷整地面。 11期に属するものと考えられる。

S X 3486 • 3487 • 3505 ともに調査区中ほど南寄りで検出されたビット。 SX3486は径0.6mほどで一

部に石もみられる。深さ0.25m。SX3487は径0.5m、深さ0.5m。SX3505は0.6m角の方形で浅く、石

も多い。ともに 11期の遺構と考えられる。

S X 3489 • 3490 ともに調査区中ほど南寄りで検出された南北方向の石列状遺構。 11期の遺構と考えら

れる。 SX3489は一部を欠くが検出長は2.4mほど。その約 2m西に平行するのが SX3490で、検出長

は1.8m。ともに東に面を持つ。

SX3493 調査区中ほど南端近くで検出された土壊。径0.9m、深さ0.8m。皿期の整地土で埋められて

いることから 11期の遺構と考えられる。

SX3494 調査区西半部南寄りで検出された深さO.lmの浅いピット。建物礎石の抜取り跡の可能性も

考えられる。皿期に属する。

S X 3495 • 3496 調査区中ほどに点在する柱穴。径は0.15mと小さい。皿期の遺構と考えられる。

S X 3499 • 3500 • 3502 • 3503 調査区東半部中ほどから北寄りにかけて検出されたピット。径0.6~1.0

m、深さは0.3mほど。 11期もしくは 1期の遺構と考えられるが詳細は不明。
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3.第57次調査遺物（第27~48図 PL.28,.,.,,,37)

本調査で出土した遺物の総点数は表 2に示すように76,775点を数え、これから調査面積2,560nfに対す

るlnfあたりの平均出土点数を求めると29.99点となる。本遺跡における既往の調査の各平均値は1.38~2 

6点とバラつきが大きいが、これらの中にあって今回報告する29.99点はlnfあたり平均値の最多地点であ

る。

今回の調査による最大の特徴は、銅銭が17,095点を数え出土品中の22％を占めるという高占有率を確

保していることであるが、これは後述するように特にSE3419において一括遺物として16,594点が出土し

ていることに起因している。このことを除けば他の遺物群の出土傾向は従来の調査地で示されているも

のと大きく変わることはない。

本稿における遺物についての分類は、越前焼大甕・揺鉢は「県道鯖江・美山線改良工事に伴なう発掘

調査報告書』 1983、土師質皿は『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告 I』1979、 染付は小野正敏

「15、16世紀の染付碗、皿の分類とその年代」『貿易陶磁研究 2』1982日本貿易陶磁研究会、硯は水野和

雄「日本石硯考」『考古学雑誌』第70巻4号 1985日本考古学会によった。

器 種 点数 ％ 器 種 点数 ％ 器 種 点数 ％ 

甕 1,263 碗 337 銅銭 17,095 

越
宜． 1,063 皿 441 釘 253 

鉢 144 青 鉢 44 刀子 4 
前 擢鉢 835 香炉 35 猿繋 5 
焼 火桶 11 盤 160 金 小札 3 

他 3 磁 花生 6 銅碗 2 

計 3,319 4.32 他 14 峠 3 
皿 51,678 中 計 1,037 1.35 覆輪 2 

土
羽釜 84 碗 23 鉄鏃 3 
土鈴 34 

白
皿 885 鉄鍋 1 

日 師
小壺 23 

国
杯 39 蓋 1 

質 灯芯押え 2 
磁

壺 4 茶釜 1 

他 5 製 他 2 属 取手 1 
本

計 51,826 67.47 計 953 1.24 針金 2 
碗 136 碗 129 装飾金具 5 

製 皿 ， 陶
染

皿 275 他 93 
鉄 鉢 20 杯 7 計 17,474 22.76 

壺 73 付
他 5 硯 51 

陶 釉 磁
茶入 2 計 416 0.54 バンドコ 291 

他 14 赤絵 5 0.01 
石

風炉 19 

磁
計 254 0.33 器 碗 2 臼 8 
碗 27 醤 壺 18 盤 36 

皿 117 計 20 0.03 製 井戸枠 7 
器 灰 卸皿 3 壺 12 砥石 7 

鉢 62 醤 茶入 1 玉石 142 
釉

壺 35 計 13 0.02 品
板石 1 

他 237 華南彩釉陶器 29 0.04 他 256 

計 251 0.33 計 2,473 3.23 計 818 1.07 
香炉 4 碗 1 

木
漆皿 1 

瓦 瓦燈 11 朝 壺 3 櫛 3 
火鉢 25 鮮 他 14 製

曲物 1 

質 風炉 14 計 26 0.03 品 他 36 

他 23 近世•その他 153 0.2 計 41 0.05 
計 77 0.1 小 計 2,652 3.45 その他 39 0.05 

国内陶器 24 0.03 ＾ ロ

計 76,775 100 
小計 55,751 72.62 

表2 第57次調査出土遺物一覧表
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表土層出土遺物（第27• 28図， PL.28• 29) 

調査区全体を覆う表土層出土品であり、狭義の表土とその下に認められる旧水田面のいわゆる床土を

も表土層として扱っている。極めて移動性の高い遺物群である。これらの除去をおこなうと皿期の遺構

面を確認することができる。

越前焼 甕・壺・鉢・擢鉢が認められ全体量としては擢鉢がもっとも多い。 (300)はなで肩タイプの壺で

ある。 (301• 302)は大甕の口縁部であり、 (301)はIVC群、 (302)はIVb群である。 (303• 304)は火桶で

あり、 (303)はやや内湾気味に口縁部へ至り、 (304)は直線的に伸びる。 (305)は鉢である。 (306~315)は

播鉢であり、 ma群のもの (307• 310)、mb群のもの (309• 311)、IV群のもの (306• 308 • 312 • 313) 

が認められ、 (314)も底部片ではあるもののIV群に属するものと想定される。

土師質土器 (316~318)はD類であるが、大型で口径16.3~17cmを測るもの（316• 317)と、小型で口

径10.4cmを測るもの（318)の2者が認められる。ともに体部下半の指頭圧痕は明瞭である。

瓦質土器 (319)は風炉である。体部外面下半は丁寧な縦方向のヘラ磨きをおこない、破片のため判然

としないが屈曲した肩部に認められる窓は2窓を有するものと想定される。直立する頸部外面には菱形の

3連1組のスタンプ文を有する。復元口径25.4cm、器高19.4cmを測る。

中国製陶磁器 (320~324)は青磁碗である。 (320)は無文であり、 (321~324)は線描蓮弁文を有する。

また、 (324)の底部内面にはスタンプ文が認められる。 (325• 326)は染付皿であり、供に B1群に属する

ものであり、 (325)は底部内面に十字花文を描いている。

暗褐色土層出土遺物（第28~30図， PL.29~31)

II期遺構面を埋める層であり、皿期遺構面は本層の上に形成される。

越前焼 甕・壺・鉢・揺鉢・卸皿が認められる。 (332• 333)は壺であり、 (333)は肩部外面には2条の沈

線を有する。 (330)は復元口径33.8cm、器高7.9cmを測る鉢である。 (327~329、334~348)は揺鉢である。

(327)は頂群bであり、体部と底部の境には接合時に生じた凹線が認められる。 (328)は皿群 aである。

(329)は底部片であり揺目は摩耗している。 (334)は皿群aである。 (335)は1V群である。よく使い込まれ

ており上半のみに揺目が認められのみで下半は摩耗している。播鉢全体を考えたばあい、底部もしくは

腰部あたりまで摩耗している例は割り合い多く確認されるが、本例のように体部上方まで摩耗した例は

少ないようである。 (336)も1V群であり、 (337)は皿群bである。 (338~341)は1V群に分類される。 (342)

はm群bであり、 (343)は1V群である。 (344~348)は底部片であり、 (344~346)は体部のみに播目を有す

るが、 (347• 348)は底部内面にも播目を施している。また、 (344)は摩耗が進んでいる。 (331)は復元口

径13.9cm、器高3cmを測る卸皿である。

土師質土器 (349 • 350)は口径14cm前後を測る D類であり、 (351~356)はC類である。 (356)は最も小

型で口径7.5cm、器高3cmを測る。 (351~353)は口縁部にタールが付着する。

瀬戸・美濃焼 鉄釉碗 (357)が出土している。復元口径12.1cmを測り、釉の厚さはやや薄く一部素地が

露出している。

中国製陶磁器 (358)は扶り高台を有する白磁皿であり、胎土はやや軟質であり乳白色の釉を施す。本

遺跡において出土する白磁群の中では比較的古相に属するものである。 (359)は染付碗であり蓮子碗c群

に属し、体部外面には芭蕉葉文を描く。 (360~362)は端反の器形を呈する染付皿B1群であり、 (360)は

底部内面に玉取獅子を描き、 (361• 362)は体部外面に唐草文を描く。

金属製品 (363)は板状の金製品でコの字状に加工してあり、更にその両端を折り返している。また、
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外面には縞状横方向の文様を有する。用途不明ではあるが、飾り金具の一種と想定される。 (364)は峠で

ある。

礫混土層出土遺物（第30• 31図， PL.31 • 32) 

暗褐色土層と共に 1I期遺構面を埋める層である。

越前焼 甕・壺・擢鉢が認められる。 (365• 366)はなで肩タイプの壺である。 (367• 368)はW群aに属す

る大甕片であり、 (369)は11I群 Cの大甕片である。本層においても越前焼の主流をなすものは揺鉢であり、

11点を図示した。 (370)はW群のものであり、揺目の摩耗が進んでいる。 (371• 373 • 375)は11I群bに属

し、 (372• 374 • 376)はW群に属する。 (377)は復元口径31.2cm、器高10cmを測るW群のものである。 (378

~380)は底部から体部にかけての破片であり、このうち (378• 379)の両者は体部のみでなく、底部内面

にも揺目を有するタイプである。 (378)はよく使い込んであり播目の摩耗が進んでいる。

中国製陶磁器 (381)は染付皿B1群であり、底部内面には十字花文を描いている。

礫炭混暗褐色土層出土遺物（第31図， PL.32) 

I期遺構面を埋める層であり、 II期遺構面は本層の上に形成される。

土師質土器 (382)はD類であり、口縁部の回転ナデ調整は強い。 (383• 384)はC類である。 (382• 383) 

には口縁部にタールを付着させている。

中国製陶磁器 青磁碗2点を図示することができた。 (385)は復元口径12.6cmを測り、体部外面には線描

蓮弁文を有する。 (386)は復元口径11.7cmを測り、口縁端部に面を作る特徴を持つ。

産地不明陶器 (387)は鉢形の器形を呈する。肩部には円形の粘土帯を縦方向に接着することにより区

画を設け、その区画内には三角形状のスタンプ文を有する。頸部には粘土帯を波状に接着し、その下方

および上方には刺突文を所々に配している。また、口唇部も波状を呈する。胎土は荒く、砂粒、小石を

多く含む。一見、越前焼風の色調を呈する。

炭混暗褐色土層出土遺物（第32図， PL.33)

礫炭混暗褐色土層と同じく、 I期遺構面を埋める層である。 1I期遺構面は本層の上に形成される。

土師質土器 (388~393)はD類であり、口径12~14cm前後、器高 2cm前後を各々測る。 (394~401)はC

類であり、これらは口径 9cm前後のもの(394~396、400• 401)と、口径 7cm前後のもの(397~399)の2

種が認められる。

瀬戸・美濃焼 (402)は復元口径10.2cmを測る鉄釉碗である。釉は比較的厚く施されている。

中国製陶磁器 (403 • 404)は青磁碗であり、 (403)は復元口径10.6cmを測り、体部外面には丸彫蓮弁文

を有する。 (404)は復元口径14cmを測り、腰部で弱く屈曲するタイプである。体部外面には丸彫蓮弁文を

有する。 (405• 406)は染付であり、 (405)は皿B1群である。底部内面には十字花文を描いている。 (406)

は端反りの碗Bであり、体部外面には唐草文を口縁部内面には四方欅文を描く。

5 E3416出土遺物（第32• 33図， PL.33• 34) 

越前焼 (407 • 408)は播鉢であり共にW群に属する。 (407)は復元口径22.4cm、器高 8cmを測る小型の

タイプである。擢鉢の中で主流となるものは大型タイプのものであり、本例のような小型タイプのもの

は少数である。 (408)は復元口径35cm、器高16.6cmを測る。 (409)は鉢である。

土師質土器 (411)はC類のものである。

瀬戸・美濃焼 (412 • 413)ともに鉄釉碗であり、 (412)は復元口径11cmを測る。 (413)は口径8.5cm、器

高4.4cmを測り、釉は厚く施されている。
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金属製品 (410)は茶釜の蓋であり、口径8.2cm、器高1.9cmを測る。遺存状態は極めて良好である。 (414)

は茶釜の身であるが、 (410)とのセット関係については不明である。遺存状態は悪く錆が進行している。

石製品 (415)は石硯であり長方硯 IB c類に属する。使用痕は全面に平均的に認められる。

S E3417出土遺物（第33図， PL.34)

越前焼 (416•417)共に播鉢であり 1V群に属する。

土師質土器 (418 • 419)共にC類であるが、 (418)は口径11.4cm、(419)は口径7.3cmを測る。

木製品 (420)は櫛である。

S E3418出土遺物（第33図． PL.34)

越前焼 (421)は1V群に属する揺鉢である。

中国製陶磁器 (422)は青磁刻花文盤である。 (423)は染付であり、碁笥底の皿C群であるが、口縁部が

端反りであるところが通有のものと異なる。

S E3419出土遺物（第34~48図， PL.35~37)

S E3419は遺構編で述べているように、天正元年の朝倉氏滅亡時まで機能していたものと考えられる

ことから、井戸内下層よりまとまって出土した本遺物群は何らかの事情により、滅亡時に一括廃棄され

たものと想定される。このことは、下層出土の遺物群が火事場整理のような形で井戸内において焼土混

土により密閉されたような状態であったことからも保証されるものである。すなわち、本報告資料は天

正元年時における一乗谷の遺物組成の一端を示すものである。本遺構出土の遺物点数は19,454点を数え

るが、そのうち16,594点は銅銭が占めており、この他の2,860点の中では土師質土器が最も多く 2,008点を

数えている。

越前焼 越前焼は甕・壺・揺鉢などが認められ、破片点数では35点を数える。 (425)は壺であり、口径15

cm、器高47.4cm、胴部最大径42.4cmを測る。肩部には十字とT字形のヘラ記号を有する。

土師質土器 皿・小壺・灯芯押え・羽釜が出土したが、多くは小片である。 (448)は直径2.2cmを測り、

皿の体部を円形に打欠き中央を穿孔した灯芯押えである。

瀬戸・美濃焼 (426)は復元口径13.4cmを測る鉄釉碗であり、底部より体部が大きく開くタイプである。

(428 • 429)は灰釉碗であり、口径は各々17.5cm前後を測るものの (429)のほうがやや器高が高い。 (427)

は口径9cm、器高2.6cmを測る灰釉皿である。

中国製陶磁器 青磁では碗・皿・盤・鉢が出土しているものの良好な資料は認められない。白磁は皿・

坪が出土している。 (430)は口径16.4cm、器高2.9cmを測る。底部外面外周に潰れた三角形状の僅かな高台

を有し、体部は直線的に外上方へ伸び口縁部へ至るという特徴的な形態を呈する。白濁した乳白色の釉

がかかるが、口唇部ではこれを拭き取り口禿げとしている。朝倉氏遺跡では少数ではあるものの定量存

在するタイプである。 (431)は口径11.8cm、器高2.8cmを測る。体部は強く外湾しながら伸び口縁部へ至る。

(432)は口径11.2cm、器高2.5cmを測る端反りの皿である。染付は碗・皿が出土している。 (433)は蓮子碗

のC群である。体部外面には唐草文、底部内面には花弁文を描いている。 (434)は鰻頭心碗のE群であり、

口径12cm、器高6.2cmを測る。体部外面には唐草文、底部内面には草花文を描く。 (435)はE群の碗であ

り、体部外面には牡丹唐草文、底部内面には人物文を描いている。この他図示していないが、同じ E群

の碗と考えられる底部内面に人物文を有する破片が出土している。 (436)は黒釉陶器碗であり、口径11.7

cm、器高6.7cmを測る。胎土は緻密であり黒灰色を呈し、釉は厚く光沢のある深い黒色を呈する。 (437• 

438)は華南彩釉陶器皿である。 (437)は復元口径13cm、器高3.4cm、(438)は復元口径14.6cm、器高3.2cmを
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各々測る。両者ともに二次的な火を受けたためか釉色が若干変化しており器面も荒れている。褐釉陶器

はまとまって4点出土している。 (439)は口径10cm、器高21.8cm、胴部最大径22cmを測る四耳壺壷である。

器壁は薄く 3mm程に仕上げられている。胎土は灰色を呈しており、砂粒を若干含むが堅く焼き締まって

いる。 (440)は口径8cm、器高22.1cm、胴部最大径20cmを測る。器壁は薄く、胎土は緻密で堅く焼き締ま

る。口縁部から肩部にかけては茶褐色の釉が薄く施釉されている。 (441 • 442)の両者は同タイプの四耳

壺である。 (441)は口径10cm、器高40.2cm、胴部最大径35cmを測り、 (442)は口径llcm、器高41.2cm、胴部

最大径34cmを測る。共に器壁は薄く 0.5cm程に仕上げられている。この他に図示していないが赤絵皿の小

破片が 2点出土している。

銭貨名 初鋳造年 枚数 図版番号 タイプ数 銭貨名 初鋳造年 枚数 図版番号 タイプ数

中国 慶元通宝 1201 南宋 38 813~818 6 

開元通宝 621 唐 1,808 466~476 11 嘉泰通宝 1205 II 20 819~822 4 

乾元通宝 758,, 74 477~485 ， 開椿通宝 1208,, 23 823~825 3 

乾徳元宝 919 前蜀 6 486 1 嘉定通宝 1208 " 83 826~838 13 

漢元通宝 948 後漢 3 487 • 488 2 大宋元宝 1225 II 8 839~841 3 

周元通宝 955 後周 1 489 1 紹定通宝 1228 " 37 842~847 6 

唐国通宝 959 南唐 8 490 • 491 2 端平元宝 1234 II 3 848 1 

宋通元宝 968 宋 61 492~502 11 嘉煕通宝 1237 II 14 849~852 4 

太平通宝 976” 137 503~512 10 淳祐元宝 1241 II 36 853~859 7 

淳化元宝 990 II 142 513~520 8 皇宋元宝 1253 II 24 860~865 6 

至道元宝 995,, 268 521~534 14 開慶通宝 1259 II 1 866 • 867 2 

咸平元宝 998 II 366 538 1 景定元宝 1260 " 26 868~872 5 

景徳元宝 1004 99 413 535~537 3 咸淳元宝 1265 II 30 873~877 5 

祥符元宝 1008 II 775 539~544 6 至大通宝 1310 元 3 878 • 879 2 

祥符通宝 1008 11 586 545~550 6 至正通宝 1341 II 3 880 • 881 2 

天檀通宝 1017 II 553 551~554 4 天定通宝 1359~60" 1 882 1 

天聖元宝 1023 II 780 555~569 15 大中通宝 1360 明 13 883~887 5 

明道元宝 1032,, 69 570~578 ， 洪武通宝 1368 " 305 888~904 17 

景祐元宝 1034 11 274 579~591 13 永楽通宝 1408 II 48 905~907 3 

皇宋通宝 1039 " 1,689 592~610 19 宣徳通宝 1426~33" 5 908 1 

至和元宝 1054~55" 158 611~616 6 弘治通宝 1488~1503 15 909 1 

至和通宝 1054~5511 35 617~619 3 嘉靖通宝 1527 II 1 910 1 

嘉祐通宝 1056 II 309 620~630 11 小計 16,480 445 

嘉祐元宝 1056 " 137 631~637 7 安南

治平元宝 1064 II 244 638~650 13 大治通宝 1360 1 911 1 

治平通宝 1064,, 35 651~654 4 紹豊通宝 1341 1 912 1 

咸雅通宝 1065 11 1 655 1 順天元宝 1428 2 913 • 914 2 

煕寧元宝 1068 II 1,402 656~675 20 紹平通宝 1434 7 915~918 4 

元豊通宝 1078 11 1,633 676~698 23 大和通宝 1443~53 6 919~923 5 

元祐通宝 1086” 1,162 699~717 19 延寧通宝 1453~65 7 924~928 5 

紹聖元宝 1094 II 524 718~727 10 光順通宝 1470 11 929~932 4 

元符通宝 1098” 186 728~733 6 洪徳通宝 1470 21 933~935 3 

聖宋元宝 1101” 565 734~750 17 洪順通宝 1509~15 1 936 1 

大観通宝 l107” 248 751 1 玄聴尊宝 1 937 1 

政和通宝 1111” 768 752 • 773 22 小計 58 27 

宣和通宝 1119 II 91 774~782 ， 朝鮮

建炎通宝 1127 南宋 3 783~785 3 朝鮮通宝 1423 李朝 22 938 1 

紹興通宝 1131” 2 786 • 787 2 小計 22 1 

紹興元宝 1131 99 5 788 • 789 2 琉球

天盛元宝 1158 西夏 2 790 1 大世通宝 1454~60 1 939 1 

正隆元宝 1167~78金 54 791 1 世高通宝 1461~69 2 940 • 941 2 

乾道元宝 1165 南宋 1 792 1 小計 3 3 

大定通宝 1174,, 34 793~797 5 不明 31 

淳煕元宝 1174 11 97 798~807 10 合計 16,594 

紹煕元宝 1190 " 34 808~812 5 

表 3 S E3419出土銅銭一覧表
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金属製品 先にも述べたように SE3419からは16,594枚の銅銭が井戸底から一括出土しており、これら

の中には、挿医 9の 1に見られるように藁紐に通された状態のものも認められた。 これらの銭種と枚数

の内訳は表 3(45ページ）に示すとおりであり、各銭種ごとの字体によるバラエティについては(466~941)

に拓本により示した。全体的な遺存状態は良好であったが、中には銭種の判読すら困難なまでに摩耗し

たものも若干認められた。(445)は太刀の柄頭に取り付く冑金であり、全長4.4cm、最大幅3.5cmを測る。

また猿手(446)も本体に付着するかたちで出土している。 この他、金箔（挿図 9の3)、覆輪（挿図 9の4)、

針金（挿図 9の5)が出土している。

木製品 （挿図 9の6)小型の曲物であり 、直径4.2cmを測る。 この他、漆皿片、板材が出土している。

石製品 (443)は上臼であり、播目は13条単位の 8分割である。下臼の破片も出土しているものの石材

が異なるためセット関係は持たないものと考えられる。 (444)は石硯であり、長方硯 IBa類に分類され

る。 この他、バンドコ、井戸枠が出土している。

その他の製品 (447 • 449 • 450)は骨加工製品である。(447)は表面に6ケ所の刺突文を持つ駒である。

(449)は材の一部を残して削り込んでいるが、用途については不明である。(450)は材の片側に長方形の
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穿孔をおこなっているが、用途不明である。（挿図 9の2)は布片である。材質は麻と考えられ、生地に

は藍染が施されている。皮紐が取り付いている。

S E3420出土遺物（第33図）

越前焼 (424)は揺鉢であり W群に属する。口径34.8cm、器高14.4cmを測り、揺目は底部内面にも施して

いる。

S E3421出土遺物（第36図， PL.37)

瀬戸・美濃焼 (451)は鉄釉壺である。

中国製陶磁器 (452)は染付碗であり、底部を欠失するものの蓮子碗の C群であると考えられる。体部

外面には唐草文を描いている。

S F1466出土遺物（第36図）

土師質土器 (453 • 454)共に C類である。 (453)には底部内外面共にタールが付着する。

S F3422出土遺物（第36図， PL.37)

土師質土器 (455~457)共に C類であり、 (456)は口縁部にタールを付着させている。 (458)は土鈴であ

る。

瀬戸・美濃焼

朝鮮製陶磁器

(459)は口径5.6cm、器高1.9cmを測る鉄釉小皿である。

(460)は口径16.6cm、器高5.7cmを測る蕎麦茶碗である。

S F3427出土遺物（第36図， PL.37)

土師質土器 (461)は上釜である。

瀬戸・美濃焼 (462)は復元口径11.5cm、器高5.8cmを測る鉄釉碗である。厚めの釉を施している。

S F3429出土遺物（第36図， PL.37)

中国製陶磁器 (463)は復元口径14.3cmを測る青磁碗である。

S F3430出土遺物（第36図）

土師質土器 (464 • 465)共に C類であり、 (464)は口縁部にタールが付着する。
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4. 第57次調壺小結

遺構

検出された各遺構について前項において主として個別の解説と検討を行った。それを受けて、ここで

はある程度全体的な検討が可能である II・皿期の遺構を中心に若干の考察を加え、まとめとする。

遺構の年代

前述したように各遺構は基本的に I•Il•ill の 3 期に区分した。そのうち水田直下に存在するのが皿

期の遺構群で、これは都市一乗谷が織田信長軍の攻撃を受けて滅亡した天正元年(1573)の時点に存在し

たと判断されるものである。このことを如実に示すと考えられるのが井戸SE3419の状況である。この

井戸の底からは16,000枚を超す多量の銅銭が出土し、上部は水田化に際して周辺を整理、整地した焼土

を主とする土で埋められていた。この井戸の埋土中の遺物と周辺の整地土中の遺物に接合する個体が存

在することから、この井戸が滅亡時まで機能を果たしていたことは確実である。また多量の銅銭はこう

した埋土の下、底で一括して出土しており、滅亡寸前に意識的にまとめて投げ入れられたと判断される。

この時期として考えられるのは、朝倉氏と運命を共にして一乗谷の町が焼き討ちされる非常時とするの

が妥当であろう。こうした皿期の遺構のO.lmほど下層に位置するのが1I期とした遺構群である。この

II期とした遺構群は主として西南部で顕著であるが黄色土や山土で覆われている。この年代差は明らか

でないが、後述するように屋敷の基本的枠組みとなる北境界の土塁SA3411や屋敷内の構成の主要な要

素である庭園SG3443が皿期にも継続しており、またレベル差も比較的少ないことなどから考えると、

大きな年代差はないのではなかろうか。これに対し 1期とした遺構は断片的な検出にとどまるが、さら

に0.4m程度下層に位置するようで、 1期と 1I期の間には比較的規模の大きな整地があったものと思わ

れる。なお、 II・皿期とした遺構群は基本的には後述する屋敷割りにのるものと判断されるが、 I期と

した遺構については明確ではない。従来より一乗谷内の計画的な町造りが実施されるのは、初代孝景が

越前の実質的な支配者となる文明3年(1471)以降、 16世紀初頭頃と推定されている。これを覆すような

新たな事例は認められない。こうした点から、今回検出した遺構は、所見についての明確な判断材料は

欠くが、文明 3年(1471)以降、滅亡する天正元年(1573)まで、甚本的には16世紀の前半から中期と考え

られる。

地区計画と屋敷

調査区は1I・皿期においては北の土塁SA3411が基準となる。南の境界は未検出であるが調査区の南

端に高さ lm弱の水田境界の石垣が存在すること、また庭園SG3443も築かれていること等からほぼこ

の石垣付近が屋敷境界と考えて良いものと思われる。とすれば、その屋敷間口は45m強となる。

また、東西方向土塁SA3411の東端から南へ延びる南北方向石垣SV3412等が検出された付近を境に

して東西で様相が異なっている。西は東西方向の溝SD3432や石列SV3414等に代表されるような比較

的整然とした遺構が存在するのに対し東には多くの石積施設群が南北に点在している。これまでの調査

成果と合わせ考えると、西は基本的には間口は45mを超し、奥行きは山裾までの50~60mとなる大規模

な屋敷、東は小規模な屋敷が連続すると考えて良いものと思われる。しかしこの地区の北部の西山裾に

展開する大規模な屋敷群に見られたように、直接道路に接し、これに沿う前面を明確に区画する土塁や
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門は検出されていない。この間口45mほどとした西の屋敷への導入路としては第58次調査で検出された

東西方向道路SS3525及び本調査区東端近く中ほどで検出されている道路の可能性のある石列SV 1427 

及び溝SD3436に挟まれた幅2.4mほどの部分が想定されよう。ちなみにこの間隔は33mほどである。

なお、 m期においては石垣SV3412等は埋められ、これに代わって、南北方向の柱穴列SX3468等が東

西を区分する境界遺構であった可能性が強いものと思われる。東半については石積施設群が南北に点在

していることや第31次調査の状況を合わせ考えると、基本的には南北に南から北に流れる一乗谷川に沿っ

て道路が設けられ、これに面する小規模な屋敷が存在したものと考えられよう。だが全体的には敷地に

おいては東西の部分の大きなレベル差はなかったようであり、明確な境界も検出されておらず、何らか

の連続性も想定されよう。

屋敷の構成

II • ill期においては基本構成に大きな変化はないものと思われる。西の大規模屋敷への出入り口とな

る道路としては第58次調査で検出された東西方向道路SS3525及び本調査区東端近く中ほどで検出され

ている道路の可能性のある石列SV1427及び溝SD3436に挟まれた幅2.4mほどの部分であることは前

述した通りである。残念ながら建物礎石の多くは失われているため、詳細な建物の配置や平面構成は判

明しないが、屋敷内は中ほどやや北寄りに東西方向の溝SD3432及び石列SV3414 • 3415等によって南

北に 2分されることがうかがわれる。そして南半部には庭園SG3443が存在し、石積施設は北半に集中

していることも指摘される。またこの時期の大規模な上層階級の屋敷は一般的には大きく接客と主人の

常住の場である「ハレ」の空間（表向）と日常生活においてこれを支える裏方の場としての「ケ」（内向）

に2分されることが明らかにされている。こうした点からこの屋敷においても、南半を「ハレ」の空間

（表向）、北半を「ケ」（内向）と考えて良いものと思われる。こうした想定が許されるならば、南半部

の中心となるのは中ほどの建物SB3439ではなかろうか。そして庭園の北に位置する建物SB3441 • 34 

42はこれに続＜会所的な機能を有する建物と考えられよう。また、ここで検出された庭園SG3443はこ

うした上層階級の屋敷における庭園の実例として貴重なものといえる。なお山裾部、この建物の西に位

置する建物SB3440は連続的に礎石を配しており、こうした例は蔵と推定される場合が多いことがこれ

までの調査で指摘されている。北半の中心となるのは溝SD 3433 • 3434で囲まれた所に存在したと想定

される建物 (SX3460はその一部か）であろう。台所等の機能が想定される。また、出入り口について

は指摘した 2つが存在したとすれば、当然南半に取り付くのが表（門）であり、北半に北から取り付くの

が裏（門）となろう。 11期においてSV3413及びSX3445 • 3447が南北方向の土塁となっていた時は北か

ら中央付近まで南下し、溝SD3432と石列SV3414の間に 1個所の門が設けられていた可能性が強いも

のと思われる。

東半部については、第31次調査区で検出されている東西方向の溝や井戸そして多くの石積施設等と合

わせて考えると、東西方向道路SS3525及び本調査区東端近く中ほどで検出されている道路の可能性の

ある石列SV1427の間は南から12、9、12mの幅に 3分割できるように思われる。しかし、第29• 35 • 36 

次調査区等で見られたようなこうした区画を明確に区分する溝等の遺構は顕著でない。石列SV1427及

び溝SD3436の南部については大きく削平されており、判断材料を欠くが更に南の状況等と照らし合わ

せて考えると、大きな変化はないものと判断される。なお、小区画の中心建物はこれらの区画が面した

と考えられる東の道路側に存在したものと想定されよう。

-49 -



まとめ

以上の諸点をふまえ、本調査で判明したことをまとめると、次のようになろう。

遺構群は基本的には16世紀に位置付けられ、最終は一乗谷の滅亡する天正元年の時点に存在したと判

断されるものであって、これらは大きく 3期に分けられる。そして全体的な考察の可能な後半の 2時期

においては区画割りの大きな変化は認められない。また、屋敷割りの骨格を示す道路は検出されなかっ

たものの、山裾側には、東を正面とした間口が45mを超し奥行きが50~60mの大規模な屋敷が存在する。

この屋敷内は中ほどの東西方向の溝や通路で南北に 2分され、「ハレ」すなわち表向の空間となる南半

にはこうした屋敷の空間構成を考える上で貴重な庭園遺構SG3443が存在する。「ケ」すなわち内向の

空間である北半には石積施設等が配置されている。この大規模屋敷の東には明確な境界遺構は見られな

いが、間口を 9~12mほどとする小規模な屋敷が配置されていたと予想される。だが、これらの小区画

と奥の大規模屋敷との間の境界についてはあいまいな点もあり、なんらかの関係があった可能性を指摘

するに止どめる。
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第16図第57次調査土層図 (1)
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第17図第57次調査土層図 (2)
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第18図第57次調査遺構詳細図(1)
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第57次調査遺構詳細図(2)
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第20図 第57次調査遺構詳細図(3)
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第21図第57次調査遺構詳細図(4)
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第22図 第57次調査遺構詳細図(5)
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第23図第57次調査遺構詳細図(6)
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第24図 第57次調査遺構詳細図(7)
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第25図第57次調査遺構詳細図(8)
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第26図 第57次調査遺構詳細図(9)
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第57次調査・

調査区中景

（南西から）

（南から）

（南東から）



第57次調査・
調査区中景

調査区西半

（南から）

調査区中央

（南から）
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第57次調査・

調査区中景

調査区東半

（北から）

調査区西半

（北から）



第57次調査・

主要遺構

溝SD3432及び

SV3414 
（東から）

SX3452及び

SX3459 
（東から）

石列SV3412・
列SV3413及び

溝SD3432
（南から）



第57次調査・

主要遺構

土塁SA3 41 1 
（東から）

SX3476及び

SX3477 
（北から）



第57次調査・

南西隅建物群

S83440及び

S83441 
（南から）

庭園SG3443
（北から）

同上

（西から）



第57次調査・各遺構

石列SV3415及び

石積施設SF3429

（東から）

◄ SF3428（東から）

► SF3425（南から）

◄ SF3426（北から）

► SF3506（西から）



第57次調査・

石積施設

◄ SF3427（北から）

► SF3424（東から）

◄ SF3423（西から）

► F1467（西から）

SF3430 
（西から）



第57次調査・

井戸

◄
►
 

SE3417 

SF3422（西から）

◄
►
 

SE3416（南から）

3E3418（西から）

◄
►
 

SE3419（南から）

SE3421（北から）
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第28図第57次調査出土遺物(2)
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第29図 第57次調査出土遺物(3)
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第48図第57次調査出土遺物(22)
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5. 第58次調壺遺構（第49~53図， PL.38,.._,43)

ここで取り扱うのは、概要で述べた通り、第57次調査で検出された東西方向の士塁の北面石垣を南辺

とし、この北に位置する南北21rn、東西58rnの範囲である。当然中心は第58次調査により検出した遺構

であるが、東端部に昭和53年の道路改良工事に伴う事前調査として実施した第31次調査で検出した遺構

を含むほか、この調査に先行して実施した第57次調査により検出した遺構のうち東西方向土塁北面石垣

以北のものも含めて述べる。

主な遺構としては、道路 1、石列及び石垣4、溝5、礎石建物 2、井戸4、石積施設2等があげられ

る。遺構の残存状況は良好とはいえず、不明確な点も残されているが基本的には第57次調査区同様 3時

期に区分できるものと思われる。これを下層から順次 I• II・皿期とする。皿期は水田耕作土直下で検

出された遺構群であり、朝倉氏滅亡時に存在したものと考えられる。土層等から、この皿期の整地に際

しては広範囲に深さ0.5rn程度に大きく掘り込み、礫石混じりの土砂で埋めたことがうかがわれ、これ

によって先行する I• II期の遺構の多くは削平されている。断片的に残された遺構で見ると、皿期と 1I

期のレベル差は0.2rn前後、 II期と 1期のレベル差は0.4rn前後と推定される。

なお、記述で用いる方位は、おおよそのものであって、谷の中ほどの一乗谷川を基準とするもので、

これを南北方向軸、すなわち、南から北に流れるものと考える。この調査区では一乗谷川側が東、山側

が西となる。ちなみに国土座標第V1系方位に従えば、第57次調査区との境となる東西方向士塁の北面石

垣の方位はE20° Sとなる。また遺構平面図等に記した数値は国土座標第V1系に基づく位置を示してい

る。

SS3525 調査区東半部中ほどで検出された東西方向の道路。基本的にはI1期の遺構と考えられるが、

m期においても存在した可能性が強いものと思われる。この道路の南の路肩となるのが石列SV1426、

北の路肩となるのが溝SD3519である。検出長は20mほどである。幅は西半で2.4mである。東半は少

し狭まるようであるが、北の溝が失われているため明らかでない。この道路を横断する南北方向の溝が

いくつか検出されている。また、道路面には砂利とともに礫石も敷き込まれている。道路面は第57次調

査で検出されている南北方向の石垣SV3412の延長線上の西では不明確となる。また南の石列SV 1426 

もここまでであり、そして前述した南北方向の石垣SV3412の延長線上には石の集まり SX3537も存在

する。こうした点を合わせて考えると、この道路は南に折れ、第57次調査で検出されている大規模な屋

敷の北東端に取り付いていた可能性が強いものと思われる。

S V1426 調査区東半部中ほどで検出された東西方向道路SS3525の南を限る石列で東半はすでに第31

次調査において検出されていた。基本的には I1期の遺構と考えられる。検出長は20mほど。径0.5m程

度のやや大振りな石を北に面を持って 1段並べるもので、これを境にして道路側が0.2~0.3m低くなる。

S V3510 調査区東半部北寄りで検出された南北方向の石列。基本的にはI1期の遺構と考えられる。北

端は石積施設SF3517の東面とつながる。ここが水田畦畔となっていたこともあって乱れており、不明

な点もあるが、東に面を持ち、これを境に東西に若干の段差があったものと思われる。

S V3511 • 3512 調査区の北端に位置する西半は南に振れるが基本的には東西方向の石列。 1.5mほど

離れてほぼ平行し、北に位置するのがSV3512、南に位置するのがSV3511。水田畦畔及び水路として
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利用されていたこともあって、その際の改修部もあり、不明な点も残されているが、基本的にはともに

m期の遺構と考えられる。 SV3512は、面は北にあったものと推定されるが、これが東西方向の水路の

北側石として利用されたため、本来の裏込め土の大半が失われ、石垣の裏側が露出していた。この石列

を境に南北の遺構面に0.3m程度のレベル差があったものと推定され、墓本的には区画を定める境界遺

構と考えられる。この石列と第57次調査区との境である東西方向土塁SA3411の間隔は平行する東半で

は21mである。用いられている石は径0.5m前後でやや大振りであり、東端近くでは一部 2段に積まれ

ている。南に位置する SV3511は大半の石が微妙にずれているようであって、南北どちらに面があった

のか明確でない点も残る。南に面があったとすれば、この平行する 2つの石列は、幅1.5mほどの塀の

基礎部としての土塁と考えられよう。なお、この 2つの石列SV3511 • 3512の基底面は南の石列sv

3511がO.lmほど高いように見受けられる。

S D3519 調査区東半部中ほどで検出された東西方向の溝。道路SS3525の北側溝である。基本的には

11期の遺構と考えられる。検出長は10mほどであって、幅0.2~0.3m、深さ 0.2mの規模である。径0.2

~0.3mの石を並べている。

S D3520 調査区東半部東端近くで検出された南北方向の溝。東西方向道路SS3525の上で断片的に検

出されたもので、北は削平されており、検出長は0.7m、幅は0.2mほど。基本的には11期の遺構と考え

られる。

S D3521 調査区東半部東端近くで検出された南北方向の溝。検出長は2.lm、幅は0.2m。基本的には

11期の遺構と考えられる。北はSD3520同様削平されている。南は道路の南路肩の石列SV1426を越え

てlmほど南へ延びている。 SD3520との間隔は2.7m。

S D3522 調査区東半部中ほどで検出された南北方向の溝。検出長は5.5m、幅は0.2mで北端で道路側

溝SD3519に合流する。基本的には11期の遺構と考えられる。道路の南路肩の石列SV1426を境にして

0.2mほど段差があり、さらに南へ3.5mほど延びている。東の SD3521との間隔は3.3m。径0.3m程度

の石を並べているが、石列SV1426を境にして道路面部が若干小振りである。

S D3523 調査区北端近くに位置する東西方向の溝。前述した石列SV3511とSV3512の間に存在する

が、後世の水田化に伴う水路と考えられる。

S 83437 調査区南辺西寄りで検出された礎石建物。 m期の遺構。東西方向土塁SA3411の北面石垣裾

から lmほど離れて建物南辺と考えられる礎石のみが東西に一列検出されている。上面も扁平であり、

径も0.3~0.5mと比較的しっかりとした石を用いている。基本となる礎石の間隔は西から2.7m、1.9m、

1.9mほどであり、中間にもやや小振りな石が配されている。これは尺に直せば、ほぼ 9尺、 6.2尺、

6.2尺に当たる。こうしたことから、基本寸法としての 1間は 6.2尺(1.88m)程度と推定されよう。また、

西の2.7m部分には南に0.5m弱離れて平行する礎石があるが、縁の束を受けるものと推定される。

S 83524 調査区西半やや北寄りで検出された礎石建物。 m期の遺構。東南部を除き、比較的良く礎石

が残り、その規模は東西、南北ともに3.6mである。礎石は径0.3~0.5mのものを用い、多くは0.6m間

隔で配置されている。これまでの調査においてもこのように方形で密に礎石を配するという共通点を持

つ建物の例も散見されており、多くが蔵と推定されている。この建物もこうした可能性が高い。なお、

この建物の1.5m東及び0.3m西に南北方向に平行する石列が見られるが、それぞれ簡易な基壇状の遺構

の一部と考えられ、東には庇が設けられていたものと考えられる。

S E3513 調査区東半部中ほどで検出された井戸。天端石を欠き、不明な点も残るが基本的には 11期の
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遺構と考えられる。内径は0.7mほどである。

S E3514 調査区中ほどで検出された井戸。後世の削平を受け、礫石等で埋められた面で検出されてお

り、上部を欠くため時期については明確でない。 11期ないし皿期の遺構と考えられる。内径は0.9mほ

どで、深さは1.9mと浅い。

S E3515 調査区西半部やや北寄りで検出された井戸。天端石を欠くが、基本的には頂期の遺構と考え

られる。内径は0.8mほどで、深さは2.4mと比較的浅い。

S E3516 調査区西半部中ほどで検出された井戸。天端石を欠き、また、上部 2~3石は積み方が異な

るように見受けられる。検出面から考えると基本的には皿期の遺構であるが、 11期に存在したものを嵩

上げし、皿期にも存続した可能性が考えられる。内径は0.8mほどで、深さは2.5mと比較的浅い。

S F3517 調査区東半部北端近くで検出された石積施設。天端石を欠くが11期の遺構と考えられる。東

西、南北ともに1.5mほどの規模を持ち、比較的大きい。側面の石積みは 2~3段で、深さは約0.6m。

S F3518 調査区東半部南寄りで検出された石積施設。南北l.lm、東西1.2mの規模で、南面は石積を

一部欠くが、深さは0.25mほどで、全体に比較的大きな石を 1段を基本として並べている。 11期の遺構

と考えられる。

SX3526 調査区東半部北端で検出された石敷。全体は矩形で、東西3.8m、南北1.4mの範囲に径0.2~

0.4mの扁平な自然石を敷き並べている。 1期の遺構と考えられる。

S X 3527 • 3528 いずれも調査区東半部北端の石積施設SF3517の周囲に存在する石の集まり。性格等

は明らかでない。

S X 3529 • 3530 ともに調査区東半部北端で検出された石敷SX3526の南に存在する東西方向の石列状

遺構。石敷SX3526に接するように存在するのがSX3529で、径0.2m程度の石を並べており、検出長

は1.4mほど。北に面があるようにも見受けられる。 この0.9m南に平行するように存在するのが SX

3530で、径0.3m程度の石を並べており、検出長は lmほど。北に面を持つ。 1期の遺構と考えられる。

性格等は明らかでない。

SX3531 調査区東半部中ほどやや北寄りで検出された石の集まり。基本的には11期の遺構と考えられ

るが不明な点も残されている。

SX3532 調査区東半部中ほどやや北寄りで検出された方形の土壊。東西、南北とも約1.2m、深さは

0.25mほど。 11期の遺構と考えられる。

SX3533 調査区東半部中ほど、東西方向溝SD3519に沿って北に存在する石列状遺構。 11期の遺構。

SX3534 調査区東半部中ほど東寄り、東西方向道路SS3525路面上に道路を横断する溝SD3522を挟

んで存在する石の集まり。面等はそろっておらず、性格等は明らかでない。

S X 3535 • 3536 ともに調査区東半部中ほど南寄りで検出された石列状遺構。 11期の遺構と考えられる。

S X3535は南北方向で、西に面を持って径0.3mほどの石を1.5mほど並べている。 SX3536は東西方向

で、径0.2mほどの石を1.2mほど並べており、南に面があるように見受けられる。

SX3537 調査区東半部中ほどで検出された石の集まり。東西方向道路SS3525の西端近くで、南石列

S V1426を切るように南北に見られるが、詳細は不明。

S X 3538 • 3539 ともに調査区北辺中ほどで検出された遺構。石列SV3512の東端に位置し、 SX3538 

は南に面を持つように東西に若干並ぶ石とこの東端から南に曲がる石から構成され、 1期の遺構と考え

られる。 SX3539は石列SV3512を切るように存在する南北方向の溝状の遺構。西側に並ぶ石は明確に
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東に面を持つが、東側の石については明確でない。 11期の遺構と考えられるが不明な点もある。

SX3540 調査区中ほど北寄りで検出された石の集まり。皿期の遺構と考えられるが詳細は明らかでな

い。

SX3541 調査区北辺中ほどで検出された遺構。比較的大きく扁平な石が集中するが詳細は明らかでな

い。

SX3542 調査区の中ほどで検出された遺構。扁平な石は礎石と推定される。この西北には列状に並ぶ

石が見られる。皿期の遺構と考えられるが、いずれも断片的なもので詳細は明らかでない。

S X 3543~3547 いずれも調査区中ほどで検出された石が集中して見られる遺構。断片的なもので詳細

は明らかでない。

SX3548 調査区西半部北よりの建物SB3524の西に断片的に残る石列。皿期の遺構。西に面を持ち、

建物との距離も0.3mほどと狭いことから、この建物の簡易な基壇的な石列の一部と考えられる。

S X3549~3551 調査区北西寄りで検出された石が集中して見られる遺構。断片的なもので詳細は明ら

かでない。

S X 3552 • 3553 調査区北西隅近くで検出された石が集中して見られる遺構。断片的なもので詳細は明

らかでない。

S X 3554~3556 調査区西半部南寄りで検出された遺構。一部石が並ぶようにも見受けられるが断片的

なものであって、詳細は明らかでない。

S X3557~3559 調査区西半部中ほどで検出された礎石の一部と考えられる石群。断片的であるため、

詳細については明らかでない。
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3. 第58次調査遺物（第54~57図， PL.44,_,47) 

本調査で出土した遺物の総点数は表4に示すように16,707点を数え、これを調査面積1,310nfに対す

る1nfあたりの平均出土点数を求めると12.75点となる。これは隣接する調査区である57次調査の29.99

点と比較すると著しく低い数値に見られるが、本遺跡全体で捉えたばあい平均的なものである。

本稿における遺物についての分類は、越前焼大甕・揺鉢は『県道鯖江・美山線改良工事に伴なう発掘

調査報告書』 1983、土師質皿は『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告 I』1979、染付は小野正敏

「15、16世紀の染付碗、皿の分類とその年代」「貿易陶磁研究2」1982日本貿易陶磁研究会によった。

表土層出土遺物（第54図， PL.44)

調査区全体を覆う表土層出土品であり、狭義の表土とその下に認められる旧水田面のいわゆる床土を

も表土として扱っている。極めて移動性の高い遺物群である。これらの除去をおこなうと皿期の遺構面

を確認することができる。

越前焼 越前焼には甕・揺鉢・鉢が認められる。 (1000~1003)は揺鉢であり、 (1000• 1003)は皿群、

(1001・1002)はW群に分類される。 (1004• 1005)は鉢であり、 (1004)は口径18.8cm、(1005)は口径22.6

cmをそれぞれ測る。

土師質土器 (1006)は土師質皿であり C類に属する。 (1007)は羽釜であり体部内面下半には指頭圧痕

器 種 点数 ％ 器 種 点数 ％ 器 種 点数 ％ 

甕 887 碗 197 銅銭 49 
空． 716 皿 94 

金
釘 136 越

鉢 85 青 香炉 14 属 鉄鍋 2 
前

擢鉢 436 鉢・盤 29 製 金具 5 
焼 他 36 

磁 壺・花生 11 他 24 
品

計 2,160 13.0 中 他 3 計 216 1.3 

皿 12,568 計 348 2.1 バンドコ 64 

土 羽釜 38 国 碗 12 風炉 41 
日

土鈴 10 皿 334 
石

硯 18 
師 白

灯芯押え 2 製 杯 12 
製

盤 60 

本
質 他 14 香炉 5 臼 13 

計 12,632 75.6 陶 磁 他 1 砥石 14 
品

碗 53 計 364 2.2 他 87 
製

鉄 皿 6 磁 碗 85 計 297 1.3 

壺 37 染 皿 187 木 箱の底板 1 

陶 釉 他 8 器 杯 3 漆片 1 

計 104 0.6 付 他 2 
製

他 6 

碗 13 計 277 1.7 品 計 8 0.05 
磁 皿 23 華南彩釉陶器 1 雲母 16 

灰
鉢 34 中国他 5 

そ
近世 68 

写.,., 計
の

他
器 釉

48 995 
他

， 
他 8 朝陶 碗 4 計 93 0.6 

計 126 鮮磁 g-g 15 A ロ 計 16,707 100 

香炉 7 製器 他 1 
瓦 火鉢 12 計 20 0.1 

風炉 18 陶磁器計 16,093 
質

他 13 

計 50 0.3 

信楽 1 0.01 

国産他 5 

計 15,078 90.2 

表4 第58次調査出土遺物一覧表
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が認められる。

中国製陶磁器 (1008 • 1009)共に青磁線描蓮弁文碗であり、 (1008)は口径9.5cmを測る。

暗褐色土層出土遺物（第54• 55図， PL44• 45) 

11期遺構面を埋める層であり、 m期遺構面は本層の上に形成される。

越前焼 甕・揺鉢・鉢・壺が認められる。 (1010)は甕 I群に位置づけられ、本遺跡出土の越前焼でも古

相に属する。 (1011・1012)はW群に属するものである。 (1013)はW群の揺鉢であり、播目は縦方向のも

のと半円状のものを組み合わせている。 (1014)は口径25.6cm、器高9.6cmを測る鉢である。 (1015)は口径

8.6cm、器高17cm、胴部最大径16.5cmを測る壺であり、体部外面下半には縦方向の削りをおこなっている。

また、肩部にはヘラ記号を有する。

土師質土器 (1016~1021)はC類であるが、口径により 11cmのもの(1016• 1017)、9cmのもの(1018)、

7 cmのもの(1019~1021)の3種に分類される。 (1022)は口径6.7cm、器高1.5cmを測り、底部が凹状を呈す

るA類である。また、 (1016~1018)は灯明皿に使用されたものと想定され、口縁部にタール状の付着物

が認められる。

瀬戸・美濃焼 (1023)は口径11.8cmを測る鉄釉碗であり、釉はやや厚めに施釉されている。 (1024)はロ

径17.8cmを測る鉄釉皿であり、底部外面を露胎としている。 (1025)は鉄釉茶入であり、削り出し高台を

有している。

中国製陶磁器 中国製陶磁器には青磁と染付を図示することができた。 (1026)は口径13.8cmを測る青磁

線描蓮弁文碗である。 (1027)は口径21cmを測る青磁無文碗である。 (1028)は染付皿であり、底部内面に

は玉取獅子を描いている。 (1029)は染付碗D群であり底部内面には十字花文、体部外面にはアラベスク

文を描いている。 (1030)は小型の染付皿B群であり口径8.3cmを測る。体部外面には牡丹唐草文を描い

ている。

朝鮮製陶磁器 (1031)は口径9.4cm、器高2.7cmを測る皿である。

1期遺構面出土遺物（第55• 56図， PL45• 46) 

1期の遺構が形成される面からの出土遺物群である。

越前焼甕・揺鉢・壺が出土している。 (1032)はW群 Cに分類される甕片である。 (1033~1035)は播鉢

であり、 (1033• 1034)共にW群のものである。 (1034)は口径32.5cm、器高9.5cmを測り、底部内面にも揺

目を有する。 (1035)は口縁部を欠失しているものの、おそらく W群のものと考えられる。割りと使い込

まれており、揺目の摩耗が進んでいる。 (1036)は小型壺であり、口径5cm、器高10.3cm、胴部最大径11.8

cmを測る。体部外面下半は縦方向のヘラ削りをおこなっている。

土師質土器 (1037~1040)は土師質皿であり、共に C類に分類される。体部には指頭圧痕をよく残し

ている。 (1037• 1038)はタール状の付着物が認められることから、灯明皿として使用したものと考えら

れる。

瀬戸・美濃焼 (1041)は口径11.8cmを測る鉄釉碗である。釉はやや薄めに施されている。

中国製陶磁器 中国製陶磁器は白磁・青磁・染付が出土している。 (1042• 1043)は白磁の皿である。

(1042)は口径8.3cm、器高2.9cmを測る。削り出し高台を有し、胎土はやや軟質で釉は乳白色を呈する。

(1043)は口径9cm、器高2.2cmを測り、挟り高台を持つタイプである。このタイプは本遺跡出土の白磁皿

の中では古相に属する。 (1044~1049)は青磁である。 (1044)は口径16cmを測る無文碗である。体部の立

ち上がり角度は弱く、器厚はやや薄く、口唇部は先細りする。 (1045)は口径13.2cmを測る無文碗であり、
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ロ唇部は肥厚する。 (1046)は口径15.2cmを測る雷文帯碗である。 (1047)は口径13.1cmを測る線描蓮弁文

碗であり、口唇部断面形態は角形を呈する。 (1048)は口径11cmを測る線描蓮弁文碗である。 (1049)はロ

径11cmを測る無文皿であり、内湾気味に立ち上がった体部は頸部で外方へ屈曲し口縁部へ至る。 (1050

~1052)は染付である。 (1050)は口径11.5cmを測り、体部外面には草花文を描く。 (1051)は口径12.8cmを

測る端反りのB群であり、体部外面には牡丹唐草文、底部内面には玉取獅子を描いている。 (1052)はロ

径10.4cm、器高3.2cmを測る碁笥底の皿c群であるが、端反りとなっている点が通有のC群と異なってい

る。体部外面には退化した唐草文を描き、底部内面には捻花文を描いている。

朝鮮製陶磁器 (1053)は口径6.8cmを測る壺であり、おそらく徳利形を呈するものと想定される。

S D3519出土遺物（第56図）

越前焼 (1054)はIV群に属する揺鉢である。

S D3523出土遺物（第56• 第57図， PL46 • 47) 

越前焼 越前焼は壺・擢鉢・鉢・桶が認められる。 (1055)はなで肩タイプの壺である。播鉢は皿群のも

の (1057)とIV群のもの (1056• 1063)の2種が認められ、 (1063)は口径42cm、器高15.9cmを測る。よく使

い込まれており、播目は摩耗が進んでいる。 (1058~1060)は鉢であり、 (1058)は口径25.6cm、器高6.9cm

を測る揺鉢形態の鉢である。 (1059)は口径14.4cm、器高6.8を測り、体部は内湾しながら口縁部へ至り口

縁部には段を作る。 (1060)は口径19.6を測り体部は球形を呈する鉢である。腰部には1条の凸帯を有す

る。 (1061)は桶である。

S E3514出土遺物（第57図）

瀬戸・美濃焼 (1064)は鉄釉香炉であり、口径10cm、器高4.3cmを測る。口縁部内面から腰部外面にか

けて施釉されている。

S E3515出土遺物（第56図， PL46)

越前焼 (1062)は揺鉢であり、播目の間隔は密である。

SF3517出土遺物（第57図， PL47)

土師質土器 (1065)は口径9.6cm、器高 2cmを測る C類であり、内面にはタール状の付着物が認められ

る。

金属製品 (1066)は口径11.1cm、器高2.9cmを測る銅製の燭台と想定される。器厚は薄く底部内面には

突起を有する。

X16地区ピット出土遺物（第57図， PL47)

中国製陶磁器 (1067)は口径18.8cm、器高4cmを測る白磁皿である。 (1068 • 1069)は染付皿であり、

(1068)は口径9.2cm、器高2.3cmを測る E群である。 (1069)は口径9cm、器高1.8cmを測る B群であり、体

部外面には牡丹唐草文を描いている。
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7. 第58次調査小結

遺構

検出された各遺構について前項において主として若干の検討を含めた個別の解説を行った。遺構の残

存状況が良好とはいえず、また多くが断片的なものであって、不明な点も多いが、ここではその全体を

通した若干の考察を加え、まとめとする。

遺構の年代

各遺構は基本的に 1・II• illの3期に区分できることは前述した通りで、水田直下に存在する皿期の

遺構群が織田信長軍の攻撃を受けて朝倉氏の支配拠点としての一乗谷の町が滅亡した天正元年の時点に

おいて存在したと考えられるものである。これに先行する I• II期の遺構群については判断材料を欠く

が、遺物、遺構とも大きな差は認められないことから、従来の調査で想定されているように、この一乗

谷を支配拠点と定め、都市としての整備を進めることとなった文明 3年以後に造られたものとして良い

ものと考えられる。

構成

対象とした地区の構成を考える上でまず基本とすべき点は、境界となる遺構の有無であろう。南を限

るのは先行する調査区でみられた大きく屋敷を区画する東西方向の土塁SA3411である。北については

西半部のみの検出であるが、調査区北辺近くで検出されている二つの石列SV3511 • 3512を境界遺構と

して良いものと考える。このほぼ平行する南北二つの境界遺構の間隔は約21m(70尺）である。しかしこ

の境界遺構は調査区の東半には延びていない。この東半部において最も重要な遺構は、東半部の中ほど

を東西に横切る道路SS3525であろう。この道路は調査区の東端近くで若干明瞭さを欠くものの、南辺

となる石列SV1426に明確に示されるように東へさらに延びている。これに対し、西は前項で述べた通

り、南辺となる石列SV1426、北辺となる溝SD3517とも、先行する調査区でみられた大きく屋敷を区

画すると考えられる南北方向の石垣SV3412の延長線を境としてこの西では道路面とともにもはや検出

されていない。削平されたこともあって明確な遺構は存在しないが、第57次調査で指摘したように南北

方向の石垣SV3412の西上面が北に傾斜していること等から、これが通路の可能性もあり、この山裾に

存在した大規模屋敷への通路と道路SS3525がつながっていた可能性は強いと考えられるが、さらに西

へ延びることはないものと考えて良いものと思われる。こうしたことから、この調査区は道路SS 3525 

の西端あたりで大きく東西に二分できるものと思われる。

こうした想定が許されるならば、調査区の主要部である西半部への基本となるアプローチは東西方向

道路SS3525のみとなる。その敷地間口も70尺と比較的大きく、これをさらに分割すると考えられる遺

構は検出されていない。また注目すべき遺構として調査区やや北西寄りで検出されている建物SB3524 

が存在する。この建物は礎石配列等から蔵の可能性が高いことを前項で指摘した。またこの建物の東南

部にも断片的ではあるが建物礎石群SX3557~3559もみられる。こうした点から、この西半部は塀等の

正面となる明確な境界設備は見られないものの、蔵を持ち、複数の建物から構成される比較的大きな屋

敷と考えて良いものと思われる。

これに対し、東半部においては、この東西方向道路へのアプローチと、一乗谷川沿いに存在したと考
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えられる南北方向の道路からのアプローチの二つのケースが想定される。いずれにしても東半部は中央

の東西方向道路SS3525で南北に二分される。また、南北方向の溝SD3522や石列SV3510が存在する

ことから、これらによって再分割されていたことも想定できる。なお、この場合は東西方向道路へのア

プローチが基本と考えられる。このように西半部は調査区全体を 1区画とするのに対し、東半部は小規

模な区画に分割されている点で違いを見せている。

まとめ

以上の諸点をふまえ、本調査で判明したことをまとめると、次のようになろう。

遺構群は基本的に 3時期に分けられ、その上層に位置する最終面を一乗谷の町が滅亡する天正元年と

するものである。また、調査区は大きく東西に二分され、西山裾には東から延びる東西方向道路を導入

路とした間口70尺の比較的大きな区画があり、ここには蔵と考えられる建物も存在する。これに対し、

東半部にはこの中央に存在する道路に面した複数の小規模な区画が存在する。
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第49図第58次調査土層図
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第50図第58次調査遺構詳細図(10)
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第58次調査遺構詳細図(11)
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第52図 第58次調査遺構詳細図(12)
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第58次調査遺構詳細図(13)
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第58次調査・

調査区全景
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第58次調査・

調査区中景

調査区中央

（東から）
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（北から）

調査区中央

（北から）
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第58次調査・

主要遺構

◄ 道路SS3525及び

石敷SX1496
（東から）

► 礎石建物S83437
（東から）

礎石建物S83437
（北から）

石敷SX3526及び

石積施設SF3517
（東から）



第58次調査・主要遺構

道路SS3525及び

溝SD35 1 9 （西から）

調査区北東隅

（西から）

石列SV3512
（東から）



SE3516（東から）

第58次調査・

石積施設及び

井戸

~ SF1465 
（東から）

▲ SF1463 
（北から）

◄ SF3518 
（西から）

► SE3513 
（西から）

◄ SE3514 
（西から）

► SE3515 
（東から）
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表土層

第58次調査出土遺物(1)
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第55図 第58次調査出土遺物(2)
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IV 第 83 次調壺



IV 第83次調査

1. 調査の経過と概要

本調査の対象とした地区は、前項の第57• 58次調査区と同様、特別史跡に指定された「城戸ノ内」の

南寄りにあり 、朝倉館や諏訪館のある地区とは、一乗谷川を挟んで西側の対岸にあたる。前項の第57• 

58次調査区の北隣に位置する。

一乗谷朝倉氏遺跡では「一乗谷古絵図」や字名等によ って推測さ れる重臣クラスの武家屋敷が連続し

ている字「斉藤」 地係から字「平井」地係にかけての一帯について、史跡公園作りのひとつの拠点とし

て又城下町の実態解明のために一連の発掘調査を実施してきている。即ち第10• 11次を皮切りとして第

15 • 24 • 25 • 29 • 30 • 54 • 57 • 58 • 77 • 78次の各調査である。これ らの調査によって計画的な町造りの

挿図10 第83次調査区周辺地形図 (1/2000)
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様子をうかがう良好な遺構を広範囲にわたって検出することができた（『報告書II』1998、『報告書w』

1993、『報告書V』1995)。

そうした成果に基づいて、骨格となる南北方向の道路を中心とした当時の町並を立体的に再現しよう

とする「町並立体復原事業」が計画され、平成 3年にはこの事業がスタートした。こうした中で事業実

施区域内にあって、未調査部を解消し総合的な活用をはかるために計画されたのが本調沓である。

調査区は、福井市城戸ノ内町字川合殿地係、南北約36m、東西約38m、面積 1,300面として設定した。

調査地周辺の地形をみてみると、谷の平地部は幅130mと最も狭い上城戸が設けられた地点から幅300m

ほどとなる中央部に向かって徐々に広がりをみせており、このあたりでは幅150mほどである。一乗谷

川は平地部の東端近くを南からやや東に振りながら北へ流れている。東岸は山城近くに水源を発した沢

によって発達した扇状地形が見られる。また、調査区の位置する西岸は100mほどの幅を持ち、西側の

やや北寄りに小さな沢があって、土砂の押し出しがみられる。調査区は畦畔によって小規模な 6区画の

水田に分かれているが、基本的には山裾となる西が高い。海抜高は53.9~54.5mである。

調査は、機械を用いて先行する調査の廃棄土を除去した後、第82次調査の終了を待って平成 5年 8月

23日に開始し、ベルトコンベアーを用いて残された廃棄土と耕作土を除去することから始め、この作業

に約 1ヶ月を要した。引き続き東から順次遺構検出を進めた。大規模な建物跡や蔵と推定される建物跡

等が良好に残されていることが判明した。 11月7日に基本的な遺構検出作業を終え、 11月11・12日には

遺構の写真撮影を行った。そして同年11月17日に第82次調査区と併せて、遺構平面図作成のためのヘリ

コプターによる航空写真測量を実施した。引き続き若干の補足調査や士層図作成等の作業及び遺構保護

のための埋め戻しを行い、 12月25日に現場作業を終了した。

調査区全体の遺構の残存状況は良好で、正面となる南北方向の土塁の中ほどには東西方向の道路が引

き込まれており、ここに屋敷内に入り込んで二つの門が設けられていたこと、その内部には大規模な建

物（東西12.3m、南北13.2m)や蔵が配されていたこと等が判明し、大規模屋敷の構成を知る上で貴重

な資料を得ることができた。
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第83次調査日誌抄

中国製躙磁器8月23日～11月17日

8.23 調査開始。ベルトコンベアーを用いて

耕作土及び先行する第77• 78次調査廃

土の除去作業。

9.27 耕作上等の除去作業ほぽ終了。

29 東の南北方向土塁から西へ向か って遺

構検出作業開始。

10. 1 床土下の焼土を除去し、小土塁SA433 

2、建物SB 4339 • 4340や北部で小砂利

敷SG4366検出。

5 建物SB4338の規模判明。井戸SE435 

2検出。

金属製甜 溝SD4334、石積施設SF4350等検出。

12 北境界の東西方向土塁 SA4331の検出

作業。

13 西端で石敷SX4356を持つ建物SB434 

1検出。

18 建物SB4341の全体解明のため、休憩
S X4358出舟導凱 、作業道具小屋等を移転し、

越前焼 山裾の園路の一部も掘削することに決

定。

20 建物SB4341の詳細が判明し、蔵と推定

される。また、越前焼大甕を埋めた遺構

S X4358検出。

21 建物SB4341の写真撮影。

円形の石積施設SF4352検出。

28 上層の遺構検出を終了し、下層の遺構検

出に着手。

11. 2 門SI 4344 • 4345の詳細を確認する。

また、この内側に通路と推定される砂利

敷を検出。

8~10 写真撮影のための清掃作業。

11•12 写真撮影。

17 遺構平面図作成のためのヘリコプターに

よる空中写真撮影実施。

18 補足調査及び土層図作成。

上記作業終了後、遺構保護のための一部

埋め戻し作業実施 (12月25日まで）。

39 3,8 3,7 36 35 34 33 32 3i1 3_0 29 28 27 26 25 
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S D4333出土遺物

挿図11 第83次調査区グリッド設定図
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2. 遺 構 （第58,.-.,62図 PL.48,.-.,53)

ここで取り扱うのは、昭和53年に実施した第30次調査で一部を検出している南北方向の土塁の西に位

置し、南は昭和62年実施の第58次調査区、北は平成4年実施の第78次調査区に挟まれた東西幅約37m、

南北幅は東で約38m西で約28m、一部西山裾部に拡張部を持つ調査区で検出さ れた遺構である。主な遺

構としては土塁 4、溝 5、庭園 1、門 2、建物 7、井戸 2、石積施設 6等があげられる。これらの遺構

は検出面によって 3期に分類できるが、そのレベル差はいずれもO.lm程度と少ない。上層遺構は大半

が削平されたと考えられ、断片的である。これに対 し、その下層の遺構は良好にのこされている。この

ため、保存を前提とするこの調査の性格上最下層に属する遺構は部分的な検出に止まる。これを下から

順次 I• II・皿期とする。耕作土の下には一部に遺構は見られるものの全面に焼土が検出された。これ

が11I期の遺構を造るにあたっての整地と考え られ、II期の遺構群は基本的にはこの焼土の下から検出さ

れたものである。

なお、この記述で用いる方位は、谷の中ほどを流れる一乗谷川を基準とし、南から北へ向かうものと

するおおよそのものであって、国土座標第V1系に従えば、 屋敷正面となる北半の土塁東石垣ラインはN

10° Eとなる。また遺構平面図等に記した数値は国土座標第V1系に基づく位置を示すものである。

SA1181 調査区の東端北半に位置する南北方向の土塁。本調査区とした屋敷の前面、中ほどに設けら

れた門から北の部分で、土塀の基礎部と考えられる。 I•Il•ill期を通じて存在したと考えられる。外

側となる東面の石垣は第30次調査で検出されており 、下部の 1~ 2石が高さ 0.3mほど残されている 。

そして石垣に沿って溝SD1184が存在する。これに対し、内側は一部に石列が見られるのみである。こ

うした石列から幅は1.2mと考えられる。この土塁の南端から後述する屋敷の北境界となる東西方向土

塁SA4331の内までの長さは約15mである。

SA4330 調査区の東端南半に位置す る南北方向の土塁。本調査区とした屋敷の前面、中ほどに設けら

れた門から南の部分である。北の土塁SA1181同様土塀の基礎部で、 I•Il•ill期を通じて存在したと

考えられる。外側となる東面の石垣は第30次調査で検出されていたが、今回の調査で東から延びてきた

道路SS 1180に開く門が屋敷内に入り込み、前面土塁は南北に分離されることとなった。その方向も内

に約 9°折れている。幅は1.2mと考えられるが東面の石垣は北の土塁SA1181ほど良好ではない。また

東面には溝SD1185が存在する。

S A4331 調査区の北端に位置する東西方阿の土塁。本調査区とした屋敷の北を限る遺構で、士塀の某

礎部と考えられる。 I •Il•ill期を通じて存在したと考えられる。前面北半土塁 SA1181とはほぼ90°

でつながる。15m西で約 9°内に折れ、西へ延びる。幅はlmほど。南北両面とも下部の 1~ 2石が高さ

0.3mほど残されているが、その基底面は若干北が低い。屋敷内側である南面の石垣の基底面は、 Il期

の整地面から約0.15m下である。なお、当時の整地面は山裾の西から東へ 1/100ほどの勾配を持つた

め、西の山裾付近では石垣は失われている。

S A4332 調査区中央東半で検出された東西方向の土塁。基本的には Il期の遺構であるが、 m期に も存

在した可能性が残されている。後述する門SI 4345と建物SB4338の間 9m程に設けられている。南に

は溝SD4333が存在し、この土塁南面は溝側石を兼ねる。残存する石は 1段で、幅は約 lm。屋敷内の
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目隠しを兼ねた仕切り土塀の基礎部と考えられる。

S A4362 調査区南半西寄りで検出された南北に並ぶヒ°ット列。 II期の遺構と考えられる。ビットの径

は0.5m、深さは0.15m程度であって、 9mにわたって 7個検出されており 、その間隔は一定しないが

lm程度が基本である。掘立柱の掘り方と考えられ、目隠しの塀と推定される。

S S4381 調査区中ほどで検出された東西方向の通路。焼土で覆われており、基本的には II期の遺構と

考えられる。屋敷の中央に存在する東西方向の溝SD4333の南にあり、門の内側から20mほどにわたり

砂利敷面がみられる。南辺を明確に示す遺構はないが、幅は 2~3mと考えられる。

S D4333 調査区を南北に二分してほぼ中央を西から東へ流れる東西方向の溝。南の通路SS4381同様

焼土で覆われており、基本的には II期の遺構と考えられる。調査区の西端から前面土塁SA1181の東面

に沿う溝SD1184までの41mを検出した。土塁SA4332の西端、東端から13mほどの所で約 70南に折

れる。内法幅は0.2m、深さは0.15mほどである。西部を除く中央部及び東部の側石は径0.3~0.5mと比

較的大振りな石を用いている。

S D4334 調査区北半西寄りで検出された南北方向の溝。基本的には II期の遺構と考えられる。検出長

は6m、内法幅0.25m、深さO.lmほど。東の建物SB4338の雨落ち溝と考えられる。

S D4335 調査区北半西端近くで検出された南北方向の溝。基本的には II期の遺構と考えられる。検出

長は 6m、内法幅0.2m、深さO.lmほど。南端で東西方向の溝SD4333とつながる。北に存在する井戸

S E4347に伴う排水のための溝と考えられる。

S D4336 調査区南半西寄りで検出された南北方向の溝。基本的には II期の遺構と考えられる。検出長

は6m、内法幅0.25m、深さO.lmほど。北端で東西方向の溝SD4333とつながる。この溝との合流部

を除き西側の側石を欠く 。

S D4337 調査区南半やや西寄りで検出された南北方向の溝。基本的には II期の遺構と考えられる。検

出長は lmで短く、内法幅0.3m、深さO.lmほど。北端で東西方向の溝SD4333とつながる。南に存在

する井戸SE4346に伴う排水のための溝と考えられる。

S I 4344 • 4345、SB 4342 • 4343 調査区東端中ほどで検出された門とその建物。いずれも基本的には

改造されながら I•II•ill期を通じて存在したと考えられる。東から延びてきた道路 S S 1180が南北ニ

つに分けられた屋敷の前面土塁 (SA 1181 • 4330、間隔は2.4m)の内に約 3m引き込まれ、この小さ

な場を囲むように北と西に 2つ門が設けられている。北に南面して設けられているのが門 SI 4345とそ

の建物SB4343、西に東面して設けられているのが門 SI 4344とその建物SB4342である。北の門 SI 

4345は、正面向かって右手（東）には土嬰SA1181の端部が、左手（西）には土塁SA4332が存在し、正面

の東西袖石から間口は2.4m(8尺）であることが判明する。また踏石として笏谷石製の板石(1枚は1.5

m X0.3m)を敷く 。この面は門前小広場からO.lm高い。この板石の周囲に焼土面が見られることから

II期においては板石が存在しなかった可能性が強い。また溝にはなんらかの踏板が架けられていたもの

と思われる。門建物SB4343はこの溝から0.9m内に設けられている。東の主柱を受けたと考えられる

礎石と蹴放し下の狭間石が残されている。この礎石は径0.5mほどのしっかりしたものである。また狭

間石は径0.2m程の石で1.2mほどが残存する。他には礎石等は残されていないためこの建物の詳細は明

らかでないが、控え柱を持たない間口 7尺程度の棟門ではなかろうか。西の門SI 4344は、道路と中心

を南にずらして相対し、門前小広場からO.lm高い。残存する門正面の蹴上石及び後述する門建物から、

間口は 7尺と推定される。また、この門の向端から東へ延びる石列の一部SX4383が見られ、この小広
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場の南にも東の前面土塁SA4330との間をふさぐ土塁があったものと推定される。門建物SB4342は正

面の蹴上石前面から0.7mほど内に設けられている。約 2mの間隔で南北二つの礎石が残されている。

径は0.4m程度で北の門建物SB4343に比べて間口、用いる礎石ともにやや小振りである。控え柱を持

たない間口6.5尺程度の棟門と推定される。

S 84338 調査区北半中央部で検出された礎石建物。礎石の多くは焼土で覆われており、基本的には II

期の遺構と考えられる。東西12.2m、南北13.2mと大規模なものである。ほぼ礎石は残されているもの

と考えられる。この礎石配列から想定される建物平面を見てみよう。まずその間隔から基本となる柱問

寸法は 1間6.2尺(1.88m)と考えられる。次に目に付くのが南北の中ほどの東西に通る礎石列である。

この礎石列によって建物は 4間と 3間に大きく南北に 2分されると考えられる。そして、中ほどの1.5

尺と狭い間限の南北の礎石列が見られる所でさらに東西に 2分されるものと考えられる。また、この北

半の部分は東西端の間がそれぞれ3.5尺、 4尺幅と変則で、これは入側の広縁と考えられよう。建物の

東面北に後述する平庭SG4366が存在しており、この東側は屋敷の正面側であることを考慮すれば、東

半の東西 2間x南北3.5間の部屋が主座敷と考えられ、西の1.5尺間は押板部、また建物の中央東半の幅

0.5間は西半部への連絡部と考えられる。とすれば西半は屋敷の主人の常の間となろう。これに対し南

半は、中ほど東半の幅l間を除き大きく区分する礎石配置は見られない。そして南辺やや西寄りに囲炉

裏跡と考えられる東西1.5mX南北 lmの遺構SX4373が、この西にも石の並ぶ遺構 SX4374が存在し

ている。こうしたことからこの南半は台所的な場であった可能性が強いものと考えられる。こうした想

定が許されるならば、中ほど東半の幅 1間は広い内縁となり、ここを除いて上間ないし転ばし根太等を

用いた低い床が基本と考えられる。また、南辺西端近くに出入口も想定される。

S 84339 調査区北半東寄りで検出された礎石建物。西の大規模な建物SB4338と方位をそろえており、

基本的には II期の遺構と考えられる。礎石とその抜取り跡から構成され、東の建物SB4340とをつなぐ

廊状の建物、あるいは西の大規模な建物SB4338の突出部であったことも考えられる。

S 84340 調査区北東部で検出された礎石建物。基本的には II期の遺構と考えられるが、西の大規模な

建物SB4338と方位が異なり、北の境界土塁SA4331の東部と平行している。礎石は断片的で詳細は明

らかでない。

S 84341 (S X4356 • S V 4354)、SV 4355 • S X4357 調査区西端南寄りで検出し、拡張トレンチによ

り全体像が判明した建物とこれに伴う遺構。 II期に造られ、改修を経てm期にも存在したと考えられる。

全体が厚い焼土で覆われ極めて良好に遺構が残されていた。屋敷を南北に分ける中央の東西方向溝SD

4333の西端、南に位置する。中心となる建物が SB4341、この建物内に存在する石敷遺構がSX4356、

周囲を取り巻く一回り大きい基壇部が SV 4355、さらに外側、西と南に存在する石列が SV 4354、建物

への通路状の石敷遺構がSX4357である。建物SB4341は東西5.7m、南北3.8mの規模である。基準と

なる柱間寸法は 1間が1.91m(6.3尺）程度とする 3間X 2間と考えられ、ほぼ半間毎に柱が配置されて

いる。南面中ほどやや東寄りに踏石と推定される大振りな石が据えられていることからここに出入り口

が設けられていたものと考えられる。この内部は当初、中央部を除く周囲に石敷遺構SX4356が存在し

た。後に小礫が敷かれ、ここには南北方向に0.6~0.7mの間隔をもって幅0.15mほどの小礫を欠く部分

が見られたことから、転ばし根太を置き、その間に小礫を入れ、床を張る入念な構造が想定される。こ

うした構造からこの建物の機能として蔵が想定される。また建物礎石の外側、拮壇部SV 4355との間に

石を木端立て、外に面を持って並べた石列が存在する。これは想定される柱中心から0.3mの間隔であ
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挿図12 礎石建物（蔵）8B4341平面図 (1/50) 

＾ 

焼土

炭化材

り、土壁の裾を受けるものと考えられ、この建物は厚さ0.3m(1尺）の土壁を塗った士蔵であると考え

られる。なお周囲から炭化した茅材がかなり検出されており、屋根は茅葺と推定される。想定される柱

中心から基壇部SV 4355までの間隔は0.5mほど、礎石との高低差は0.05mである。西と南に存在する

石列SX4354と基壇部SV 4355の間隠は0.8m、高低差は0.05mである。なお、ここには後に緩やかな傾

斜を持つ亀腹状の叩きが施されている。この石列 SX4354の南部東半に設けられたのが通路状石敷遺構

S X4357で、前述した踏石から東へ約5.6m、幅0.8mほどにわたって見られる。この石敷と踏石の高低

差は0.05mである。

SG4366 調査区中ほど北端近くで検出された小規模の平庭。 1I期の遺構と考えられる。屋敷中心建物

S B4338の東に位置し、1.2X0.8mと少し大きな石を据えその西を中心に周囲約 3m四方に 5mm程度の

粗い白砂が敷かれている。また、北西に踏鋸跡の可能性も考えられる石の集まりや、東には仕切り塀の

柱跡と考えられる南北に並ぶ二つのビット SX4371が見られる。ビットは径0.2m、間隔1.2mである。

S E 4346 • 4347 調査区西寄りで検出された井戸。東西方向通路SS4381の西に位置するのがSE4346、

この北、建物SB4338の西に位置するのがSE4347。ともに 1I期の遺構と考えられる。径は0.8mほど

で石を積み上げる構造である。完掘していないため深さは不明である。

SF 4348 調査区東北部、土塁 SAl181の脇で検出された方形の石積施設。皿期の遺構と考えられる。

東西1.0m、南北1.3m、深さ0.45mの規模で、一部天端石を欠くが 2~3段に石を積み上げている。

SF 4349 調査区東北部、土嬰SA1181の脇で検出された石積施設。 1期の遺構と考えられる。東北に

突出部を有する径0.8m程度の円形と考えられ、 2~3段に石を積み上げており、深さは0.3m。 SF 

4348と隣接する。

S F 4350 • 4379 調査区北西、土塁SA4331の脇、建物SB4338に隣接して検出された方形と円形の石

積施設。ともに基本的には 1I期の遺構と考えられるが、 m期の可能性も残されている。方形の SF4350 

は東西、南北ともに0.7m、深さ0.25m、2~3段に石を積み上げる。円形の SF4379は径0.75m、深さ

はlmほどで若干深い。建物SB4338に付属する便所ではなかろうか。
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SF 4351 調査区北西、土塁SA4331の脇で検出された方形の石積施設。1I期もしくはm期の遺構と考

えられる。一部天端石を欠き、また若干いびつではあるが東西、南北ともに0.8m、深さ 0.35mの規模

である。

S F4352 調査区南端中ほどで検出された円形の石積施設。1I期の遺構と考えられる。径は 1m、深さ

0.5mほどである。 2~3段に石を積み上げる。

SF 4353 西に拡張したトレンチ部で一部が検出された方形の石積遺構。1I期の遺構と考えられる。前

述した土蔵と推定される建物SB4341の外側の石列SV 4354の西に接する。南北は1.2m。全容は明ら

かでない。

S X4358 調査区中ほど南寄りで検出された越前焼大甕を据え付けた遺構。rn期の遺構と考えられる。

焼土がつまる 4個のピットが検出され、北西のビットには越前焼大甕の下部が残されていたが、他はピッ

トのみである。なお、南の 2個のビットは若干小振りである。

S X4359 調査区中ほどで検出された天端をそろえて石を並べる遺構。1I期の遺構と考えられる。建物

の一部の可能性が考えられる。

S X4360 調査区中ほどで検出された天端をそろえて鍵形に石を並べる遺構。 rn期の遺構と考えられる。

南北方向の石列部は東に面を持ち、西に1.9mほどの間隔で礎石と考えられる石が存在する。方位は門

とその建物SI 4344 • S B4342と一致する。建物とその周囲の基壇の一部と考えられる。東西方向の石

列部は南に面を持つように見受けられる。

S X4361 調査区西半南寄りで検出された石の並び。1I期の遺構と考えられるが、性格等は明らかでな

し＼

゜
S X 4363~4365、4367• 4368 いずれも調査区南半西で検出されたピット群。I1期の遺構と考えられる

が、性格等は明確でない。

SX4370 調査区東端中ほどの門SI 4344の南に接して検出された南北の石の並び。西に面を持つ。門

に関連する遺構と考えられるが、詳細は不明。

S X4375 調査区中ほど北寄りで検出された東西に並ぶ石。建物SB4338の上層に位置 し、 m期の遺構

と考えられる。礎石の一部と考えられる。方位は建物SB4340と同じと考えられる。

S X4376 調査区北半西寄りで検出された南北に石を敷き並べた遺構。 I1期の遺構と考えられる。建物

S B4338に閲連するものと考えられる。

S X4377 調査区北半西寄りで検出された石群。 皿期の遺構と考えられるが、詳細は不明。
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3. 遺 物 （第63.--...,67図 PL.54.--...,58)

ここで取り扱う遺物は、第83次調査区より出土した遺物群である。総点数は7,059点であり、調査面

積約1,300m勺こ対する 1面あた りの平均出土点数は5.4点となる。これは本遺跡における出土傾向のうち

最低に近い密度に属する。遺構は 3期に分類されるが、レベル差はわずかで断片的であり 、また遺物の

点数自体も多くない ことか ら、遺構内出土遺物を除いては表土層と遺構確認面の 2区分で図示する。出

土遺物の内訳については表 5を参照していただきたい。

本稿における遺物についての分類は、越前焼大甕 ・播鉢は『県道鯖江 ・美山線改良工事に伴う発掘調

査報告』1983、土師質皿は 『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告 I』1979、染付は小野正敏「15、

16世紀の染付碗、皿の分類と その年代」『貿易陶磁研究 2』1982日本貿易陶磁研究会によった。

表土・床土層出土遺物 （第63圏，PL.54)

耕作土および床土の除去作業中に出土した遺物には、越前焼 ・土師質土器 ・瀬戸美猿焼・瓦質土器 ・

中国製陶磁器等が認められた。

越前焼 (1100)の壺は口径12.4cmを測る。(1101)の壺は口径10.8cmを測る。(1102)の壺は口径11.6cmを測

る。 (1103)は口縁が三角形に肥大した壺で、胎土は白っぽく粗い。口径14.2cmを測る。 (1104)は口縁が

器 種 破片数 ％ 器 種 破片数 ％ 器 種 破片数 ％ 

甕 1,375 碗 90 銅銭 24 

越
空士 424 皿 72 銅製品 3 

鉢 114 青 鉢 13 金 飾り金具 1 
削. ． 

擢鉢 222 盤 15 釘 69 中
焼 その他 1 磁 香炉 15 小柄 1 

計 2,136 30 3 国 その他 4 属 鉄鍋 1 

碗 57 計 209 3 0 その他 39 

茶入 5 製 皿 540 計 138 2.0 

日 鉄
卸皿 1 

白
杯 10 バンドコ 74 

釉
g 士 33 陶

磁
その他 11 火打ち石 8 

その他 4 計 561 7.9 石 臼 6 

本 計 100 1.4 磁 碗 65 砥石 ， 
碗 7 染 皿 150 

製
硯 7 

皿 30 器 杯 6 碁石 19 
灰

鉢 35 付 その他 1 
品

盤 14 製

釉
空ギ 3 計 222 3 1 その他 17 

その他 3 計 992 14.0 計 154 2.2 

陶
計 78 1.1 朝 碗 13 

虐品
加工木 4 

土 皿 3,301 鮮 皿 3 計 4 0.1 

羽釜 8 
製

鉢 3 壁土 17 
師 陶

そ

その他 1 磁 その他 13 の 忠目 6 
器 質 計 3,301 46.9 器 計 32 04 他 その他 2 

火鉢 2 輸入陶磁器計 1,024 14 5 計

瓦燈 1 合 計 7,059 100 
瓦

風炉 ， 
質

香炉 3 

その他 18 

計 33 0.5 

そ 信楽 49 

須恵器 2 
の

不明 6 

他 計 57 08 

4ヽ 計 5,714 80 9 

表5 第83次調査出土遺物一覧表
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内傾する鉢である。(1105)の鉢は口径37.4cmを測り、体部内面上部に 8条を 1単位とする扇形の櫛目を

有する。(1106~1110)はIV群に属する播鉢である。(1106)の揺鉢は播目が沈線の上から密に人っている。

(1108)の播鉢は口径24.2cmで、播目は摩耗が激しい。(1109)の播鉢は口径22.5cm、 8条を 1単位とする

播目を有する。(1111)は桶の口縁部である。口径17.5cmで、内面に指頭圧痕を残し、外面はナデ調整す

る。(1112)は桶の底部で底径10.6cmで、外面はナデ調整されている。

土師質土器 (1113 • 1114)はC類に属する。(1113)は口径5.8cm、器高1.4cmを測る。底部は丸く、ロ

縁部はナデによる摘み上げがされている。(1114)は口径8.7cm、器高2.2cmを測る。

瀬戸 ・美濃焼 (1115)は灰釉の壺である。口径10.2cmを測り、釉が内面にもかかる。(1116)は厚く釉の

かけられた灰釉の皿である。

中国製陶磁器 (1117~1119)は青磁である。(1117)は口径9.4cmの碗で、体部外面に鏑蓮弁文を有する。

(1118)は口径11.0cmで、口縁が波形になった輪花皿である。(1119)は口径9.2cmの香炉で、口縁部と体部

中央に2本の沈線がめぐる。(1120~1122)は白磁の皿である。(1120)は口径14.7cmを測る端反りタイプで

ある。(1121)も端反りタイプで口径14.6cmを測る。(1122)は口径16.0cm、器高3.7cmを測る。端反りタイ

プで、 畳付は釉を削り露胎とな っている。

遺構確認面出土遺物 （第64• 65図， PL.55• 56) 

遺構確認面出土遺物は表土除去後の遺構確認作業中に出土した遺物である。金属 ・石製品 ・木製品は

数が少なく、また小破片であるため図示できるものが少なかった。

越前焼 (1123)はIV群bに属する大甕の破片である。(1124)の甕は口縁部の断面が三角で頸部がほと

んどない。内面は粘土帯の継ぎ目がよく残っている。(1125)の甕は口径20.8cm、最大径32.2cmを測る。

体部は斜上方に伸び肩部で内湾し頸部か ら外上方に短く立ち上がる。肩部内面に指頭圧痕が残り、外面

はナデ調整する。また肩に貼付突帯がつ く。 (1126)は、口径16.8cmを測る壺で、 肩にヘラ記号Tを持つ。

壺 (1127)は器高21.0cmで、口径4.8cm、最大径17.5cmと徳利の形をしている。体部下半にヘラ記号があ

る。(1128)の壺は口径13.2cmを測る。(1129)の壺は口径14.4cmを測る。(1130)の壺は口径9.0cmを測る。

(1131)は口径25.5cm、器高11.5cmを測る片口の鉢である。 鉢(1132)は口径31.6cm、 器高7.0cmを測る。

(1133)は体部は斜上方に伸び肩部で屈曲する鉢である。口径35.8cmを測る。(1134)の鉢は口径31.4cmを

測り、体部内面上部には 7条を 1単位とする半同心円文を有する。 (1135)の鉢は口径44.0cmを測る。

(1136)は口径24.6cm、器高3.9cmを測る卸皿である。播鉢(1137)はm群aに属し、口径32.4cm、12条を 1

単位とする揺目を有する。 (1138)の播鉢はIV群に属し、口径21.4cm、 10条を 1単位とする揺目を有す

る。(1139)の播鉢は底径13.6cm、8条 1単位の揺目を有する。

土師質土器 皿および羽釜が認められるが、羽釜は小破片のため図示されていない。(1140~1145)はC

類の皿である。 (1140)は口径6.2cm、器高1.9cmを測る。 底部は丸く、口縁部はナデ調整されている。

(1141)は口径6.6cm、器高1.4cmを測る。(1142)は口径7.6cm、器高1.8cmを測る。(1143)は口径8.4cm、器

高1.6cmを測る。器壁は薄く、底部は広く成形され、口縁部は摘み上げながらナデ調整している。(1144)

は口径8.7cm、器高1.9cmを測る。胎土は白く細かい。(1145)はD1類であり、口径11.8cm、器高2.0cmを測

る。底部は広く平坦に成形されている。口縁部にタールが付着 している。

瓦質土器 (1146)は口径12.0cmを測る香炉である。体部上方に S字を描く波状文がめぐる。

瀬戸 ・美濃焼 (1147~1150)は鉄釉の碗である。（1147)は口径12.5cm、器高6.5cmを測り、高台内のヘ

ラグリが丸く、口縁部は外反する。(1148)は口径13.4cm、器高7.2cmを測り、ヘラグリは平 らで、口縁部
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の外反は弱い。 (1149)と(1150)は高台内のヘラグリが平らである。 (1151)は鉄釉の小壺で、内部全体と

外面下半までに釉がかかる。外面の体部下半から底部はシブ鉄が施されている。(1152)は灰釉の皿で、

口径9.2cm、器高2.3cmを測る。断面三角形の付高台を有し、内面底部には印花文が押印されている。

中国製陶磁器 (1153)は青磁の碗で、口径12.0cm、器高6.3cmを測る。体部外面には鏑蓮弁文を有し、

畳付は釉を削りとり露胎とな っている。 (1154• 1155)は青磁の輪花皿で、口縁はゆる ＜内湾し、高台は

内傾して、畳付の釉を削ってある。 (1154)は口径9.4cm、器高2.6cmを測る。(1155)は口径11.8cm、器高

3.2cmである。 (1156)は青磁の香炉で、口径9.0cm、器高6.5cmを測り、 2条の沈線が口縁と体部中央と腰

にめぐる。 3足貼りつけられている。 (1157)は白磁の碗で、口径11.8cm、器高5.9cmを測り、畳付は釉が

削られ砂高台になっている。(1158)は口縁が端反りタイプの白磁の皿で、口径10.9cm、器高2.5cmを測る。

(1159~1161)は染付である。 (1159)はE群に分類される鰻頭心の碗である。見込には折菊が描かれ、高

台内には 「大□年造」の銘がある。畳付は釉を削りとっている。(1160)はB群の皿である。口径13.8cm、

器高3.1cmを測る。文様は外面に牡丹唐草、見込に花が描かれている。(1161)は見込に玉取獅子を描く 。

金属製品 (1164)は小柄で、銅製である。なかごが残存しているが腐食が激しい。小柄は残存長9.6cm、

幅1.4cmを測る。 (1165)は口径4.6cmを測る銅製の蓋である。身とのセット関係は不明である。銅銭は24

枚出土したが腐食が激しく、種別が不明のものが多かった。煕寧元宝 1枚、紹聖元宝 1枚、 元祐通宝 l

枚を確認できた。

S X4358出土遺物 （第66図， PL.57)

越前焼 S X4358には越前焼甕が 4基埋められていたが、北側 2基のうち 1基は底部が残っていた。

付近には埋設されていたと思われる大甕の破片が散乱していた。(1166)は埋め られていた甕でIV群 bに

属し、口径85.7cm、器高92.0cm、最大径95.0cmを測る。容量は首部までで376.2769fl.、口縁部までで396.

0978 fl.を量ることから 2石用の甕であったと想定される（荻野繁春氏の計測、教示による）。内面にはエ

具の圧痕が残り 、(1167)と(1168)は同じ<IV群bに属し、 (1167)は口径72.4cmを測る。(1168)は口径32.3

cmを測る甕で、肩部に本のヘラ記号を持ち、 三角に肥大した口縁にエ具で押さえた痕が放射線状にめぐ

る。(1170)は口径27.0cmを測る甕である。口縁は三角に肥大し内面には指頭圧痕が残る。(1171)と(1172)

はIV群に属する揺鉢で、ともに口縁は内傾する。(1171)は口径40.6cmで、 9条 1単位の揺目が密に引か

れる。(1172)は口径45.0cmで、 9条 1単位の揺目を持つ。

土師質土器 (1173~ 1175)は土師質皿である。(1173)はC類に分類され、口径8.6cm、器高2.1cmを測る。

器壁は厚く、口縁部をナデ調整したあと外面を指で押さえて成形している。(1174)はD類に分類され、

口径10.8cm、器高1.8cmを測る。同じく (1175)はD類で、口径11.2cm、器高2.0cmを測る。器壁は薄く、

内面はタール痕が付着する。

中国製陶磁器 (1176~1178)は白磁の皿である。(1176)は口径12.0cm、器高2.6cmを測る。口縁は端反

りタイプで、畳付は釉を削り露胎となっている。（1177)は口径14.4cm、器高3.4cmで、端反りタイプで畳

付は露胎とな っている。(1178)は口縁部が内湾するタイプで、口径12.0cm、器高2.6cmを測る。畳付は露

胎とな っている。(1179)は白磁の坪である。内面底部外周と畳付は釉が削りとられ露胎とな っている。

(1180)はB群の染付皿で、口径12.0cm、器高2.5cmを測る。文様は外面に牡丹唐草、内面には玉取獅子が

描かれる。端反りタイ プで、畳付は露胎とな っている。

S D4333出土遺物 （第67図， PL.58)
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調査区のほぼ中央を西から東に走る溝SD4333の中から出土した遺物について述べる。

越前焼 (1181)は口径34.0cm、器高7.0cmを測る鉢である。体部内面上部には10条を 1単位とする半同

心円文を有する。 (1182)はIV群に属する揺鉢で、口径37.4cm、器高15.0cmを測る。播目は口縁部の際か

ら密に入っている。

土師質土器 (1183~1186)はC類に分類される土師質皿である。いずれも口縁部にタ ールが付着して

いる。 (1183)は口径9.0cm、器高1.9cmを測る。(1184)は口径9.2cm、器高2.0cmを測る。器壁は厚く 、口縁

部は摘み上げながらナデ調整している。 (1185)は口径9.1cm、器高2.0cmを測る。(1186)は口径9.2cm、器

高2.0cmを測る。

中国製陶磁器 (1187)はC群に属する染付の皿で、碁笥底で外面下部に波濤文帯が描かれる。

SF 4348出土遺物（第67図， PL.58)

土師質土器 (1188~1191)はC類の土師質皿である。(1188)は口径9.5cm、器高1.8cmを測る。(1189)は

口径10.0cm、器高2.3cmを測る。 (1190)は口径9.5cm、器高1.9cmを測る。(1191)は口径9.7cm、器高1.8cmを

測る。

中国製陶磁器 (1192)はB群の染付皿で、内面に玉取獅子が描かれ、畳付は釉が削られ露胎となって

いる。

SF 4350出土遺物 （第67図， PL.58)

土師質土器 (1193~1197)は土師質皿である。 (1193~1196)はC類に分類される。 (1193)は口径6.0cm、

器高2.0cmを測る。器壁は薄く、底部は丸い。 (1194)は口径8.9cm、器高1.8cmを測る。(1195)は口径9.0

cm、器高1.8cmを測る。口縁部は摘み上げながらナデ調整されている。また口縁部にタールが付着してい

る。 (1196)は口径9.2cm、器高1.9cmを測る。(1197)はA類に分類される。底部は突き上げられ器壁は厚

く成形されている。口径11.4cm、器高2.3cmを測る。

焼土層出土遺物 （第67図， PL.58)

発掘区北西端の焼土層から4枚のかわらけが重なって一括で出土した。

土師質土器 (1198~1201)はD2類に分類される。いずれも口径20cm前後の大型の皿で、胎土は白く細

かい。器壁は厚く作られ、口縁部は摘み上げながらナデ調整で成形されている。 (1198)は口径17.2cm、

器高2.4cmを測る。(1199)は口径20.6cm、器高2.8cmを測る。 (1200)は口径20.0cm、器高3.1cmを測る。(1201)

は口径21.8cm、器高3.3cmを測る。
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4.小結

遺構

検出された各遺構について前項において個別の解説と若千の検討を行った。ここではそれを受けて全

体的な検討を加え、まとめとする。

遺構の年代

前述したように各遺構は層位により下層から順次 I •II•ill の 3 期に区分した。その中で主となるの

はII期とした遺構群であって、水田耕作土下で広く検出された焼土で覆われており、良好に遺存してい

る。これに対し、 皿期とした遺構群は焼土層上に位置し、断片的に残されているものであり、また I期

は深掘トレンチ等で一部を検出したにすぎない。そしてこれら各遺構群の間のレベル差もO.lm程度で

あって、他の調査区と比べて小さい。検出した遺構は、屋敷を区画する遺構等から考えて、基本的には

朝倉氏が越前の支配者となって拠点としての町造りを開始したとされる文明 3年(1471)以降、織田信長

軍との戦いに敗れて滅亡する天正元年(1573)までの約100年間に位置することは確実なこととして良い。

これら各遺構群がこの間のどの時期に位置付けられるのか、また各遺構群の年代差がどの程度なのかと

いった点を明確に示す指標は見当らないが、周辺の調査区の所見等から本調査区の主となる II期の遺構

群を、基本的にはその後半期すなわち16世紀の遺構として良いものと考える。

屋敷の構成

この屋敷内で極めて良好に建物礎石等が検出された。前項の個別平面等の考察を受けて屋敷の全体構

成について若干の検討を行う。

まず屋敷の規模を見てみよう。本調査においては南北二つの東土塁SA 1181 • 4330、北土塁SA4331 

が検出された。これらは基本的には屋敷の東と北を限る土塀の基礎部と考えて良かろう。また、西は山

裾が境界と考えられる。南は若干不明な点もあるが第58次調査で検出されている石列 SV3511 • 3512が

境界と考えられる。この石列 SV3511 • 3512は水田化に伴う改変もあって本来の方位等不明な点も多い

が、おおよその推定は可能である。これと北土塁SA4331とは若干方向が振れるようであって、間隔は

東西で異なるものの30mを少し上まわる程度と考えられよう。奥行きは山裾部が未調査であるため明確

ではないが地形から50~60mと考えられる。屋敷面積を想定すれば、 1,500~2,000面程度となり、北方

の山裾部で検出されている屋敷と大きな差は見られない。

次に空間構成を見てみると、この屋敷は従来の調査により北方の山裾部で検出されている屋敷と異な

り、前面が道路に面しておらず、東から引き込まれた東西方向の道路SS 1180の突き当たりに位置して

いる。加えて、他の屋敷では門は基本的に正面土塁に 1か所設けられているのに対して、ここでは屋敷

内に 3mほど入り込み北と西に 2つ設けられている。また、この門から西山裾に回かって溝SD4333や

通路SS4381、土塀と考えられる SA4332が存在し、屋敷内はここを境にして大きく南北に二分され、

北には大規模で良く整った建物SB4338とこれに付属する平庭SG4366が、南には越前焼大甕埋設遺構

S X4358に象徴される日常生活を支える台所等の建築群が、そして奥には土蔵SB4341が想定される。

これまでの調査例ではこうした場合はこの時期の上屑住居を秩序づける「ハレ」と「ケ」の考え方にの っと

り、南にハレすなわち屋敷の中心となる建物群を、北にケすなわち日常生活を支える台所等の建築群を
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配置するのが通例であった。しかし、この屋敷においては逆である。その理由を考える上で南半の空間

のあり方を含む周辺の状況が注目される。まず、正面南半の土塁 SA4330や南境界と想定した石列sv

3511 • 3512が他の境界土塁に比べて少し明確さを欠くことが指摘できる。そして削平もあって不明な点

も残されているが、ここには中心となるような整然とした建物は存在せず、石積施設等に代表される雑

多な遺構が点在している。こうした点からこの南及び東の区画には区分する溝等の遺構は顕著ではない

ものの多くの小規模な建物が存在したものと考えられよう。

まとめ

以上の諸点をふまえ、本調査で判明したことをまとめると、次のようになろう。

11期とした主な遺構群は基本的に16世紀と判断されるものである。屋敷は従来の調査で判明している

大規模な屋敷と同様であって、基本的に土塀で囲まれ、 30m強の間口を持ち、奥行き50~60m、 面積

1,500~2,000面程度の規模と推定される。この屋敷は東から延びてきた道路の西端に、少し入り込んで

二つの門を設けており 、内部は南北に大きく 二分され、北は中心となる大規模な建物や平庭が配置され

ておりハレの空間、南は台所等の建物が想定されるケの空間、そして奥には士蔵が設けられている。従

来の調査例では南をハレの空間、北をケの空間とするのが通例であって、これと逆である。その理由と

して屋敷の南及び東の境界が明瞭さを欠くこと、そこには多くの小規模な建物が存在したものと推定さ

れること等があげられ、こうした区域を一括して考える視点も必要である。
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第58図 第83次調査遺構詳細図(1)
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第59図第83次調査遺構詳細図(2)
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第60図 第83次調査遺構詳細図(3)
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第61図第83次調査遺構詳細図(4)
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第62図 第83次調査遺構詳細図(5)
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第83次調査・

調査区全景

（東から）

同中央部

（東から）



同中央部

土塁、門

（東から）

第83次調査・

調査区中景

（西から）



第83次調査・

主要遺構

◄ 土塁SA4331及び

建物S84338
（西から）

（東から）►
 

同

▼ 建物S84338
（北から）



第83次調査•主要遺構

調査区北東部

（北から）

調査区中央部

溝SD4333及び

道路SS4381
（東から）

調査区西半部

蔵S84341及び

塀SA4362
（東から）



第83次調査・主要遺構

蔵SA4341
（東から）

門S14345
（南から）

井戸SE4346、
塀SA4362他

（北から）



▲ SF4352（東から）

◄ SF4350 ・ 4351 • 4379 
（東から）

第83次調査・

石積施設、井戸

その他

，， SG4366 
（東から）

~ SE4346 
（東から），， SX4358 
（東から）

~ SF4348 
（東から）



第63図第83次調査出土遺物(1)
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第83次調査出土遺物(1) 表土・床土層出土の遺物 PL. 54 
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第64図第83次調査出土遺物(2)
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第83次調査出土遺物(2) 遺構確認面出土の遺物 PL. 55 
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第65図第83次調査出土遺物(3)
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第83次調査遺出土物(3) 遺構確認面出土の遺物 PL. 56 
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第66図 第83次調査出土遺物(4)
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第83次調査出土遺物(4) SX4358出土の遺物 PL. 57 
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第67図第83次調査出土遺物(5)
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第83次調査出土遺物(5) SD4333, SF4348, SF4350,焼土層出土の遺物 PL. 58 
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V 考察

平井地区の空間構造

はじめに

一乗谷川を隔てて朝倉館と相対する地区は、「城戸ノ内」の中でも特に水田に比較的整然とした地割

りが認められる所であって、「一乗谷古絵圏」にも 「斎藤兵部大輔」 ・「新馬場」 ・「平井」・「鰐淵将監」．

「河合安芸守」等の有力武将に関係する記載も見られる。こうしたことから、重要な場所であることが

予想されるこの地区の解明を目指した調査を計画的に実施してきた。現在その調査範囲は南北約300m、

東西約100m、面積30,000rrl勺こ及んでいる。なお、この地区全体を、中ほどにあって一連の調査の発端

となった昭和48年の第10次調査区等を包括する字名 「平井」にちなんで、通常平井地区と呼んでいる。

各調査区については、『報告書 II 』 1988（第10 •11• 54次調査） ・ 『報告書w』 1993（第15 • 24 • 25次調査） ．

『報告書V』 1995 （第29 • 77 • 78次調査）として個別に順次詳細を報告してきており、本書が取り扱 っ た第

29 • 30 • 57 • 58 • 83次調査区をもって地区全体の報告も完了することとなる 。 加えて、遺構が良好に残るこ

の地区を、当時の建物を立体的に復元することによって遺跡見学者に判りやすく親しまれる場を提供す

ることを 目的とする立体復元地区に定め、 まず昭和57 • 58年度には30m 四方の武家屋敷の復元を実施し

（『環境整備報告II』1992)、平成 4~7年度にはさらにこれをふくめた200mにおよぶ町並みを再現する

「町並立体復原事業」（『環境整備報告11I」1996)も実施した。

これらの各報告書において、個別に若千の考察も加えてきたが、ここでは相互の関係や地区全体につ

いての考察を行ってみたいと思う。なお、その前提となる各調査区の個別遺構の詳細については各報告

書を参照されたい。

1.地区の計画

まずこの地区で検出された道路や屋敷を区画する土塁等骨組みとなる遺構から、屋敷割りを中心とし

て、地区の計画のあり方を検討する。

地区全体の構成を概観すれば、以下の通りである。

前述したようにこの地区は狭い谷地形を造る一乗谷川の西岸に位置し、多くの屋敷が検出された平地

部の幅は概略100mほどである。全体的には遺構は比較的良く残されているが、 一乗谷川は当時から大

きな流路の変化は少ないものの、若干の氾濫もあったことが判明しており（『一乗谷朝倉氏遺跡ー一乗

谷川水辺空間整備計画に伴う事前調査報告J1991)、川沿いの10~15m幅部では当時の遺構はほとんど

失われている。屋敷割りの骨格となる遺構として童要な道路は、南北方向 3(S S 260 • 976 • 945)、東西

方向 5(S S 944 • 975 • 977 • 1180 • 3525)が検出されている 。 この地区の中ほどやや東寄りに存在する南北

方向道路SS 260 • 976 は約200m を検出している 。 この道路は、南は行き止まりになるが、北に矩折部が

設けられ、更に続いている。この道路によって中ほどから北にかけての地区は大きく東西に二分される。

西側には山裾となる西面を除く 3方に土塁を廻らした大規模な屋敷が整然と配され、これに対し東側に

は規模は小さいものの同様の土塁を廻らす屋敷も存在するが、溝で区画された小規模な屋敷も多く認め

られ、違いを見せている。また、この南北方向道路のとぎれた南には、西半山裾に北中部同様の大規模

-75 -



な屋敷が存在するが、東半には明確な区画は認められない。なお留意すべき道路遺構として、第25次調

査において一部ではあるが川に沿って検出されている南北方向道路SS945があげられる。この地区に

は大小いくつかの東西方向の道路が検出されており、当然これらをつなぐ南北方向の道路が必要とされ

るが、地区の中ほどで検出された南北方向道路SS 260 • 976は前述したように南では行き止まりとなっ

ており、以南の東西方向道路とはつながりを持たない。こうしたことから、一部の検出にとどまるが、

もう一本の川に沿う南北方向の道路SS945が注目される。これが谷を通り抜ける幹線道路と考えられ

るのではなかろうか。

では、こうした遺構に基づいて、町割りの方位を検討する。

これらの道路や土塁を見ると、全体を貫く一つの方位は見当らない。そこで、南北方向道路 SS 260 

を堪準として検討する。南に続く SS976は南で 50ほど西に振れている。東西方向道路 SS 944はほぼ

直交しており、東で 20ほど南へ振れるのみである。その南の SS 975 • 977 • 1180は50とその振れも増

し、 SS 3525では10° ほどに広がる。同様に山裾に配された大規模屋敷の東西方向の境界土塁を見てみ

ると、 SS260の中ほどに存在する SA263は誤差も 10程度であってほぽ直交しており 、北の SA4260 

は西で 70北に振れ、逆に南の SA262は西で 20南に振れている。また南の SA3310は正面の道路ss

976にほぼ直交するため西で 60北に振れることとなる。そのため SA262とSA3310に挟まれた屋敷は

奥に行くにしたがってかなり幅を狭めることとなる。 SA4127 • 4331は折れ曲がりがあって一方向とは

なっていない。そして SA3411では10° ほどの振れとなる。また川に沿って存在したと考えられる南北

方向道路SS945の西の土塁SA384では南で 70東に開いている。こうした変化は、基本的には緩やか

に東へ張って湾曲する一乗谷川に代表される地形に合っており、こうした地形に制約され、軸線を変化

させたものと考えられよう。

次に、その寸法について検討する。

道路幅をみると、南北方向道路SS260は東の側溝を含め4.5m、SS976は北端では6.lm、南端では

4.5m、SS 944 • S S 975は7.6m、SS977は3.0m、SS 1180 • S S 3525は2.lmないし2.4mであって、

これらはそれぞれ0.303m= 1尺として、 15尺、 20尺、 15尺、 25尺、 10尺、 7尺、 8尺に換算されよう。

また、 SS944とSS975の間は91m、SS975とSS977の間は60m、SS944と北の矩折部までは30m

であり、同様に300尺、 200尺、 100尺と考えて良いものと思われる。西山裾の大規模屋敷の間口となる

東西方向土塁の間隔を見てみると、北から60m、45m、30mであり、同様に200尺、 150尺、 100尺と考

えられよう。少し折れている SA4127以南についても30m、30m、39m、21mが韮本と推定され、 100

尺、 100尺、 130尺、 70尺と考えられよう。一方、土塁の幅は2.4m、2.lm、1.8m、1.2mと様々である

が、これは、それぞれ 8尺、 7尺、 6尺、 4尺に当たるものと考えられる。従来、こうした地割り寸

法の基準として「間（けん）」を想定する考え方が示されてきた。その代表的なものは 1間＝6.5尺(1.97

m、いわゆる京間）を基準とする小野氏の考え方（小野1981等）である。小野氏はこの考え方に基づいて、

計測ポイントが異なるが、 SS944とSS975の間を90.6m、SS975とSS977の間を61.0m、SS944と

北の矩折部までは29.5mとし、それぞれ46間、 31問、 15間とする。しかし、大きな寸法であるところに

「46」 • 「3 1」という数値は不自然ではなかろうか。また、道路や土塁幅そして門等の基準寸法は尺でなけ

れば解釈は困難であろう。また、この一乗谷において建築の基準柱間は 1間＝6.2尺(1.88m、いわゆる

越前間）に近いものであって（吉岡1977)、二つの「間（けん）」が生じることとなる。こうした点から、

尺もしくはその10倍の丈を基準寸法とし、その整数倍で道路や土塁の幅を定め、屋敷割りは 100尺(10

- 76 -



し）
0

m
 

尺

゜゚

。

，
 

．
 

ー

ー

1

1

9

.

0

,
 

2

,
＇’ 

|

ー

ー

•
9
1
•
9
9
9
,
1

豆

一r
1
1,
＇

’

―
-

-

7
.-，
 

s
 

.
4

-
s
 

H
 

9

1

』

B

ー

贔
i゜

．
 

T
`
'
9
9

ー
，
~

〗
ニー

」

0

0

,
'

0

0

 

．
 

．
 

¥

O

 
．
 

3
 

＼
 

3
 

3
 

A
 

-
3
 

s
 

-
＞
 

-s
 

<“

SA4260 

A4 

A5 

'I' 

A6 SV3512SA4] ［ ／三／゚250尺

------- -·‘‘~ ' ' - -----—• --+ ＇ 
＇ I IUU尺！！ 9，’ 

'' ' 
.; ''  

A7 
200尺

＇ ．． 
＇ ＇ 
＇ 

ss14z5 :··— ヽ

＇ .. 
--—• .... --

挿図13 平井・川合殿地区町割寸法図

丈）を基本として割り付

けた計画を想定しておき

・たし‘o

2. 空間構成

この地区は、南北方向

道路 SS 260 • 976によっ

て、この東西、そして南

に、大きく 3分されるこ

とは前述した通りである。

その空間構成を各ブロ ッ

ク毎に屋敷を中心として

検討する。

西ブロ ック まず各屋

敷について検討する。北

から敷地間口を200尺、

150尺、 100尺、 100尺、 1

00尺とする奥行き60m(2

00尺）を超す大規模な屋

敷が整然と配置されてい

る。この屋敷をAl、A

2、A3、A4、A5と

呼ぶこととする。 これら

の各屋敷は山裾を除く 3

方に、石垣等の状況から

土塀の蓮底部と推定され

る土塁が廻らされ、道路

に面する東にそれぞれ 1

か所ずつ門を開いている。

山裾部については未調査

であり、正確な奥行きは

不明であるが、 60mを超

しており、 Alでは80m

程度と考え られる。門の

幅を見ると、土塁の開ロ

部の幅はA1は3.9m、

A2は3m、A3は3.8

m、A4は3.3m、A5

は3.6mとバラッキがあ
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る。しかし良く見ると門建物の設けられる内側はほぼ 3.0m(lO尺）となっている。門建物は検出された

3例を見るとすべて礎石 4個で構成され、正面は 8尺 2例(A3,A 5)、7尺 1例(A4)であり、奥行

きは 3例とも5尺である。薬医門形式の建物と推定されよう。次にこの門の位置を見てみると、 A 1は

屋敷の南端から南袖石までが約 6mで南端に近い。A2の中心は屋敷の北端から約15mで正面を 3等分

した位置と考えられる。 A3の中心は屋敷の北端から約12mでやや北に寄る。 A4は屋敷の北端から北

柚石までが約 6mと北に寄っている。 A5は屋敷の北端から北袖石までが約12mであって中心に近い。

このように一定の法則は見られない。屋敷内は削平もあり建物規模等不明な点も多いが、多くの建物が

存在し、また塀等で仕切られる場合も多い。基本的には、主人の居座敷や接客の場となる表向空間（ハ

・レ）とこれを支える台所や使用人の内向空間（ケ）に区分され、表向空間は屋敷の前方 ・南寄りに、内向

空間は後方・北寄りに配置されることは明確に指摘できる。また最も大きな規模を持つAlでは、北西

部で鍛冶炉を備えた作業空間も検出されており、注目される。

東プロック 中ほどの道路SS975によって南北に大きく 2分される。

北半は周囲に道路が存在し、土塀の基底部と考えられる土塁で囲まれており、南北91m (300尺）、東

西30m(lOO尺）の区画である。門は西面の中ほどと東面北寄りの 2か所で検出されている。こうした点

から、これを一つの屋敷と考える見方もある。しかし、これを 1屋敷と考えると屋敷規模は西の大規模

屋敷と同等もしくはそれ以上であることとなるが、内部に整った通路等もあって、正門と考え られる西

面の中ほどの門は掘立柱 2本で構成されており、棟門形式の建物と推定される。この形式は格式におい

て西の屋敷に比べ劣ることとなり、矛盾が生じる。そして一方で、この区画を正確に 3等分する位置に

二つの東西方向の土塀SA383 • 385が存在しており、また、西の土墨SA266もその中央部のみ二重と

なっており、南・北とは明確に蝠や構造が異なる。 こうした点等から、基本的にはそれぞれ独立した

100尺四方の屋敷であったものと考えたい。これを北から B1、B2、B3と呼ぶこととする。なお、

南の土塀SA383は改変が想定されており、またこれを越える通路も設けられている。そして、 B3の

東半には方形の石積施設が南北に列をなして検出されている。こうしたことから、後半にはB2とB3 

の西半は一体的に使われ、B3の東半は後述する南半に見 られるように小規模な屋敷が連続していたも

のと考えられよう。 B1では南に庭圏と離れ座敷を伴った 6間X4間の建物や蔵と考えられる石敷を伴

う建物等が存在する。前述した山裾の屋敷に比べれば規模は格段に小さくなることもあって建物数等も

少ないが、周囲に土塁を廻らし機能の異なる複数の建物を配置すること等から、基本的には西の大規模

屋敷に準じたハレとケによる空間秩序に基づく構成と推定されよう。

南半は南北60m(200尺）、東の川寄りの一部を欠くため不明な点も残るが、東西30m(lOO尺）程度の区

画と推定され、これはさらに中央の石列SX1176で南北に正確に二分される。北半部は、北の道路ss 

975に面して明確な境界は認められないものの小規模な建物が連続し、この建物に対応して南に石積施

設が東西に列をなして配置されている部分と、他の部分に分けて考えることができる。南半部は、東西

の中ほどに南北に 2列の石積施設等が見られ、これらによって東西に二分され、西半には道路 S976に

沿って溝等で区画された建物や井戸、石積施設を伴う間口 6m(20尺）を基本とした小規模な屋敷が存在

する。ここで見られる小規模な屋敷は、溝ではっきりと区画されかつ各屋敷に井戸と石積施設を伴って

おり独立性が高い点で、北の道路SS975に面する小規模な建物群とは若干異なる。また、北の道路s

S975に面する小規模な建物群はその建物の隣棟間隔から、屋根は「平入り」形式と考えられるが、道

路SS976に面する屋敷の建物の一つは、礎石配置から屋根は明確に棟持柱を有した「妻入り」形式と
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なることも異なる。東半もいくつかの井戸や多数の石積施設が認められることから、ほぽ同様と考えら

れるが、ここを西半のように細分化する溝は認められない。いずれにしても、このように道路に面して

小規模な屋敷や建物が連続して存在した高密度の土地利用が特徴的である。なお、こうした状況は後半

期のことであって、土塁SA982等が一部に残されていることから、当初は100尺を基準とする二つの屋

敷であったものと考えられる。これをB4、B5と呼ぶこととする。

南ブロ ック 南北方向道路SS 260 • 976がとぎれたこのブロックにおいては、蝠2.1~2.4mの東西方

向道路が36m(120尺）ほどの間隔をもって東半に設けられており、西半山裾には南北二つの土塁を有す

る大規模な屋敷が存在する。これをA6、A7と呼ぶこととする。 A6においては良好に残されていた

遺構から、北には東西6.5間x南北 7間と大規模な建物と平庭等を、南には台所等を、奥西には土蔵等

を配していたことが知られる。A7は削平部も多いが、逆に南に庭園や中心建物が配置されていたもの

と考えられる。いずれにしても基本的には屋敷内は大きく主人の居座敷や接客の場となる表向空間とこ

れを支える台所や使用人の内向空間に区分される点は前述した北の大規模屋敷と共通している。しかし

このブロックの山裾部の大規模屋敷は、後世に削平された可能性も残されているが、明確な境界土塁を

欠く面も見られ、この境界を越えて屋敷が広がっていたことも想定される点では大きく異なる。東半部

は多くの石積施設が南北に列状に存在するあたりで分けて考えられるようで、一乗谷川に沿って存在し

たと考えられる東の道路に面しては溝等の明確な境界遺構は検出されていないものの、石積施設や井戸

の配置からは小規模な建物が連続して存在する高密度の土地利用があったものと考えられる。これに対

し西の大規模屋敷に接する部分においては高密度の利用を可能とする道路跡は見られず、 A6の東で典

型的に示されるように、一部の検出であるが小規模な土塁も設けられる比較的整った中規模の屋敷の存

在が認められる。こうした状況から、西の大規模屋敷を核として、その門前に中小の屋敷を配したプロッ

ク構成が想定できるのではなかろうか。

まとめ

以上、広範囲にわたる面的な調査によって解明された平井地区の空間構造について検討を加えたが、

これをまとめると以下のようになろう。

この地区には一乗谷川に沿って設けられた南北方向の道路を骨格とした計画的な町造りが認められる。

その計画の甚準となる町割りの軸線は所々で変化しており、地形の制約を受けたものと考えられる。ま

た、規則的に配置された大小の道路や屋敷境の土塁等の間隔には100尺の倍数が認められ、道路や門の

幅、そして小規模屋敷の間口等は尺の整数倍の数値で解釈されることから、町割りの基準寸法としては、

尺もしくは丈といった単位が妥当と考えられる。そして地区内は、道路等によって大きく西、東、南の

3ブロックに区分して考えることが可能である。西ブロックには、地区中ほどに設けられた南北方向の

道路に面して配置された敷地間口を100尺を基本とした大規模な屋敷が見られる。これらは山裾の西を

除いた 3方を土塁で囲み、屋敷内には多くの建物が存在し、また、塀等で仕切られる場合も多い。そし

て基本的には主人の居座敷や接客の場となる表向空間（ハレ）とこれを支える台所や使用人の内向空間

（ケ）に区分され、表向空間は屋敷の前方 ・南寄りに、内向空間は後方・北寄りに配置される。また、最

も大きな規模を持つAlでは、北西部で鍛冶炉を備えた作業空間も検出されている。東ブロックには、

当初は基本的に100尺四方と山裾の大規模な屋敷に比べ規模が小さい屋敷が配置されおり、この屋敷は

建物数も少なく、門も山裾の大規模屋敷が礎石 4個を用いた薬医門形式と考えられるのに対し、掘立柱

2本の棟門形式とする等格式の違いが認められるが、周囲に土塁を廻らしており、山裾の大規模屋敷に
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準じた空間構成と推定される。そしてこのブロックの周囲に道路が存在することもあって、後半には道

路に面して小規模な建物が連続する高密度な土地利用へと変化す る傾向が顕著に認められる。南ブロッ

クには、区画を分ける明確な遺構を欠く点もあるが、西半の山裾部からは庭等も検出されており、基本

的にはハレとケに区分される大規模な屋敷が存在したものと考えられる。そして東半には、西半の屋敷

を核として、東に存在したと考えられる南北方向道路と進入路として設けられた東西方向道路を利用し

た、高密度の土地利用が認められる。大胆に推測が許されるならば、こうした状況は、主人とその主従

関係を持った人々の区画が展開したことを示すものと考えることもできるのではなかろうか。

附 地区の復元考察と立体復元及び模型

こうした考え方に基づいて実施したのが町並立体復元及び地区全体復元模型である。その基礎となる

復元的考察について、概要を述べる。

道路及び屋敷配置 検出された遺構が明確に町割りを示しており、これが最優先となることはいうまで

もない。削平された一乗谷川沿いの地域の復元の考え方について述べる。まず、この地区を貫いて川に

沿って存在したと推定される南北方向の道路であるが、その幅は発掘調沓では確認されていない。しか

し、赤淵 ・奥間野地区において一乗谷川に沿って谷を貫く南北方向の道路が検出されており、これは基

本的には25尺幅である。またこの平井地区の東西方向道路SS 944 • 975も25尺である。他にもいくつか

25尺幅の道路が検出されており 、谷内の幹線道路は25尺幅と考えてよいものと思われる。このことから、

想定した川沿いの道路幅も25尺とした。 その位置、方向であるが、これは北部においては西端となる 土

塁SA384が存在する。町割りの軸線が徐々に変化していることは前述した通りであり、 B3とした区

画で連続して検出された石積施設の方向は土塁SA384と異なり、西の南北方向道路SS260等とほぼ同

じである。また土塁SA384の方向をそのまま次の東西方向道路SS975まで延長すると、 B3とした区

画の東西幅は130尺程度となってB1の100尺とは大きな差が生じる。 そこで、 B 2とB3の境で SS

260の方向に変更することとした。これによっ て、連続して検出された石積施設の西に想定した境界線

から道路までは45尺となる。東西方向道路 SS975以南については手がかりとなるものが少ない。 B4、

B5としたプロックは、北辺をB3の東端の延長線と合わせれば東西幅は100尺となるので これを採用し

た。地形等から川は徐々に西へ寄ると考えられることから、東西方向道路SS977の存在する南辺は10

尺減少させれば、小規模屋敷に分割された後半期の背割り線を基準にして東半は50尺となることから、

これを採用した。東西方向道路SS977以南については、 A6の屋敷の東前方で検出されている南北の

土塁ラインがA7屋敷の東前方部の遺構方位とほぼ合致するので、川や南北方向の道路 もこれに準じる

こととした。 この時、東西方向道路SS 1180の所では、 A6屋敷か ら東の南北方向道路までがほぼ90尺

となる。

次にこの想定した南北方向道路に沿う屋敷割りについて考える。 B1については良好に遺構がのこる

ため問題は生じない。B2も東の土塁の検出は北端部に限られるが、小規模屋敷の連続を想定させる石

積施設等の遺構は検出されていないことから、分割は無いものと考え られよう。 B3は連続する石積施

設から、南北方向道路に面する東半は小規模屋敷に細分化されていた ものと考え、石積施設等の配列に

従って敷地間口を北から30、20、20、30尺に分割することとした。B4は北の道路 SS 975に面した25

尺分のみ小規模な建物が連続するものと考え、残る部分は当初か らの道路に面しては土塁を設け、門を
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挿図14 復元模型全最

挿図15 復元模型（部分）

構える屋敷と想定した。B5は西半は明確に細分化されてお り、石積施設等から、東半も同様と考えら

れ、溝等の遺構から 3分割し、間□30尺と考える。東西方向道路SS977以南については石積施設等の

配列から、南北方向道路に面しては基本的に小規模な屋敷が連続するものと考え られるが、その間口を

明確に示す遺構は存在しないので、北部に準じて20ないし30尺と想定した。

建物とその構造 多くの建物遺構が検出されてい るが、その平面規模や構成を明確にうかがうことが可

能なものは限 られている。 そこで以下に示す順序によって推定復元した。複数の建物によって構成され

る大規模屋敷においては、まず発掘調査によって確認された建物や井戸や庭園等からハレ とケ等の全体

の構成を想定する。次に断片的な建物等の遺構も含めてそれぞれの建物の機能を屋敷構成に従って仮定

する。なおこの時、これまでの例か ら石敷や周囲に連続して石を並べる特殊な建物を蔵と定めた。従来

の調査例や周囲の遺構との関係から、検出 した礎石を中心に建物規模等を想定する。そしてこうした大
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規模屋敷の建物の基本構成として、ハレ部の中心建物となる主殿、ケの代表建物台所、そして蔵等は欠

くことのできない建物であって、これらについては屋敷の全体構成を考えながら配置することとした。

小規模屋敷については、道路に面する建物と井戸そして石積施設がこれにあたる便所を基本要素として

想定した。こうした小規模屋敷の建物には平入りと妻入りが存在したことは前述した通りである。この

地区においては平入りは小規模な独立性の低い屋敷に存在しているが、赤淵・奥間野地区等においては

幹線道路に面した敷地間口30尺の屋敷にほぼ間ロ一杯の規模を持つ平入りの建物が明確に認められるこ

とから、これに従った。

建物の外観を大きく印象付ける屋根は、従来の調査研究によって板葺が基本であると考えられている。

そして、大規模な屋敷の中心建物と付属屋や庶民の住居と考えられる小規模屋敷の建物には当然格式等

の差が想定される。また、視覚的にも明確に違いを示す必要もあることから、葺板の押さえ方に若干の

変化を持たせることとした。そこで、上質と考えられる大規模屋敷の中心建物等は整形された角材を用

い、付属屋や庶民の住居は要所を石で押さえる丸太や割り材とした。またA6屋敷の蔵は土壁を塗り込

めた茅葺であることが確認されており、こうした屋根形式が存在することは確実である。模型としての

変化をつけることもあって、こうした蔵や付属屋や便所等の一部にも茅葺を用いた。なお、建物の構造

等の詳細については復元工事の報告書（『環境整備報告II』1992、『環境整備報告rn」1996)を参照され

たい。
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